
た
平
田
厚
志
「
美
濃
古
義
派
騒
動
」
(
『
日
本
宗

教
文
化
史
研
き
七
・
ニ
、
二
0
0
三
年
)
や
、

「
三
業
惑
乱
の
裁
判
は
驚
く
ほ
ど
公
正
に
執
り
行

わ
れ
た
」
(
七
六
豆
と
し
て
壽
の
宗
教
的
中

立
性
を
指
摘
し
た
島
津
恵
正
「
三
業
惑
乱
研
究

序
説
」
(
朝
枝
善
照
先
生
華
甲
記
念
論
文
集
刊
行

会
編
『
仏
教
と
人
間
社
会
の
研
究
』
永
田
文
昌

堂
二
0
0
四
年
)
な
ど
が
あ
る
。

そ
し
て
第
三
に
、
書
物
論
を
踏
ま
え
た
思
想

研
究
も
新
た
な
地
平
を
拓
く
こ
と
だ
ろ
う
。
つ

ま
り
、
書
物
等
を
媒
介
と
し
て
流
通
し
た
言
説

に
着
目
す
る
こ
と
で
、
従
来
の
教
学
史
と
は
異

な
る
思
想
史
像
を
構
築
す
る
わ
け
で
あ
る
。
三

業
惑
乱
は
実
の
と
こ
ろ
本
稿
冒
頭
の
整
理
に
収

ま
ら
な
い
複
雑
な
思
想
的
展
開
を
み
た
が
、
上

記
の
方
法
は
そ
の
分
析
に
堪
え
る
も
の
で
あ
り
、

近
世
史
研
究
と
の
接
続
も
更
に
進
む
も
の
と
期

待
さ
れ
る
。
こ
の
点
と
関
わ
り
注
目
す
べ
き
論

文
に
、
小
林
准
士
「
三
業
惑
乱
と
京
都
本
屋
仲

間
1
 
『
興
復
記
』
出
版
の
波
紋
」
(
『
書
物
・

出
版
と
社
会
変
容
』
九
、
二
0
-
 
0
年
)
が
あ

る
。
小
林
は
東
西
本
願
寺
派
の
寺
院
・
僧
侶
の

み
な
ら
ず
幕
府
や
本
屋
仲
間
の
各
方
針
、
及
ぴ

そ
れ
ら
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
も
分
析
し
、
三

業
惑
乱
と
い
う
素
材
を
近
世
社
会
論
に
接
続
し

て
い
る
。
ま
た
、
小
林
の
報
告
「
神
祇
礼
拝
論

争
と
近
世
真
宗
の
異
端
性
'
岐
国
に
お
け

る
了
九
千
教
乗
論
争
の
検
討
を
通
じ
て
」
(
龍
谷

大
学
仏
教
文
化
研
究
所
研
究
談
話
会
、
二
0
-

一
年
九
月
)
で
は
、
内
面
と
外
面
の
一
致
・
不

一
致
の
観
点
よ
り
、
三
業
惑
乱
研
究
の
前
提
と

も
な
る
興
味
深
い
思
想
分
析
が
提
示
さ
れ
た
。

今
後
の
更
な
る
成
果
が
俟
た
れ
る
。

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
三
業
惑
乱

研
究
は
先
学
に
ょ
る
蓄
積
の
彪
大
さ
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
近
世
史
研
究
と
繋
げ
て
ゆ
く
余
地

も
大
い
に
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
進
展
は
、
新

た
な
三
業
惑
乱
像
の
構
築
を
実
現
す
る
の
み
な

ら
ず
、
近
世
史
像
の
見
直
し
に
も
少
な
か
ら
ず

寄
与
し
得
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

近
年
盛
り
上
が
り
の
顕
著
な
近
世
宗
教
史
研

究
の
成
果
の
一
つ
で
あ
る
「
近
世
の
宗
教
と
社

△
亘
全
三
巻
全
口
川
弘
文
館
二
0
0
八
年
)

は
、
各
巻
を
「
地
域
の
ひ
ろ
が
り
と
宗
教
」
(
第

一
巻
)
、
「
国
家
権
力
と
宗
教
」
(
第
二
巻
)
、
「
民

衆
の
<
知
>
と
宗
教
」
(
第
三
巻
と
題
し
関
連

論
文
を
収
録
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
問
題
提
起

し
た
第
一
か
ら
第
三
ま
で
の
諸
点
を
踏
ま
え
る

な
ら
ば
、
三
業
惑
乱
研
究
は
同
書
各
巻
の
論
点

を
横
断
し
得
る
も
の
と
い
ぇ
る
。
以
上
の
よ
う

な
意
味
で
も
、
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
た
研
究

領
域
な
の
で
あ
る
。

ま
た
最
近
、
大
桑
斉
は
救
済
宗
教
論
の
必
要

性
を
主
張
し
た
が
(
大
桑
「
幕
藩
権
力
と
真
宗
」

<
『
国
史
学
研
究
』
一
一
三
、
龍
谷
大
学
国
史
学
研

究
会
、
二
0
0
九
年
>
)
、
「
救
済
」
或
い
は
「
生

と
死
」
に
関
わ
る
知
見
を
歴
史
に
即
し
て
獲
得

す
る
上
で
も
、
三
業
惑
乱
研
究
が
裡
益
す
る
と

こ
ろ
は
小
ノ
な
く
な
い
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
可
能
性
を
有
す
る
研
究
の
推
進
に

当
た
っ
て
は
、
個
人
研
究
だ
け
に
と
ど
ま
る
こ

と
な
く
、
共
同
研
究
の
組
織
も
望
ま
れ
る
こ
と

を
、
最
後
に
述
べ
て
お
き
た
い
。

【
結
】

本
稿
は
、
二
0
 
-
 
0
年
三
月
一
九
日
の
龍

谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
研
究
談
話
会
で
の
報

告
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
報
告
に

平
成
二
十
三
(
二
0
三
)
年
度
本
研
究
所
の
研
究
計
画
は
、
指
定
研
究
二
件
(
継
続
一
、
新
規

こ
、
常
設
研
究
三
件
(
継
続
二
、
新
規
こ
、
特
別
指
定
研
究
三
件
(
継
続
三
)
、
共
同
研
究
四
件

(
継
続
二
、
新
規
二
)
、
そ
し
て
個
人
研
究
一
件
(
新
規
こ
が
設
置
さ
れ
、
合
計
十
三
件
の
研
究
プ

ロ
ジ
エ
ク
ト
が
構
成
さ
れ
た
。
次
に
示
す
よ
う
な
具
体
的
な
計
画
の
も
と
、
総
研
究
員
数
二
二
九
名

の
協
力
に
ょ
っ
て
推
進
さ
れ
る
。

本
研
究
所
が
創
設
五
十
周
年
を
む
か
え
、
そ
の
零
事
業
と
し
て
七
月
八
日
に
零
講
演
会
を
開

催
し
、
マ
ー
ク
・
ブ
ラ
ム
氏
、
三
角
洋
一
氏
、
蓑
輪
顕
量
氏
に
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

研
究
成
果
と
し
て
『
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
五
十
集
に
共
同
研
究
他
の
報
告
論
文
六
編
の
他
、

研
究
所
創
設
五
十
周
年
記
念
講
演
会
お
よ
び
仏
教
文
化
講
演
会
の
講
演
記
録
を
収
め
た
。
仏
教
文
化

研
究
叢
書
と
し
て
は
、
『
問
答
と
論
争
の
仏
教
'
尓
教
的
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
射
程
1
』
(
責
任

編
集
者
マ
ル
テ
ィ
ン
レ
ッ
プ
氏
・
井
上
善
幸
氏
)
、
『
典
籍
と
史
料
』
(
責
任
編
集
者
大
取
一

馬
氏
)
が
出
版
さ
れ
た
。
永
年
の
研
究
成
果
に
ょ
る
も
の
で
あ
る
。

◇
研
究
概
要
報
告
◇

対
し
貴
重
な
ご
意
見
を
下
さ
っ
た
皆
様
、
そ
し

て
調
査
に
際
し
お
世
話
に
な
っ
た
五
十
香
正
英

氏
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
本
稿

は
、
日
本
学
術
振
興
会
の
平
成
二
三
年
度
科
学

研
究
費
補
助
金
(
特
別
研
究
員
奨
励
套
に
ょ

る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

C

A

指
定
研
究
寵
谷
大
学
図
書
館
蔵
の
貴
重
書
の
研
究
・
出
版
)

国
史
学
「
西
本
願
寺
宗
意
惑
乱
一
件
」
文
書
を
読
み
解
く
(
三
年
次
)

主
任
・
平
田
厚
志
研
究
員
七
名

(
研
究
の
目
的
)
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
に
「
西
本
願
寺
宗
意
惑
乱
一
件
」
と
題
す
る
全

十
六
冊
か
ら
な
る
古
文
書
(
写
)
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
文
書
は
、

い

わ
ゆ
る
「
三
業
惑
乱
」
騒
動
が
発
生
し
た
享
和
元
年
か
ら
騒
動
の
終
結
に

至
る
文
化
八
年
ま
で
の
期
間
に
記
さ
れ
た
「
伺
書
」
「
答
書
」
「
趣
意
書
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
個
別
文
書
を
時
系
列
的
に
全
十
六
冊
に
収
録
し
た
も

1
、

C

、

一

4

CC

a

a

NthoU名h it is impossible to restore in which month the f0110win名 Sanskrit sentence
Should be recited, it is comparable to the formula underlined above. Therefore, this

idend丘Cation implies that in the Tocharian A Buddhism, the redtation would have been

Conducted in a way similar to that in the Tocharian B Buddhism. And these posatha

Calendar fra名ments revealtbat some monks w'ould have recited at least the ritual formulae

Ofthe nid互na partin sanskritin the occasion ofthe posatha ceremony.

On the other hand, attention should also be paid to an unpublished sanskrit-Tocharian

B fra号ment kept in saint-petersbur名.1nte,restingly, before the sa那bit part in b4-5 that

名ives tbe ritual formulae of the nid互na part, the pr豆timoksasatta is mentioned in

Tocharian B in the form ofverse.玲 Here the fUⅡ transliteration is provided with the

translation ofits Tocharian part:抄

師 B/97(2)]

1 ///- k ta111em yalpo mえ'maiyle キ Ce" winえ'skau tarnesapr互'timokΣ＼五i///
2 /// uepud五立kte keι＼yak12=巨tttau fa111え'm五e キ kete ak互1乙lk ＼yakatsi///

3 ///中,e/mepoy'!五五e ネ 4/e ・・1.ek三/d/il'd6/i・・φrえ)be e五Cinξ逸)ω///
4 ///、 nmane 、///

5 /が厶ηノ仏1フtルye /ガ
b

1 ///pa/au@a////
2 ///.ml/a ha ・///

3 /// d五互rmjkim samghas.・・・② dV珂taPムフ trrイえノ07/0'" se d/ch互ノnd含k互tmne ///

4 ///n互ネSama召'msam召'ha βa/mnio)a/tita キ bm sams'ムaga 4a/moTyam [キν//

5 ///ιyノイえノta キ巨tocite capravedayataG)Ⅱ kal'mak'artt互n/entse働/weノ§le Ⅱ Sa⑤///

..

[Translation]

1 /// wbere the good deed not ,.,1 honor this with my head. The pr巨timoka for me ///

by whom the way of monk(hood) has been adopted. By2 /// Buddha should be ...,

Whom the wish to overcome///

3 /// the glory ofBuddha ,.,,. to obtain ,., he should seize firmly ,.///
4 ///,.///

5 /// Maitreya ///

-25 -

17. The P110tograph given in TITUS TOC11arica should be teversed.
18. The NO KarmaV五Can巨 texts in sanshit are preceded by the verses which do not belon名 to the ritU紅
fotmulae, cf. SけTイVIP:65. The pr五timoksasotra mentioned here can permit us to connect this
fragment with the posatha cetemony.

19. This fra今ment treated in ogihara (2009:36 and 180-181) should be dassi丘ed aS 血e posatha of the



b

1 /// the praise ///

IB
、

///,.///

///[skt.] 11 The approval ,. in tho ritU址 fo,mula ,.///
4 ///[skt.]///

5 ///[skt.] 11 The one who redtes the ritual formula should say (thus:) 11[skt.ν//

[Notes]

(1) The verseS 名iven al-3 are in stanzas of 4 × 14 Sy11ables. The rbythm would be 7 /フ

(4-3y゜.1t is uncertain w'hether they w'ere the translation ofthe sanskrit text.

(2) skt. sa々ユS'haS信miC如 evam/ should be restored here, althoU名h 血e number of the

remaining aksaras does not permit us to make further restoration.

(3) concernin号 the sanskrit part given in b4-5, see simson (2000:157): Sωddham.
ぐ ぐ

nifkrえ'nt互 anupasalppann互h sama rah sam hah samni atitah kim sam has a

1塗y^."

(4) Toch.B katmakartt互rentse, the gen. sg. ofkatmakarttえ're*, borrowed from skt.

karmakal'q-. But the word in sanshit which indicates 'the one who gives the ritual

formula' is karmak互raka・'he or she presents thejliapti, and tbe f0110wing

katmaV互Can互'(BHSD:170b).1n dassical sanskrit, katmakartr、 means 'an object-

a名ent' or 'object・containin名 a今ent (MW:258C)'.飴

(5) 1t w'ould be possible to restore saイhla11V互五ar司yufma11/.

As indicated in b5, this fragment explains how' the posatha ceremony should be held.

As far as known to the present author, no rule in the vinaya texts is referable to the
recitation of verse of this sort. However, it cannot be denied that these Tocharian verses

Could be recited in order to express monks' honor to the prえtimoksasetra.1f this

bypothesis is correct, some monks probably recited verses w'hich were not 名iven in tbe
Ori名inalvinaya texts but composed in their ow'n language. This may be taken as a piece of

evidence to te11 how Tocharian Buddhists would 11ave sli名htly modi丘ed the ordinaty

Procedure as re今Ulated in the vinaya texts.お ln other words, althoU号h it stands to reason

that the Tocharian vinaya texts basica11y belon名 to the (Mela・)saN五StiV豆dins,N a doser

ι旦』迅空ι^ an互召'atえ'nえ'm え'yuFmantaゞ chandam patiゞ'uddhim C互toca ata 巨tocite ca

^、1

-5-

C <

1くartnaV昏Can五.

20. These lines do notshow the dear scribal di仔erence from the f0110win名 lines.
21. This sansbit partis als0 名iven in the posatha・praV五ra0五 fragment, see A414a2-3.
22. Toch.B *katmaV互Cake can be also testored as the word which indicates 'the one wh0 名ives the ritual

formula', cf. schmidt a986:51). The corresponding Toch.A word should be *katmaV互Cak. Tbey
Would be borrowed from skt.*katmaν互Caka・, cf. carlin8 (2009:105a).

23. AS S110wn in the KarmaV巨Can五 texts publiS11ed by schmidt' a986), the discrepancies from that
re名Ulated in the vinaya texts are obsetvable in the upasampad巨 in Tocharian Buddbism. see also
Chung (2004).
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2
3

の
で
、
「
三
業
惑
乱
」
騒
動
の
全
容
を
解
明
す
る
た
め
の
基
本
史
料
と
も

い
ぇ
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
本
文
書
の
解
読
と
翻
刻
は
、
「
三
業
惑
乱
」

研
究
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
り
、
真
宗
教
学
史
・
教
団
史
・
教
育
史
・
思

想
史
の
研
究
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
分
野
の
視
点
か
ら
読
み
解
い
て
行
こ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
全
作
業
を
終
了
し
て
翻
刻
の
段
階
を
迎
え
る
ま

で
に
は
三
S
四
年
の
期
間
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
今
年
度
は
、
四
S

五
冊
読
み
了
え
、
そ
の
う
ち
の
重
要
文
書
に
頭
注
・
補
注
を
付
し
て
、

『
仏
文
研
紀
要
』
誌
上
に
そ
の
成
果
を
報
告
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。
ま

た
、
第
一
冊
の
全
文
を
翻
刻
し
、
刊
行
す
る
こ
と
を
あ
わ
せ
て
今
年
度
の

目
標
と
し
た
い
。

近
世
西
本
願
寺
三
大
法
論
の
う
ち
、
最
大
規
模
の
も
の
と
い
わ
れ
る

「
三
業
惑
乱
」
に
関
す
る
基
本
史
料
で
あ
る
「
西
本
願
寺
宗
意
惑
乱
一
件
」

文
書
(
全
十
六
冊
)
を
三
年
間
三
期
に
分
け
て
読
み
解
く
予
定
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
第
一
期
(
二
0
0
九
年
度
)
で
、
ま
ず
五
冊
(
「
一
件
」
文
書
、

-
 
S
五
)
、
第
二
期
(
二
0
 
-
 
0
年
度
)
で
五
冊
(
「
一
件
」
文
書
、
六
S

十
)
、
第
三
期
(
二
0
二
年
度
)
で
残
り
六
冊
(
「
一
件
」
文
書
、
十
一

S
士
ハ
)
を
原
稿
化
す
る
。
そ
の
間
、
頭
注
・
補
注
を
作
成
し
、
か
つ
解

読
論
文
も
順
次
作
成
し
て
『
仏
文
研
研
究
紀
要
』
で
公
表
し
て
行
く
。
そ

し
て
、
二
0
 
三
年
度
中
に
、
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
善
本
叢
書
と

し
て
刊
行
す
る
予
定
で
あ
る
。

龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
中
世
歌
書
の
研
究
二
年
次
)

一
馬
研
究
員
三
二
名

本
研
究
で
は
、
本
学
大
宮
図
書
館
に
所
蔵
す
る
中
世
歌
書
の
中
、
最
善

本
と
思
わ
れ
る
「
光
闡
百
首
」
「
愚
見
抄
」
「
詞
字
注
」
「
後
鳥
羽
院
自
讃

歌
注
」
「
九
代
抄
」
の
五
点
を
対
象
と
し
て
研
九
九
、
こ
れ
を
三
年
後
に
善

本
叢
書
と
し
て
刊
行
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

ま
ず
一
年
目
は
対
象
と
し
た
典
籍
の
写
真
撮
影
を
し
、
紙
焼
を
手
元
に

置
い
て
、
そ
れ
を
も
っ
て
他
の
伝
本
と
の
比
較
研
究
を
し
、
本
学
所
蔵
本

の
価
値
を
明
ら
か
に
す
る
。

二
年
目
も
伝
本
研
究
を
引
き
続
き
行
い
な
が
ら
、
主
に
作
品
内
容
の
読

解
を
通
し
て
、
内
容
上
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
成
果
を
本
研
究

所
紀
要
に
掲
載
す
る
。

(
研
究
計
画
)

2
、

日
本
語
日
本
文
学

主
任
・
大
取

(
研
究
の
目
的

(
研
究
計
画
)

三
年
目
に
は
二
年
間
の
研
究
を
集
約
し
て
、
五
点
の
典
籍
の
影
印
に
解

説
を
付
し
て
善
本
叢
書
を
刊
行
す
る
予
定
で
あ
る
。

上
記
に
三
年
間
の
研
究
計
画
と
そ
の
方
法
を
略
述
し
た
が
、
本
研
究
で

は
、
実
際
に
資
料
の
内
容
検
討
を
通
し
て
、
同
類
の
伝
本
中
で
の
位
置
付

け
と
、
内
容
上
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
ま
た
、
各
資

料
が
日
本
和
歌
史
の
上
で
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

に
つ
い
て
も
合
わ
せ
て
考
察
し
た
い
。
そ
れ
に
は
当
該
資
料
の
検
討
だ
け

で
は
な
く
、
広
く
和
歌
史
の
勉
強
も
合
わ
せ
て
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

尚
、
三
年
目
に
善
本
叢
書
を
出
版
し
た
後
、
四
年
目
に
は
、
三
年
間
の

研
究
成
果
と
し
て
研
究
者
全
員
で
原
稿
を
執
筆
し
て
研
究
叢
書
を
出
す
予

定
に
し
て
い
る
。

共
同
研
究

仏
教
学
梵
語
仏
典
写
本
の
研
究
(
二
年
次
)

主
任
・
桂
紹
隆
研
究
員
九
名

(
研
究
の
目
的
)
本
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
の
最
終
目
標
は
、
現
在
中
国
で
次
々
と
再
発
見
さ
れ

つ
つ
ぁ
る
梵
語
仏
典
写
本
を
中
国
と
日
本
の
仏
教
研
究
者
が
協
力
し
て
研

究
し
、
批
判
的
校
訂
を
出
版
し
、
世
界
の
仏
教
学
界
に
貢
献
す
る
た
め
の

両
国
学
界
の
協
力
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま

ず
チ
ベ
ッ
ト
の
僧
院
で
保
存
さ
れ
て
き
た
梵
語
仏
典
写
本
の
写
真
デ
ー
タ

を
大
量
に
保
管
し
て
い
る
北
京
の
中
国
蔵
学
研
究
中
心
と
日
本
に
お
け
る

仏
教
研
究
の
中
核
の
役
割
を
担
い
続
け
て
き
た
龍
谷
大
學
と
の
間
で
、
同

中
心
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
学
士
院
や
ハ
ン
プ
ル
ク
大
学
と
結
ん
だ
の
と
同
様

の
正
式
な
研
究
協
力
協
定
を
締
結
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
互
い
に
相
手
の
胸
襟
を
開
か
せ
る
た
め
の
親
密
な
人
的
交
流

が
必
要
で
あ
る
。

後
述
す
る
よ
う
に
、
二
0
0
八
年
に
藏
学
研
究
中
心
で
開
催
さ
れ
た
国

際
チ
ベ
ッ
ト
学
会
へ
の
桂
の
出
席
を
端
緒
と
し
て
始
ま
っ
た
同
中
心
と
本

学
と
の
学
的
交
流
は
、
昨
年
中
に
実
現
し
た
同
{
示
教
研
究
所
長
ダ
ン
ド
ゥ

ル
教
授
及
ぴ
同
研
究
員
李
学
竹
博
士
の
本
学
招
聰
並
び
に
桂
・
若
原
両
名

の
同
中
心
訪
問
に
ょ
っ
て
確
実
な
も
の
と
な
っ
た
。
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
初
年



度
の
本
年
も
既
に
中
国
人
研
究
者
二
名
の
招
聰
と
桂
他
三
名
の
北
京
再
訪

が
決
定
し
て
い
る
が
、
二
年
目
と
な
る
来
年
度
は
こ
の
良
好
な
関
係
を
更

に
深
め
る
と
共
に
、
本
来
の
目
的
た
る
写
本
研
究
を
進
め
成
果
を
公
表
す

る
0

既
に
再
来
日
し
て
い
る
李
博
士
は
、
こ
れ
ま
で
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
で
し
か

研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
大
乗
経
典
・
論
書
の
梵
語
原
典
写
本
の
写
真
を

持
参
し
、
桂
・
若
原
・
藤
田
と
の
協
力
の
下
に
、
校
訂
・
出
版
す
る
。
具

体
的
に
は
、
残
り
の
研
究
期
間
内
に
、
少
な
く
と
も
二
種
の
新
し
い
梵
語

仏
典
写
本
の
校
訂
作
業
を
完
了
す
る
。

本
研
究
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
は
こ
の
二
年
を
以
て
完
結
す
る
も
の
で
は
な

く
、
今
後
も
李
博
士
を
始
め
と
す
る
中
国
人
若
手
研
究
者
が
毎
年
龍
谷
大

學
に
一
定
期
間
滞
在
し
て
貴
重
な
梵
語
仏
典
写
本
を
日
本
人
研
究
者
と
共

同
研
究
出
来
る
よ
う
長
期
的
体
制
を
確
立
し
、
斯
学
の
一
層
の
発
展
に
寄

与
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

主
た
る
研
究
目
的
で
あ
る
中
国
蔵
学
研
究
忠
と
本
学
と
の
人
的
交
流

を
更
に
推
進
す
る
。
本
年
度
は
十
月
末
に
桂
、
若
原
、
斉
藤
明
博
士
の
三

名
が
李
博
士
と
共
に
蔵
学
研
究
忠
を
訪
問
し
、
研
究
発
表
・
資
料
調
査

等
を
行
う
。
来
年
度
も
引
き
続
き
桂
・
若
原
両
名
に
他
の
研
究
者
を
加
え

て
同
中
心
訪
問
を
重
ね
交
流
の
実
を
挙
げ
る
。

李
博
士
は
龍
谷
大
學
沼
田
研
究
奨
学
金
の
交
付
を
得
て
既
に
本
年
九
月

よ
り
七
ケ
月
間
の
予
定
で
来
学
中
で
あ
り
、
藤
田
祥
道
博
士
と
の
共
同
研

究
に
ょ
り
、
蔵
学
中
心
所
蔵
の
『
五
百
頌
般
若
経
』
荒
文
写
本
の
校
訂
作

業
を
進
め
て
い
る
。
本
年
度
中
に
版
下
を
用
意
し
、
来
年
度
に
は
蔵
学
研

究
中
心
か
ら
公
刊
す
る
。
来
年
度
も
同
様
に
『
入
中
論
偶
頌
』
な
ど
新
た

な
写
本
を
李
博
士
が
持
参
し
、
李
博
士
が
準
備
し
た
写
本
の
翻
刻
を
藤
田

博
士
が
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
・
漢
訳
と
対
比
し
て
、
批
判
的
校
訂
本
を
作
成
す

る
0

上
記
の
結
果
は
、
桂
、
若
原
が
点
検
し
、
蔵
学
研
究
中
心
か
ら
出
版
可

能
な
状
態
に
す
る
。
写
本
の
種
別
に
応
じ
て
、
梵
語
仏
典
写
本
研
究
の
第

一
人
者
で
あ
る
仏
教
大
学
松
田
和
信
教
授
、
藏
学
研
究
中
心
と
の
共
同
研

究
に
ょ
る
写
本
校
訂
出
版
に
顕
著
な
業
績
を
あ
げ
ら
れ
た
人
文
情
報
学
研

究
所
主
席
研
究
員
苫
米
地
等
流
博
士
、
中
観
仏
教
研
究
の
権
威
で
あ
る
東

(
研
究
計
画
)

京
大
学
の
斉
藤
明
教
授
ネ
パ
ー
ル
写
本
を
中
心
と
し
て
梵
文
写
本
全
般

に
精
通
さ
れ
る
京
都
大
学
文
学
研
究
科
製
乏
勢
碑
ン
号
a
N
教
授
か
ら
助

言
し
て
頂
く
。

真
宗
学
三
業
惑
乱
関
連
書
籍
の
翻
刻
と
註
釈
(
二
年
次
)

主
任
・
殿
内
恒
研
究
員
六
名

(
研
究
の
目
的
)
江
戸
幕
府
は
宗
教
統
制
政
策
の
一
環
と
し
て
、
仏
教
諸
宗
派
の
学
問
を

奨
励
し
た
が
、
実
際
の
宗
学
研
鐙
は
、
研
究
教
授
機
関
の
整
備
、
修
学
体

系
の
制
度
化
、
さ
ら
に
は
印
刷
技
術
や
出
版
事
業
に
ょ
っ
て
可
能
と
な
っ

た
。
本
研
究
は
、
近
世
に
お
け
る
仏
教
研
究
と
出
版
事
業
と
の
関
わ
り
の

一
端
を
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
教
学
論
争
で
あ
る
三
業
惑
乱
を
手
が
か

り
に
窺
、
つ
も
の
で
あ
る
0

三
業
惑
乱
は
、
本
願
寺
派
第
六
代
能
化
功
存
(
一
七
二
O
S
一
七
九
六
)

が
著
し
た
「
願
生
帰
命
弁
』
(
一
七
六
四
刊
)
に
対
す
る
批
判
か
ら
始
ま

つ
た
と
言
え
る
。
や
が
て
天
明
年
間
に
な
る
と
、
大
麟
(
生
没
年
不
詳
)

や
宝
厳
(
生
没
年
不
詳
)
に
ょ
っ
て
批
判
書
が
出
さ
れ
、
以
後
十
数
年
に

わ
た
り
、
主
と
し
て
批
判
論
駁
書
の
刊
行
を
通
し
て
論
争
が
繰
り
広
げ
ら

れ
て
い
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
従
来
の
研
究
で
は
一
願
生
帰
命
弁
』
と
、
そ
の
論
駁

書
で
あ
る
大
瀛
(
一
七
五
九
S
 
一
八
0
四
)
の
一
横
超
直
道
金
剛
鉾
』

(
一
八
0
一
刊
)
の
み
に
研
究
が
集
中
し
、
『
横
超
直
道
金
剛
鉾
』
が
出
版

さ
れ
る
ま
で
の
論
争
書
の
ほ
と
ん
ど
は
、
和
綴
本
の
ま
ま
翻
刻
さ
れ
て
い

な
い
状
況
で
あ
る
。

本
計
画
は
、
『
横
超
直
道
金
剛
鉾
』
が
出
版
さ
れ
る
ま
で
の
論
争
書
か

ら
代
表
的
な
も
の
を
翻
刻
し
、
併
せ
て
註
釈
的
研
究
を
行
い
、
そ
れ
ら
を

公
開
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
研
究
の
一
環
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

三
業
惑
乱
に
関
連
す
る
第
一
次
資
料
群
を
広
く
公
開
し
、
研
究
の
一
助
と

す
る
こ
と
が
本
研
究
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
の
第
一
次
目
標
で
あ
り
、
従
来
の
研

究
で
等
閑
に
付
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
、
論
争
に
関
す
る
害
籍
群
の
内
容
研

究
を
行
う
こ
と
が
第
二
次
目
標
で
あ
る
。

こ
の
研
究
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
二
0
0
八
年
度
に
一
年
間
の
期

限
で
共
同
研
究
を
行
い
、
二
0
0
九
年
度
に
殿
内
恒
・
井
上
善
幸
が
そ
れ

ぞ
れ
個
人
研
究
を
行
っ
た
。
二
0
-
0
年
度
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究

2

CC

゛

.

6

(C
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(
研
究
計
画
)

に
ょ
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
成
果
を
基
盤
と
し
つ
つ
、
よ
り
包
括
的
な
研
究
へ

と
進
展
さ
せ
る
べ
く
新
た
に
共
同
研
究
を
始
め
て
お
り
、
二
0
 
三
年
度

も
そ
の
継
続
を
申
請
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
遂
行
し
て
い
る
研
究
と
、
今
後
予
定
さ
れ
る
研
究
計
画
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

二
0
0
八
年
度
共
同
研
究
一
「
近
世
仏
教
に
お
け
る
教
学
論
争
と
書
籍
の

刊
行
1
三
業
惑
乱
を
中
心
に
1
」

・
『
願
生
帰
命
弁
』
の
翻
刻
な
ら
び
に
註
釈
的
研
究

・
『
願
生
帰
命
弁
』
へ
の
第
一
次
批
判
書
の
翻
刻
な
ら
ぴ
に
註
釈
的
研

究

二
0
0
九
年
度
個
人
研
究
一
殿
内
恒
「
三
業
惑
乱
関
連
書
籍
の
翻
刻
と
注

釈
」

・
『
願
生
帰
命
弁
』
翻
刻
デ
】
タ
に
基
づ
く
本
文
・
註
釈
作
成

・
第
一
次
批
判
書
翻
刻
デ
ー
タ
の
作
成
、
本
文
・
註
釈
の
検
討

・
学
林
側
か
ら
の
第
一
次
批
判
書
へ
の
論
駁
書
の
調
査
・
収
集

二
0
0
九
年
度
個
人
研
究
一
井
上
善
幸
「
大
瀛
『
浄
土
真
宗
金
剛
鉾
』

と
『
横
超
直
道
金
剛
鉾
』
の
対
照
翻
刻
」

・
「
金
剛
鉾
』
諸
本
の
収
集

・
『
浄
土
真
宗
金
剛
鉾
』
の
本
文
デ
ー
タ
の
入
力
及
び
校
正

・
『
横
超
直
道
金
剛
鉾
』
の
本
文
デ
ー
タ
の
入
力
及
び
校
正

・
『
浄
士
真
宗
金
剛
錬
』
か
ら
『
横
超
直
道
金
剛
鉾
』
に
至
る
諸
本
の

比
較
検
討

二
0
-
0
年
度
共
同
研
究
一
「
三
業
惑
乱
関
連
書
籍
の
翻
刻
と
註
釈
」

・
第
二
次
批
判
書
群
の
調
査
・
収
集
翻
刻
な
ら
び
に
註
釈
的
研
究

・
第
二
次
批
判
書
群
に
対
す
る
学
林
側
の
論
駁
書
の
調
査
・
収
集

二
0
 
三
年
度
共
同
研
究
一
「
三
業
惑
乱
関
連
書
籍
の
翻
刻
と
註
釈
」

傘
筵・

第
二
次
批
判
書
群
に
対
す
る
学
林
側
の
論
駁
書
の
翻
刻
な
ら
び
に
註

釈
的
研
究

・
論
争
に
関
す
る
諸
文
献
の
内
容
研
究
に
向
け
た
基
盤
形
成
研
究

教
育
学
悩
み
に
対
す
る
宗
教
的
・
心
理
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
関
す
る
研
究
(
一
年
次
)

主
任
・
吉
川
悟
研
究
員
一
 
0
名

.

、
(

(
研
究
の
目
的
)
人
間
は
悩
み
を
持
つ
動
物
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
悩
み
を
解
決
す
る

こ
と
で
精
神
的
に
進
化
し
て
き
た
と
い
ぇ
る
。
そ
の
人
間
の
持
つ
悩
み
は

大
き
く
分
け
て
二
種
類
あ
る
。
一
つ
は
宗
教
的
な
悩
み
で
あ
り
、
も
う
一

つ
は
心
理
的
な
悩
み
で
あ
る
。
こ
の
宗
教
的
な
悩
み
は
、
仏
教
で
い
う
四

苦
八
苦
す
な
わ
ち
生
苦
、
老
苦
、
病
苦
、
死
苦
、
愛
別
雜
苦
、
怨
憎
会
苦

求
不
得
苦
、
五
蓮
盛
苦
な
ど
で
あ
り
、
特
に
死
に
対
す
る
悩
み
が
中
心
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
心
理
的
な
悩
み
は
、
日
常
生
活
に
お
け
る
個
々
の

悩
み
で
あ
り
、
こ
の
世
を
如
何
に
生
き
て
い
く
の
か
が
中
心
と
な
る
0

ま
た
従
来
の
日
本
で
は
、
人
々
の
悩
み
に
つ
い
て
の
解
決
方
法
と
し
て
、

各
々
の
檀
家
寺
の
住
職
に
相
談
す
る
と
い
う
伝
統
が
あ
っ
た
。
し
か
し
近

年
、
社
会
が
近
代
化
さ
れ
、
そ
の
構
造
が
複
雑
に
な
る
に
従
い
、
人
々
の

悩
み
も
多
様
化
し
、
単
な
る
人
間
性
や
経
験
だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
な
く

な
っ
て
き
た
。
こ
の
た
め
、
人
々
の
悩
み
に
対
応
す
る
に
は
、
一
定
の
知

識
と
技
術
が
要
求
さ
れ
、
今
日
、
多
種
多
様
な
臨
床
心
理
学
的
ア
プ
ロ
ー

チ
(
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
)
と
い
う
概
念
が
で
き
あ
が
り
発
展
し
た
。

そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
生
死
を
中
心
と
し
た
宗
教
的
な
悩
み
に
対
す
る

ア
プ
ロ
ー
チ
(
関
り
)
と
日
常
生
活
を
忠
と
し
た
、
心
理
的
悩
み
に
対
す

る
ア
プ
ロ
】
チ
の
接
点
お
よ
び
相
違
点
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
宗

教
活
動
と
悩
み
の
相
談
活
動
の
統
合
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

(
研
究
計
画
)
<
初
年
度
>

宗
教
的
悩
み
と
心
理
学
的
悩
み
の
研
究

人
と
し
て
生
れ
た
こ
と
に
ょ
り
、
全
人
類
共
通
の
課
題
で
あ
り
誰
し
も

が
も
つ
生
死
の
問
題
を
宗
教
的
悩
み
の
中
心
と
考
え
、
そ
の
悩
み
に
対
す

る
解
決
方
法
の
あ
り
方
を
、
仏
教
特
に
浄
士
真
宗
の
教
義
の
観
点
か
ら
分

析
す
る
。
ま
た
、
日
常
生
活
に
起
因
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
人
に
ょ
っ
て
異
な

る
心
理
的
な
悩
み
に
対
す
る
解
決
方
法
の
あ
り
方
を
、
非
指
示
的
療
法
の

観
点
か
ら
分
析
す
る
。

<
次
年
度
>

宗
教
的
悩
み
の
解
決
過
程
と
心
理
学
的
悩
み
の
解
決
過
程
を
、
具
体
的

な
事
例
を
と
お
し
検
証
し
、
そ
の
接
点
と
相
違
点
に
つ
い
て
考
察
を
加
え

る
。

4
 
仏
教
史
学
晴
代
に
お
け
る
造
塔
・
造
像
銘
文
の
調
査
・
研
究
二
年
次
)

3
、

7

Aus der schule det sarV互StiV互dins. rext, obetsetzun召', Anmetkun召'en und
Indたes.[unpublished habilitation thesis].

SHT 需 Sanskrithandschri1Ξ'en aus den Tur1号n五lnden. Tei1 1-4, wiesbaden; Tei1 5-10,

Stutt名art: Franz steiner,1965-2008.

SIMSON, Geor名Von

Pt互訂hlok紹Satta der saN巨StiVえ'dms. Tei11ι' Kiitische rextauS召'abe, obetsetzun今,2000

Wor訂hdex.(sanskrittexte aus den Turfanfunden,×1). Gδttin名en: vandenhoeck

δι Ruprecht.
W丘LE, Klaus

Survey of the sanskrit manuscripts in the Turfan c0Ⅱection. Lecture held at the2005

Conference P1召'it証isierung der chmesiゞchen, tibetischen, sytbchen und sansktit-

Texte derBerlmer Tur1をnsammlung,June 2,2005, Berlin. see

http://WWW.bbaw.de/bbaw/Forschung/Forschungsprojekte/turfanforschung/de/
IDPBerlin.

C C

<平成二二年度登録図書一覧>

08νRYU/26 仏教とカウンセリング/友久久雄編

414.6/KOY/高野山壇上伽藍整備事業(中門再建事

業)に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

/高野町教育委員会,元興寺文化財研

究所編

0Ⅱ2/GAN/金剛寺の版木:財大和文化財保存会援

助事業による/元興寺文化財研究所

[編][正篇]

俄羅斯國立艾爾米塔什博物館藏黒水城023/1161/101

藝術品/俄羅斯國立艾爾米塔什博物

館,西北民族大學,上海古籍出版社編

纂

081/KON/104 「痛みの情報処理過程における鉞鎮痛

の作用機序上多チャンネル脳波計に

よる責任部位の同定

081/KON/105 バルク敏感光電子分光による 1次元構

造を持つホーランダイト型バナジウム

酸化物に見られる金属絶縁体転移の起

源解明

488.2/OKA/八色の姓と古代氏族/岡森福彦著

208/ STM/25 Crossfire : shingon・Tendai strife as

Seen in tw'o twe出h・cen加ry pole111ics,

With special references to their

backgound in Ta11g china / Jinhua

Chen

208/ STM/26 The theory of karman in the

Abhidharmasamuccaya / Achim

Bayer

()

-22 -

◇研究所収書目録◇

422.m4/ TON /11

422.035/ TO K /15

0112/ GAN /

敦煌吐魯番研究第Ⅱ卷/香港中華文

化促進中心等合辧

唐研究第15卷/榮新江主編

金剛寺の版木:財大和文化財保存会援

助事業によるノ元興寺文化財研究所

[編]摺写物篇

智山の真言:常用経典における真言の

解説

List of publications received /

[1nternational c011ege for Advanced

Budd11ist S加価es Libraryl no.12

敦煌學國際聯絡委員會通訊 2008=

Newsletter of lnternational Liaison

Committee for Dunhuang studies /

都春文主編;周尚兵副主編

高野山麓の六斎念仏/紀伊山地の霊場

と参詣道関連地域伝統文化伝承事業実

行委員会編集

君牡翊谷弓却却/[肝国斗司包

田委ヱ祖曽〒企剰]1

晋牡翊秀弓却初/[人1国斗可翹

田雪ヱ祖包〒全弔]2

雪牡翊君弓引却/[人1国叫卦剖

凪委ヱ祖包〒全迴]3

雪牡翊君弓却創/[肝国斗司翹

処委ヱ祖就〒企剰]4

雪牡翊谷弓却却/[人1国斗卦剖

田雪ヱ祖包〒企項]5

妥牡翊秀弓司利/[凡国叫司翹

266.8/ C H I /15

0173/ 1 NT /12

4222/ KAK /

574/ K 1 1 /

241/ HA C /1

24ν HAC /2

24ν HAC /3

24ν HAC /4

241/ HAC /5

24ν HAC /6



主
任
・
佐
藤

(
研
究
の
目
的
)

智
水
研
究
員
七
名

本
研
究
は
、
三
百
年
に
わ
た
る
分
裂
状
況
を
統
一
し
た
隣
王
朝
が
、
南

北
に
分
か
れ
て
展
開
し
た
南
北
朝
仏
教
を
統
合
す
る
と
共
に
新
た
な
展
開

を
み
せ
る
そ
の
あ
り
さ
ま
を
、
文
献
資
料
に
加
え
て
、
造
寺
・
造
塔
・
造

像
銘
文
の
収
集
整
理
に
ょ
っ
て
、
晴
代
仏
教
の
研
究
を
一
歩
進
め
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
0

南
北
朝
S
晴
と
い
う
時
代
は
、
仏
教
が
中
国
全
士
に
広
ま
っ
て
、
寺
院

の
ほ
か
石
仏
・
石
塔
や
石
窟
が
無
数
に
造
ら
れ
(
唐
の
法
琳
『
弁
正
論
』

に
ょ
れ
ば
晴
後
期
ま
で
に
百
五
十
万
体
以
上
と
い
、
つ
)
、
そ
れ
ら
に
刻
ま

れ
た
銘
文
史
料
は
飛
躍
的
に
豊
富
と
な
る
時
代
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
銘
文

史
料
は
、
地
域
状
況
と
密
接
に
か
か
わ
る
仏
教
の
あ
り
方
、
そ
し
て
人
間

関
係
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
情
報
の
流
れ
・
支
配
構
造
な
ど
地
域
に
展
開
す

る
社
会
像
を
模
索
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
本
研
究
の
基

本
的
視
座
で
あ
る
。

ま
た
、
晴
代
は
遣
晴
使
を
通
し
て
我
が
国
と
の
関
係
が
緊
密
化
す
る
時

代
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
も
中
国
に
展
開
し
た
仏
教
と
日
本
仏
教
と
の
関

係
を
知
る
手
掛
か
り
と
も
な
り
、
つ
る
も
の
で
あ
る
。

到
達
目
標
は
、
陪
代
に
お
け
る
造
寺
・
造
塔
・
造
像
銘
文
の
目
録
作
成
、

及
び
新
史
料
に
基
づ
く
考
察
で
あ
る
。

初
年
度
は
、
主
と
し
て
旧
北
斉
領
域
に
あ
た
る
河
北
省
・
山
東
省
・
山

西
省
・
河
南
省
地
域
の
現
地
調
査
を
行
い
、
未
紹
介
の
石
窟
や
遺
跡
、
仏

教
文
物
の
史
料
を
収
集
す
る
。

ま
た
、
従
来
紹
介
さ
れ
て
い
る
遺
跡
・
文
物
の
所
在
確
認
と
写
真
撮

影
・
移
録
・
拓
本
収
集
を
行
う
。

次
年
度
は
、
主
と
し
て
旧
北
周
領
域
に
あ
た
る
峽
西
省
・
甘
粛
省
・
四

川
省
地
域
の
現
地
調
査
を
行
い
、
未
紹
介
の
石
窟
や
遺
跡
、
仏
教
文
物
の

史
料
を
収
集
す
る
。

(
研
究
計
画
)

C1

常
設
研
究

真
宗
学
現
代
社
会
と
浄
土
真
宗
倉
一
年
次
)

主
任
・
林
智
康
研
究
員
二
二
名

(
研
究
の
目
的
)
混
迷
す
る
現
代
社
会
に
お
い
て
、
浄
士
真
宗
の
教
え
は
ど
の
よ
う
に
対

、

応
で
き
る
の
か
、
ま
た
、
苦
悩
す
る
現
代
の
人
々
を
真
宗
の
教
学
者
は
、

い
か
に
教
え
導
く
こ
と
が
出
来
る
の
か
。
浄
士
真
宗
の
教
え
の
伝
統
を
踏

ま
え
て
、
現
代
社
会
の
諸
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
各
専
門
の
領
域

の
分
野
か
ら
の
研
究
を
進
め
、
現
代
教
学
の
樹
立
を
試
み
た
い
。

現
代
社
会
の
諸
問
題
と
し
て
具
体
的
に
は
、
生
命
・
環
境
・
人
権
・
家

族
・
倫
理
・
科
学
・
平
和
・
諸
宗
教
等
、
様
々
な
内
容
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
諸
問
題
は
、
現
代
社
会
を
生
き
る
人
間
に
と
っ
て
、
直
接
・
問

接
と
も
に
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
避
け
て
通
れ
な
い
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
各
研
究
員
の
専
門
分
野
か
ら
問
題
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
、

研
究
を
進
め
て
い
く
。

平
成
二
十
一
年
度
四
月
に
、
大
学
院
に
お
い
て
従
来
の
文
学
研
究
科
真

宗
学
専
攻
に
加
え
て
、
実
践
真
宗
学
研
究
科
実
践
真
宗
学
専
攻
が
開
設
さ

れ
た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
真
宗
学
科
に
所
属
す
る
専
任
教
員
・
特
任
教
員

と
、
実
践
真
宗
学
研
究
科
に
所
属
す
る
教
員
が
、
直
接
的
あ
る
い
は
間
接

的
に
連
携
し
、
相
互
に
協
力
し
て
、
研
究
の
成
果
を
教
育
に
還
元
す
べ
く

プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
を
遂
行
し
て
い
く
0

そ
れ
ら
の
研
究
成
果
を
統
合
し
、
現
代
社
会
が
抱
え
る
様
々
な
問
題
に

対
し
て
、
真
宗
の
立
場
か
ら
提
言
を
な
す
こ
と
が
最
終
的
な
到
達
目
標
で

あ
る
。研

究
員
の
専
門
分
野
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
研
究
員
が
、
そ
れ
ぞ

れ
関
心
の
あ
る
問
題
を
忠
に
研
究
テ
ー
マ
を
決
め
、
研
究
会
を
定
期
的

に
開
催
す
る
こ
と
で
、
相
互
に
研
究
内
容
を
深
め
て
い
く
。

・
浄
士
教
理
史
一
川
添
泰
信
・
殿
内
恒
・
井
上
善
幸
・
高
田
文
英
・
井
上

見
淳

・
真
宗
教
義
学
一
内
藤
知
康
・
那
須
英
勝
・
杉
岡
孝
紀
・
武
田
晋
・
玉
木

興
慈

・
真
宗
教
学
史
一
林
智
康
・
龍
溪
章
雄
・
藤
能
成
・
岩
田
真
美

・
真
宗
伝
道
学
一
深
川
宣
暢
・
デ
ニ
ス
ヒ
ロ
タ
・
嵩
満
也
・
鍋
島
直
樹
・

清
岡
隆
文
・
田
畑
正
久
・
吾
勝
常
行
・
葛
野
洋
明

初
年
度
(
二
0
0
九
年
度
)
は
、
基
礎
的
研
究
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の

研
究
成
果
・
資
料
を
網
羅
的
に
収
集
し
、
先
行
研
究
を
批
判
的
に
考
察
す

る
。
具
体
的
に
は
、
研
究
員
個
々
の
専
門
領
域
(
時
代
・
分
野
)
に
お
け

(
研
究
計
画
)

CC

゛

.
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(C

241/ HAC /フ

241/ HAC 侶

241/ HAC /9

里碧ヱ祖曽〒生里]6

宥牡瑚谷弓司創/[人1国斗卦翹

目委ヱ祖督〒全剰]フ

妥牡翊谷祖却司/[人1國叫可翹

田雪ヱ祖里〒企項]8

晋牡翊谷弓引却/[人1国斗卦翹

里善ヱ翌里〒全剰]9

雪牡瑚谷弓駅却/[人1国叫司翹

田委ヱ祖包〒全項]10

雪牡翊君弓却却/[肝訓叫卦剖

田善ヱ祖曽〒全項]Ⅱ

宥牡翊君弓司却/[人}国斗卦翹

田委ヱ祖包〒企追]12

晋牡翊君弓却利/[人}司叫目翹

里雪ヱ祖翹〒企項]13

暑牡翊弓弓司却/[人1国叫卦翹

田弄ヱ祖包〒企項]14

雪牡翊祉弓司利/[人1司叫司翹

凹雪ヱ祖包〒企雫]15

法華経関係雑誌論文データベース:立

正大学法華経文化研究所蒐集/[立正

大学法華経文化研究所制作]1900年

・1%9年

山西通志,184卷/(清)王軒等纂修

第1朋:序言目録

山西通志,184卷/(清)王軒等纂修

第2冊:巻1至巻3

山西通志,184卷/(清)王軒等纂修

第3冊:巻4至巻8

山西通志,184卷/(清)王軒等纂修

第4冊:巻9至巻13

山西通志,184卷/(清)王軒等纂修

第5朋:巻14至巻22

山西通志,184卷/(清)王軒等纂修

第6朋:巻23至巻30

山西通志,184卷/(清)王軒等纂修

第7朋:巻31至巻39

山西通志,184卷/(清)王軒等纂修

第8珊:巻40至巻49

山西通志,184卷/(清)王軒等纂修

第9冊:巻50至巻57

山西通志,184卷/(清)王軒等纂修

第10朋:巻58至巻69

山西通志,184卷/(清)王軒等纂修

第11朋:巻70至巻80

山西通志,184卷/(清)王軒等纂修

第12冊:巻81至巻88

山西通志,184卷/(清)王軒等纂修

第13朋:巻89至巻 100

山西通志,184卷/(清)王軒等纂修

第 14冊:巻 101至巻 107

241/ HA C /10

241/ HA C /11

241/ HA C /12

241/ HAC /13

241/ HAC /14

24V HAC /15

4222/SAN/15

023.476/15/

4222/SAN/16

C22/SAN/17

山西通志,184卷/(清)王軒等纂修

第 15冊:巻 108至巻 115

山西通志,184卷/(清)王軒等纂修

第 16冊:巻 116至巻 125

山西通志,184卷/(清)王軒等纂修

第 17冊:巻 126至巻 135

山西通志,184卷/(清)王軒等纂修

第18冊:巻136至巻IC

山西通志,184卷/(清)王軒等纂修

第 19冊:巻 143至巻 152

山西通志,184卷/(清)王軒等纂修

第20朋:巻 153至巻 161

山西通志,184卷/(清)王軒等纂修

第21冊:巻 162至巻 173

山西通志,184卷/(清)王軒等纂修

第22冊:巻174至巻184

軍事援護の世界:軍隊と地域社会/郡

司淳著

今、ここに生きる仏教/大谷光真,上

田紀行著

誰も書かなかった親鸞:「伝絵の真実」

/同朋大学仏教文化研究所編

西本願寺御影堂「平成の大修復」全記

録:一九九九、二00九/講談社編

発達障害とその周辺の子どもたち:発

達促進の基礎知識/尾崎洋一郎,尾崎

誠子著;草野和子イラスト

現代語訳妙法蓮華経/藤井教公訳

暴力・いじめと教育/山口治著

発達障害の教育相談:理解深化への手

ぴき/久我利孝著

通じ合うことの心理臨床:保育・教育

のための臨床コミュニケーション論/

肥後功一著

旧石器時代の地域編年的研究/安斎正

人,佐藤宏之編

ことばを生きる力に:心身障害学級・

養護学校詩文集第1集/江口季好編

知的障害者の青年期への自立をめざし

て/江口季好編

コミュニケーション障害の心理/大石

益男編著

子どものりハビリテーション/石田三

郎著

志士の行方:斎藤壬生雄の生涯/丑木

幸男著

学童疎開/内藤幾次著

理想の村を求めて:地方改良の世界/

郡司美枝著

日本の朝鮮・韓国人/樋口雄一著

青年の世紀/多仁照廣著

C22/SAN/1

4222/SAN/18

C22/SAN/2

C22/SAN/19

4222/SAN/3

4222/SAN/20

C22/SAN/4

4222/SAN/21

C22/SAN/5

4222/SAN/22

4222/SAN/6

410.08ΦOS/フ

4222/SAN/フ

1052/OTA/'

C22/SAN/8

196.1ΦOH/

4222/SAN/9

712.61/KOD/

4222/SAN/10

567/OZA/

4222/SAN/11

2413/FUJ/

5579NAM/

567/KUG/

4222/SAN/12

4222/SAN/13

560.14/田G/

4222/SAN/14

410.1/ANZ/

567疋GU/

567.4促GU/

567/0IS/

6969ASIV

410.08/DOS/1

410.08/DOS/2

410.08/DOS/3

410.08/DOS/4

410.08ΦOS/5

-21 -



360253/ENC/4

410.08のOS/6

410.08ΦOS侶

410.08ΦOS/9

410.08ΦOS/10

410.08ΦOS/12

410.08ΦOS/13

一訓導の学童疎開日誌/岡本喬著

東京府立中学/岡田孝一著

近代日本の戦争と詩人/阿部猛著

近代知識人の西洋と日本:森口多里の

世界/秋山真一著

貴族院/内藤一成著

日本の植民地支配と朝鮮農民/樋口雄

一著

呼びかけと目覚め:名号: Grundwort

/安田理深著;相應学舎編

親鸞における主体の問題:信心:

Glaube/安田理深著;相應学舎編

仏教の人間像:仏弟子:

M印Schuchkeit/安田理深著;相應学

舎編

存在の故郷:浄士: Heimat/安田理

深著;相應学舎編

親鸞の宗教改革:共同体:

Gemeinschft/安田理深著;相應学舎

編

親鸞における時の問題:歴史:

Zeiuichkeit/安田理深著;相應学舎

編

日本仏教史における「仏」と「神」の

間/赤松徹眞編

The formation of the lslamic world,

Sixth to eleven血 Centuries / edited

by chase F. Robinson

The western lS1飢lic world, eleven血

to eighteenth centuries / edited by

Maribel Fierro

The eastern lslamic world, eleventh

to eighteenth centuries / edited by

Da珂d o. Morg即 a11d Anthony Reid

Islalnic cU1加res a11d sodeties t0 血e

end of the eighteenth century /

edited by RobertlNm

The lslamic world in the age of

Western dominance / edited by

Fra11Cis Robinson

Muslhns a11d modernity : culture a11d

Society since 1800 / edited by Robert

W. He丘ler

New religions and spiritualities /

edited by stephen H如t

Religions of the world : a

Comprehensive encyclopedia of beⅡefs

飢d praC廿Ces v.1 / J. Gordon Melton,

Martin Baumann, editors ; world

religious statistics [byl Todd M.

Johnson ;introduction {byl Donald

<

1502/YAS/1

1502/YAS/2

C

1502NAS/3

3602m、1T/1

3602m、JT/2

1502NAS/4
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1502NAS/5

360.3爪EL/2

■'

1502/YAS/6

Wiebe

Religions of the world : a

Comprehensive encyclopedia of beⅡefs

and practices v.2 / J. Gordon Melton,

Martin Baumann, editors ; world

religious statistics [by] Todd M.

Johnson ; introduction [by] Donald

Wiebe

ReHgions of the world : a

Comprehensive encydopedia of beⅡefs

即d pracdces v.3 / J. Gordon Melton,

Martin Baumann, editors ; world

religious statistics [byl Todd M.

Johnson ; introduction lby] Donald

Wiebe

ReHgions of the world : a

Comprehensive encyclopedia of beⅡefs

and pracuces v.4 / J. Gordon Melton,

Martin Baumann, editors ; world,

religious statistics 【byl Todd M.

Johnson ;introduction [byl Donald

Wiebe

ReHgions of the world : a

Comprehensive encydopedia of beliefs

and praC廿Ces v.5 / J. Gordon Melton,

Martin Baumann, editors ; world

religious statistics {by] Todd M.

Johnson ; introduction [by] Donald

Wiebe

ReHgions of the world : a

Comprehensive encydopedia of beⅡefs

and pracuces v.6 / J. Gordon Melton,

Martin Baumann, editors ; world

religious statistics [byl Todd M.

Johnson ; introduction lby] Donald

Wiebe

Encydopedia ofreⅡgion in AmeHca v.

V charles H. Lippy, peter w

W逓alns, editors

Encydopedia of reⅡgion in America v.

2/ charles H. Lippy, peter w.

W辿alns, editors

Encydopedia of reⅡgion in AmeHca v.

3/ charles H.しゆPy, peter w.

W逓alns, editors

Encydopedia ofreⅡgion in Amedca v

4/ charles H.しゆPy, peter w

W逓alns, editors

Judaism / Emny Tai也

Corlfuda11ism 飢d Taoism / Ra11da11 L.

Nadeau

081爪YU/21

427n、JEW/1

3603/REL/3

-9-

C/

427九、1EW/2

<

427n、JEW'/3

3603爪EL/4

C7n、JEW/4

427A、JEW/5

3603爪EL/5

427丸、1EW/6

360.8n,正/1

3603爪EL/1

3603爪EL/6

360253/ENC/3

360253/ENC/1

360253疋NC/2

る
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
今
後
の
課
題
を
明
確
に
す
る
。

次
年
度
(
二
0
 
-
 
0
年
度
)
は
、
引
き
続
き
研
究
成
果
・
資
料
の
収
集

を
継
続
し
つ
つ
、
前
年
度
ま
で
の
成
果
を
基
礎
と
し
て
、
過
年
度
ま
で
の

真
宗
学
科
常
設
研
究
「
真
宗
伝
道
学
の
研
究
」
「
教
理
史
に
お
け
る
実
践

学
の
研
究
」
「
浄
土
教
に
お
け
る
救
済
思
想
の
展
開
」
の
成
果
を
援
用
し
、

各
部
門
の
研
究
グ
ル
ー
プ
に
於
い
て
発
表
を
お
こ
な
う
こ
と
を
通
し
て
、

研
究
員
相
互
が
問
題
意
識
を
共
有
し
、
現
代
社
会
の
か
か
え
る
諸
問
題
を

包
み
な
が
ら
、
浄
土
教
に
お
け
る
救
済
思
想
の
意
義
を
研
究
す
る
。

最
終
年
度
(
二
0
三
年
度
)
は
、
各
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
研
究
談
話
会

の
継
続
と
と
も
に
、
印
度
学
佛
教
学
会
で
の
パ
ネ
ル
発
表
・
各
種
学
会
で

の
研
究
発
表
・
論
文
執
筆
を
行
い
、
研
究
成
果
を
ま
と
め
る
。
ま
た
、
資

料
収
集
の
整
理
を
行
う
。

仏
教
学
唯
識
思
想
の
研
究
(
三
年
次
)

主
任
・
芳
村
博
実
研
究
員
二
八
名

(
研
究
の
目
的
)
唯
賢
想
は
、
中
観
思
想
と
並
ん
で
イ
ン
ド
大
乗
仏
教
の
根
幹
を
成
す

思
想
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
真
諦
や
玄
奘
に
ょ
っ
て
中
国
の
地
に
紹
介
さ
れ
、

玄
奘
の
弟
子
窺
基
に
ょ
っ
て
法
相
宗
と
し
て
確
立
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
道

昭
ら
の
入
唐
僧
に
ょ
っ
て
日
本
に
伝
え
ら
れ
、
南
都
六
宗
の
一
つ
と
し
て

法
相
唯
識
の
思
想
は
興
福
寺
を
中
心
に
隆
盛
を
極
め
た
。

本
研
究
の
最
終
的
な
目
的
は
、
イ
ン
ド
に
発
し
、
中
国
を
経
て
、
日
本

に
伝
わ
っ
た
唯
識
思
想
を
歴
史
的
・
総
合
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ

る
。
期
間
内
の
具
体
的
な
到
達
目
標
は
、
「
研
究
計
画
・
方
法
」
の
項
で

述
べ
る
よ
う
に
、
既
に
進
行
中
の
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
の
文
献
学
的
研
究

に
ょ
っ
て
イ
ン
ド
に
お
け
る
初
期
唯
識
思
想
の
本
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
と
並
行
し
て
、
中
期
お
よ
ぴ
後
期
の
イ
ン
ド
唯

識
思
想
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
者
が
独
自
の
研
究
を
進
め
て

行
く
。
中
国
唯
識
思
想
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
長
谷
川
岳
史
が
担
当
す

る
。
日
本
唯
識
思
想
に
つ
い
て
は
、
楠
淳
證
が
現
在
進
行
中
の
研
究
を
続

行
す
る
。
ま
た
、
本
研
究
組
織
に
加
わ
っ
た
、
中
国
・
日
本
唯
識
研
究
者

ザ
イ
レ
・
フ
ロ
リ
ア
ン
氏
、
新
羅
唯
識
研
九
九
者
ジ
ョ
ン
・
ビ
ョ
ン
ジ
オ
氏

ら
に
期
待
し
て
い
る
。

具
体
的
な
成
果
と
し
て
は
、
既
に
昨
年
七
月
に
『
大
乗
荘
厳
経
塾
巴
第

2
、

一
章
な
ら
び
に
第
九
章
の
翻
訳
研
究
(
能
仁
正
顕
編
=
大
乗
荘
厳
経
論
」

第
1
章
の
和
訳
と
注
解
1
大
乗
の
確
立
1
一
丙
藤
昭
文
一
「
大
乗
荘
厳

経
論
」
「
菩
提
品
」
の
講
読
1
和
訳
と
註
解
1
』
)
を
出
版
し
た
が
、
来
年

度
も
第
十
七
章
の
翻
訳
研
究
の
公
表
に
向
け
、
現
在
の
校
正
作
業
を
続
行

す
る
。
ま
た
、
最
終
章
等
の
重
要
章
の
翻
訳
研
究
を
完
成
さ
せ
る
。
さ
ら

『
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
一
に
研
究
参
加
者
が
学
術
論
文
を
寄
稿
す

こ

(
研
究
計
画
)

る
0

一
大
乗
荘
厳
経
論
』
の
翻
訳
研
究
は
、
学
期
中
の
毎
週
木
曜
夕
方
に
三

時
間
程
度
大
宮
学
舎
に
て
行
っ
て
い
る
。
参
加
メ
ン
バ
ー
は
、
研
究
組
織

を
構
成
す
る
芳
村
博
実
、
桂
紹
隆
若
原
雄
昭
、
能
仁
正
顕
、
岡
本
健
資

の
ほ
か
、
荒
牧
典
俊
教
授
(
京
都
大
学
名
誉
教
授
・
本
学
非
常
勤
講
師
)
、

早
島
理
教
授
(
滋
賀
医
科
大
学
)
、
加
納
和
雄
助
教
(
高
野
山
大
学
)
、
さ

ら
に
、
本
学
非
常
勤
講
師
で
あ
る
内
藤
昭
文
、
乗
山
悟
、
那
須
良
彦
、
元

非
常
勤
講
師
で
あ
る
藤
田
祥
道
の
諸
氏
が
常
時
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、

毛
利
俊
英
(
筑
紫
女
学
園
大
学
非
常
勤
講
師
)
、
大
西
薫
(
関
西
大
学
非

常
勤
講
師
)
、
岩
本
明
美
(
南
山
宗
教
文
化
研
究
所
非
常
勤
研
究
員
)
、
五

島
清
隆
(
仏
教
大
学
・
同
志
社
大
学
非
常
勤
講
師
)
、
神
子
上
惠
生
(
本

学
名
誉
教
授
)
、
那
須
円
照
(
本
学
元
非
常
勤
講
師
)
な
ど
が
随
時
参
加

し
て
い
る
。
来
年
度
も
、
こ
れ
ら
諸
氏
に
は
研
究
協
力
者
と
し
て
本
プ
ロ

ジ
エ
ク
ト
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
あ
る
。

翻
訳
研
究
は
、
来
年
度
も
、
故
長
尾
雅
人
先
生
が
遺
さ
れ
た
一
大
乗
荘

厳
経
塾
睡
の
研
究
ノ
ー
ト
を
出
発
点
と
し
、
荒
牧
教
授
が
独
自
に
提
案
し

た
翻
訳
を
全
参
加
者
が
検
討
し
、
毎
回
最
も
適
切
と
思
わ
れ
る
翻
訳
を
作

成
す
る
。
同
時
に
、
主
と
し
て
若
原
と
藤
田
が
常
に
諸
写
本
と
の
照
△
口
を

行
い
、
テ
キ
ス
ト
校
訂
を
行
う
。
具
体
的
研
究
内
六
合
に
関
し
て
は
、
初
期

唯
識
思
想
の
本
質
と
言
い
得
る
「
大
悲
」
を
説
く
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
第

十
七
章
の
翻
訳
研
究
の
出
版
に
向
け
た
校
正
作
業
な
ら
び
に
、
同
テ
キ
ス

ト
の
集
大
成
で
あ
る
最
終
章
の
翻
訳
研
究
を
行
う
。
こ
れ
と
平
行
し
て
、

芳
村
博
実
、
桂
紹
隆
、
長
谷
川
岳
史
楠
淳
證
は
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
ン
ド
中

期
唯
識
思
想
、
イ
ン
ド
後
期
唯
識
思
想
中
国
唯
識
思
想
日
本
唯
識
思

想
の
研
究
を
独
自
に
続
行
す
る
。
以
上
の
研
究
の
成
果
は
、
『
仏
教
文
化

研
究
所
紀
要
』
・
『
仏
教
学
研
究
』
・
「
龍
谷
大
学
論
集
』
等
の
各
種
学
会
誌



に
各
自
が
発
表
し
て
い
く
。
ま
た
、
芳
村
博
実
は
、
研
究
代
表
者
と
し
て

常
に
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
全
体
の
進
捗
状
況
を
点
検
し
、
研
究
談
話
会
を
開
催

し
研
究
成
果
を
公
開
す
る
。

仏
教
史
学
親
鸞
像
の
歴
史
的
変
遷
に
関
す
る
研
究
(
一
年
次
)

主
任
・
赤
松
徹
眞
研
究
員
三
名

(
研
究
の
目
的
)
本
研
究
は
、
親
鸞
像
の
歴
史
的
変
遷
を
文
献
・
図
像
・
木
像
な
ど
の
史

料
を
精
緻
に
分
析
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
、
そ
の
変
遷
の
な
か
に
親
鸞
像
の

社
会
的
定
着
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
と
り
わ
け
、
中
世

で
の
親
鸞
の
実
像
を
起
点
に
、
そ
の
後
の
親
鸞
像
は
同
時
に
教
団
形
成
と

関
わ
っ
て
親
鸞
像
が
描
か
れ
、
記
録
さ
れ
、
語
ら
れ
、
社
会
的
に
定
着
し

て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
教
団
形
成
に
関
わ
っ
て
形
成
さ
れ
た
親
鸞
像

は
、
近
代
以
降
の
歴
史
観
の
多
様
性
に
と
も
な
っ
て
、
教
団
が
形
成
し
て

き
た
親
鸞
像
と
は
相
違
す
る
親
鸞
像
が
描
か
れ
、
論
じ
ら
れ
て
き
た
。

そ
の
よ
う
な
動
向
の
な
か
で
、
本
研
究
は
、
親
鸞
像
の
歴
史
的
変
遷
を

文
献
・
図
像
・
木
像
な
ど
の
検
討
か
ら
、
歴
史
的
過
程
・
背
景
と
と
も
に

親
鸞
像
の
歴
史
的
変
遷
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
親
鸞
像
の
宗
教

的
立
場
と
歴
史
社
会
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
知
見
を
提
起
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

初
年
度
は
、
長
年
培
わ
れ
た
親
鸞
像
を
整
理
す
る
た
め
、
必
要
な
史
料

を
広
く
収
集
し
、
文
献
・
図
像
・
木
像
な
ど
の
研
究
史
を
分
析
・
検
討
す

る
0

二
年
度
は
、
親
鸞
像
の
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
研
究
史
の

分
析
・
検
討
を
加
え
る
。

三
年
度
は
、
親
鸞
像
の
歴
史
的
変
遷
を
整
理
し
て
、
本
研
究
目
的
を
達

成
す
る
。

本
研
究
は
、
親
鸞
像
の
実
像
を
起
点
に
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

(
研
究
計
画
)

し
た
が
っ
て
、
十
三
世
紀
前
後
の
歴
史
社
会
お
よ
ぴ
親
鸞
を
取
り
巻
く
仏

教
的
環
境
を
踏
ま
え
て
、
専
修
念
仏
に
帰
依
し
て
生
涯
を
歩
ん
だ
親
鸞
の

実
像
を
明
確
に
す
る
。
そ
の
実
像
を
起
点
に
親
鸞
像
の
歴
史
的
変
遷
を
分

析
す
る
に
は
、
諸
本
が
あ
る
「
親
鸞
伝
絵
』
の
親
鸞
像
を
分
析
・
検
討
す

る
こ
と
を
は
じ
め
、
「
鏡
御
影
」
な
ど
の
影
像
や
木
像
な
ど
の
検
討
が
欠

か
せ
な
い
。
そ
の
後
の
教
団
形
成
の
な
か
で
、
一
定
の
親
鸞
像
が
形
成
さ

3
、

C
れ
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
研
究
を
推
進
す
る
に
は
、
文
献
・
記
録
・

図
像
な
ど
の
収
集
に
ょ
る
親
鸞
像
の
整
理
が
必
要
と
な
る
た
め
、
組
織
的

な
研
究
の
取
り
組
み
が
欠
か
せ
な
い
と
考
え
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
親
鸞
像

に
は
、
親
鸞
の
宗
教
的
立
場
と
社
会
と
の
関
係
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

つ
た
の
か
と
い
う
方
法
意
識
を
も
っ
て
整
理
す
る
。

さ
ら
に
、
近
代
の
歴
史
社
会
は
、
歴
史
像
の
多
様
性
を
生
み
だ
し
、
教

団
の
描
い
た
親
鸞
像
を
相
対
化
す
る
親
鸞
像
が
語
ら
れ
、
記
録
さ
れ
た
が
、

そ
れ
ら
は
多
様
な
親
鸞
像
を
生
み
出
す
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
文
献
・
記

録
な
ど
の
収
集
整
理
・
検
討
が
必
要
と
な
る
。

本
研
究
に
文
献
・
図
像
・
木
像
な
ど
の
整
理
が
欠
か
せ
な
い
た
め
、
史

料
調
査
を
ふ
く
め
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

特
別
指
定
研
究

大
谷
探
検
隊
将
来
資
料
の
総
合
的
研
究

主
任
・
入
澤
崇
研
究
員
五
九
名

(
研
究
の
目
的
計
画
本
研
究
は
大
谷
探
検
隊
が
中
央
ア
ジ
ア
で
収
集
し
た
資
料
の
全
容
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
半
世
紀
の
歴
史
を
有
す
る
本
研
究
会

が
か
つ
て
出
版
し
た
『
西
域
文
化
研
究
一
全
六
巻
は
わ
が
国
に
お
け
る
西

域
研
究
の
基
盤
を
作
り
上
げ
た
ば
か
り
か
、
国
際
的
に
も
評
価
の
高
い
、

ま
さ
に
西
域
学
の
一
大
金
字
塔
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
の
内
外
に
お

け
る
西
域
学
の
進
展
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
、
『
西
域
文
化
研
究
』

は
そ
ろ
そ
ろ
過
去
の
も
の
と
な
り
つ
つ
ぁ
る
。
そ
こ
で
本
研
究
会
は
長
期

計
画
全
0
 
一
一
年
度
S
二
9
三
年
度
)
の
到
達
目
標
と
し
て
、
近
年

の
研
究
成
果
を
盛
り
込
ん
だ
新
た
な
る
『
西
域
文
化
研
九
九
』
の
刊
行
を
掲

げ
る
。
そ
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
、
以
下
の
四
つ
の
班
を
編
成
し
準

備
に
あ
た
る
。

①
大
谷
探
検
隊
将
来
文
字
資
料
の
調
査
研
究
(
代
表
三
一
ハ
合
真
澄
)

本
研
究
会
の
伝
統
で
あ
る
写
本
研
究
を
継
続
し
て
行
い
、
「
ト
ル
フ

ア
ン
写
本
」
「
敦
煌
写
本
」
の
研
究
を
主
に
な
す
。
二
0
0
二
年
よ
り

旅
順
博
物
館
と
の
共
同
研
究
が
開
始
さ
れ
、
旅
順
博
物
館
所
蔵
の
大
谷

探
検
隊
将
来
資
料
の
調
査
研
究
が
本
格
化
し
て
き
た
。
同
館
所
蔵
の
二

六
0
0
0
点
に
も
及
ぶ
漢
文
仏
典
写
本
の
同
定
作
業
は
日
中
双
方
で
遂

、

CC
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行
さ
れ
た
。

二
0
 
三
年
度
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
同
館
所
蔵
の
非
漢
字
資
料
の

調
査
研
究
に
あ
た
る
。

②
西
域
仏
教
美
術
の
調
査
研
究
(
代
表
言
治
昭
)

大
谷
探
検
隊
が
収
集
し
た
美
術
資
料
の
研
究
を
主
と
し
つ
つ
、
西
域

仏
教
美
術
の
総
合
的
研
究
を
目
指
す
。
大
谷
探
検
隊
が
も
た
ら
し
た
美

術
資
料
は
主
に
東
京
国
立
博
物
館
と
韓
国
中
央
国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ

れ
て
い
る
が
、
中
国
の
旅
順
博
物
館
に
も
第
一
次
大
谷
探
検
隊
が
収
集

し
た
イ
ン
ド
・
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
彫
刻
及
び
西
域
の
壁
画
が
所
蔵
さ
れ
て

お
り
、
二
0
 
三
年
度
は
そ
れ
ら
の
資
料
を
研
究
対
象
と
す
る
。

③
モ
ン
ゴ
ル
仏
教
寺
院
址
の
調
査
研
究
(
代
ぎ
村
岡
倫
)

第
二
次
大
谷
探
検
隊
の
行
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
調
査
の
検
証
を
な
す
。
第

二
次
大
谷
探
検
谷
に
ょ
る
モ
ン
ゴ
ル
調
査
は
モ
ン
ゴ
ル
研
究
の
先
駆
を

な
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
検
証
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
近

年
、
大
谷
大
学
の
チ
ー
ム
(
代
表
一
松
川
節
)
が
現
地
調
査
を
敢
行
し
、

研
究
の
先
鞭
を
つ
け
た
。
大
谷
大
学
と
も
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
二
0

三
年
度
は
第
二
次
大
谷
探
検
隊
の
エ
ル
デ
ニ
ゾ
ー
寺
院
の
調
査
を
検

証
し
て
い
く
0

④
西
域
仏
教
遺
跡
と
大
谷
探
検
隊
の
調
査
研
究
(
代
表
一
入
澤
崇
)

大
谷
探
検
隊
が
目
指
し
た
仏
教
の
広
が
り
を
探
求
す
る
精
神
を
継
承

し
、
西
域
仏
教
遺
跡
の
総
合
的
研
究
を
な
す
。
同
時
に
、
近
代
史
に
お

け
る
大
谷
探
検
隊
及
び
大
谷
光
瑞
の
意
義
を
深
く
探
っ
て
い
く
。
二
0

一
一
年
度
は
イ
ル
ハ
ン
朝
下
の
仏
教
の
動
向
を
探
る
べ
く
ト
ル
コ
東
部

ア
フ
ラ
ツ
ト
周
辺
の
遺
跡
調
査
及
び
門
主
辞
任
後
の
大
谷
光
瑞
が
ト

ル
コ
に
お
い
て
産
業
を
育
成
し
よ
う
と
し
た
ト
ル
コ
支
援
の
実
態
を
検

証
し
て
い
く
。

大
正
新
脩
大
蔵
経
の
学
術
用
語
に
関
す
る
研
究

主
任
・
淺
田
正
博
研
究
員
一
七
名

(
研
究
の
目
的
計
哩
本
研
究
を
推
進
す
る
大
蔵
経
学
術
用
語
研
究
会
の
目
的
は
、
大
正
新
脩

大
蔵
経
を
中
心
と
す
る
漢
文
仏
典
中
の
重
要
語
を
抽
出
・
整
理
し
、
分

析
・
研
究
を
加
え
る
こ
と
に
あ
る
。
漢
文
仏
典
中
の
重
要
語
と
は
「
仏
教

要
語
」
と
ほ
ぼ
同
義
で
あ
る
が
、
本
研
究
会
で
は
、
辞
書
的
説
明
に
依
存

ぐ
、

ぐ
、

2
、

・
(

せ
ず
、
文
献
そ
の
も
の
か
ら
そ
の
要
語
の
意
味
を
抽
出
し
、
使
用
法
等
を

分
析
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
、
そ
の
要
語
の
意
味
す
る
内
容
が
地
域
や
時
代

に
応
じ
て
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
た
ど
っ
た
の
か
研
究
す
る
。
二
0
 
二
年

度
も
前
年
度
に
引
き
続
き
、
二
種
類
の
テ
ー
マ
を
求
め
て
そ
れ
を
追
求
し

た
い
。
そ
の
一
は
、
二
0
0
九
年
よ
り
進
め
て
い
る
戒
律
関
係
用
語
の
研

究
で
、
『
戒
律
事
典
』
(
仮
称
)
の
出
版
を
目
指
し
た
い
。
そ
し
て
他
の
一

つ
は
二
0
-
0
年
よ
り
開
始
し
た
「
仏
教
に
お
け
る
生
死
観
に
関
す
る
学

術
用
語
の
研
究
」
で
あ
る
。

第
一
の
戒
律
関
係
用
語
の
研
究
で
は
、
こ
こ
数
年
、
本
研
究
会
の
主
た

る
事
業
で
あ
っ
た
『
戒
律
事
典
』
の
出
版
事
業
を
進
め
て
い
く
。
今
現
在
、

士
橋
先
生
の
原
稿
を
整
理
し
終
え
、
出
典
の
調
査
や
意
味
内
容
の
検
討
な

ど
の
修
正
・
加
筆
を
加
え
て
い
る
。
二
0
 
三
年
度
は
、
前
年
度
と
同
様

に
、
月
に
一
度
の
研
究
会
を
設
け
、
各
研
究
員
が
十
項
目
ほ
ど
修
正
と
加

筆
を
加
え
て
き
た
も
の
を
全
体
で
討
議
し
て
い
き
、
『
戒
律
事
典
』
の
準

備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

第
二
の
「
仏
教
に
お
け
る
生
死
観
に
関
す
る
学
術
用
語
の
研
九
九
」
で
は
、

戒
律
事
典
出
版
後
の
研
究
の
基
礎
的
準
備
で
あ
る
。
こ
れ
は
現
在
社
会
問

題
と
も
な
っ
て
い
る
「
自
殺
」
や
「
安
楽
死
」
な
ど
の
問
題
を
含
め
た

「
生
死
」
に
関
す
る
仏
教
用
語
に
焦
点
を
あ
て
て
考
察
し
、
経
典
の
原
意

と
註
疏
類
の
解
釈
を
求
め
る
中
に
お
い
て
こ
の
「
生
死
」
の
問
題
を
仏
教

は
如
何
に
理
解
す
る
か
を
種
々
に
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
研
究
の

進
め
方
と
し
て
は
、
本
研
究
会
の
構
成
員
を
中
心
と
し
、
特
に
漢
文
仏
教

要
語
に
関
心
を
持
つ
研
究
者
や
院
生
を
加
え
た
研
究
会
を
、
月
一
回
程
度

開
催
し
、
テ
ー
マ
で
あ
る
「
仏
教
に
お
け
る
生
死
観
に
関
す
る
学
術
用
語

の
研
究
」
に
関
す
る
発
表
を
行
う
(
公
開
可
)
。
手
法
と
し
て
は
、
原
則

と
し
て
、
経
典
の
原
意
・
註
釈
書
の
解
釈
を
並
記
し
、
そ
の
他
の
特
徴
的

な
要
素
も
加
え
な
が
ら
発
表
を
行
い
、
参
加
者
同
士
の
議
論
を
通
し
て
、

さ
ら
に
洗
練
さ
れ
た
内
容
に
し
て
い
く
。
年
次
研
究
に
お
い
て
「
生
死
」

の
要
語
に
関
す
る
研
究
成
果
に
つ
い
て
は
、
『
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
』

に
発
表
し
た
い
。
こ
の
作
業
を
継
続
的
に
行
う
こ
と
に
ょ
り
、
い
ず
れ
は

「
仏
教
に
お
け
る
生
死
観
の
研
究
」
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
も
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
漢
文
仏
典
や
仏
教
要
語
に
関
す
る
テ
ー
マ
で
「
仏
教
文
化
セ
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3
、

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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仏
教
文
化
研
究
所
規
程

昭
和
三
六
年

昭
和
三
六
年

昭
和
六
三
年
一

平
成

年

四

平
成

年

六

六

平
成
三
年
工

平
成
三
一
年
九

平
成
一
四
年
五

平
成
一
五
年
五

平
成
一
九
年
七

宜1

個
人
研
究

古
代
倭
国
王
の
宗
教
的
葛
藤
に
つ
い
て
の
研
究

平
林
章
仁

(
研
究
の
目
的
)
六
世
紀
前
葉
に
百
済
国
王
か
ら
倭
国
に
仏
教
が
変
さ
れ
た
際
、
倭
国
王

は
そ
の
信
仰
の
受
容
を
め
ぐ
り
、
臣
下
に
諮
問
し
て
自
ら
決
す
る
こ
と
は

出
来
な
か
っ
た
と
『
日
本
書
紀
』
は
伝
え
て
い
る
。
結
果
、
強
硬
な
反
対

意
見
に
従
っ
て
、
倭
国
王
は
そ
の
雲
合
を
拒
ん
だ
と
い
う
。
そ
う
し
た
状

況
は
ほ
ぼ
一
世
紀
近
く
も
存
続
し
、
倭
国
王
の
仏
教
信
仰
受
容
に
は
長
い

時
間
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
誤
解
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
仏
教

は
百
済
・
倭
国
の
国
家
間
交
渉
の
一
環
と
し
て
わ
が
国
に
寳
さ
れ
、
国
家

と
し
て
は
受
容
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

、

C

第
一
章
総

則

第
一
条
こ
の
規
程
は
、
龍
谷
大
学
学
則
第
七
0
条
に
定

め
る
仏
教
文
化
研
究
所
(
以
下
「
仏
文
研
」
と
い
う
。
)

に
つ
い
て
、
そ
の
組
織
及
ぴ
運
営
等
必
要
な
事
項
を

定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
二
条
仏
文
研
は
、
龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
内
に
置
く
。

第
三
条
仏
文
研
は
、
仏
教
文
化
及
ぴ
そ
の
関
連
領
域
に

関
す
る
総
合
的
学
術
研
究
並
び
に
国
際
的
研
究
交
流

を
行
い
、
も
つ
て
学
術
研
究
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

第
四
条
仏
文
研
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に

次
の
事
業
を
行
う
。

仏
教
文
化
及
ぴ
そ
の
関
連
領
域
に
関
す
る
研
究
・

1

調
査

2
 
研
究
・
調
査
に
必
要
な
図
書
・
資
料
及
ぴ
情
報
の

収
集
、
管
理

紀
要
叢
書
、
所
報
等
研
究
成
果
の
刊
行

研
究
会
、
公
開
講
座
講
演
会
等
の
開
催

4

国
内
外
の
大
学
及
ぴ
研
究
機
関
と
の
研
究
交
流

5

そ
の
他
前
条
の
目
的
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
な

事
業第

二
章
運
営
会
議

第
五
条
仏
文
研
に
、
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
審
議
・
決

定
す
る
た
め
、
仏
教
文
化
研
究
所
運
営
会
議
(
以
下

「
運
営
会
議
」
と
い
う
J
 
を
置
く
。

ニ
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
は
、
運
営
会
議
に
お
い
て

決
定
す
る
。

事
業
計
画
に
関
す
る
こ
と
。

研
究
所
予
算
に
関
す
る
こ
と
。

指
定
研
究
、
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
研
究
の
設
置
・
廃
止

に
関
す
る
こ
と
。

4
 
研
究
員
及
び
委
託
研
究
員
の
受
入
れ
に
関
す
る
こ

と

そ
の
他
仏
文
研
に
お
け
る
重
要
な
事
項

第
六
条
運
営
会
議
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
で
構

成
す
る
。

一
日

月

一
日

月
二
月
一
日

月
一
六
日

月
九
日

月
二
五
日

月
二
七
日

月
一
六
日

月
一
五
日

月
五
日

C
所
長
及
ぴ
副
所
長

文
学
部
教
授
会
が
選
任
す
る
者

短
期
大
学
部
教
授
会
が
選
任
す
る
者

学
長
が
指
名
す
る
老

専
任
研
究
員

研
究
部
事
務
部
長

ニ
、
前
号
第
二
号
、
第
三
号
、
第
四
号
及
び
第
五
号
に
ょ

る
者
の
任
期
は
、
一
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
再
任
を

妨
げ
な
い
。

第
七
条
運
営
会
議
は
、
所
長
が
必
要
と
認
め
る
都
度
招

集
し
、
所
長
は
会
議
の
議
長
と
な
る
。

第
八
条
運
営
会
議
は
、
構
成
員
の
過
半
数
の
出
席
に
ょ

り
成
立
し
、
議
事
は
出
席
者
の
過
半
数
の
同
意
に
ょ

り
決
定
す
る
。

第
三
章
組
織

第
九
条
仏
文
研
に
研
究
調
査
部
及
ぴ
素
部
を
設
け
る
。

ニ
、
研
究
調
査
部
は
、
第
四
条
に
規
定
す
る
事
業
の
う
ち

研
究
及
ぴ
調
査
並
ぴ
に
各
指
定
研
究
及
び
各
プ
ロ

、

ジ
エ
ク
ト
研
究
の
推
進
・
調
整
に
関
す
る
事
業
を
分

担
す
る
。

三
、
事
業
部
は
、
第
四
条
に
規
定
す
る
事
業
の
う
ち
、
資

料
の
収
集
・
整
理
及
び
研
究
成
果
の
公
刊
並
ぴ
に
研

究
交
流
等
に
関
す
る
事
業
を
分
担
す
る
。

第
一
0
条
仏
文
研
に
、
特
定
の
課
題
を
研
究
す
る
指
定

研
究
を
置
く
。

第
二
条
仏
文
研
に
、
常
設
研
究
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
・
特

別
指
定
研
究
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
及
ぴ
時
限
研
究
プ
ロ
ジ

エ
ク
ト
を
置
く
0

ニ
、
常
設
研
究
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

真
宗
学
研
究
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト

仏
教
学
研
究
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト

仏
教
史
学
研
究
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト

三
、
特
別
指
定
研
究
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
は
、
次
の
と
お
り
と

す
る
。西

域
文
化
研
究
会

仏
典
翻
訳
研
究
会

大
蔵
経
学
術
用
語
研
究
会

四
時
限
研
究
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
は
、
必
要
の
都
度
設
置
す

る
。

第
一
一
系
仏
文
研
に
設
置
す
る
指
定
研
究
及
び
プ
ロ
ジ

エ
ク
ト
研
究
は
、
研
究
の
活
性
化
・
高
度
化
を
推
進

す
る
た
め
に
運
営
会
議
が
必
要
と
認
め
る
場
合
「
付

属
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
呼
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ニ
、
付
属
研
究
セ
ン
タ
ー
の
運
営
等
に
つ
い
て
は
別
途
に

定
め
る
。第

四
章
職
員
組
織

第
一
三
条
仏
文
研
に
、
所
長
及
ぴ
副
所
長
各
一
名
を
置

ナ
名

一
名

若
干
名

第
二
0
条
客
員
研
究
員
は
、
学
外
の
研
究
者
で
そ
の
身

分
の
ま
ま
一
定
期
間
仏
文
研
に
所
属
し
て
、
研
究
・

調
査
活
動
に
従
事
す
る
者
を
い
う
。

ニ
、
客
員
研
究
員
は
、
所
長
が
候
補
者
を
推
薦
し
、
運
営

会
議
の
承
認
を
経
て
、
学
長
が
委
嘱
す
る
。

第
二
条
嘱
託
研
究
員
は
、
前
三
条
に
規
定
す
る
以
外

の
者
で
仏
文
研
の
活
動
に
参
加
す
る
者
を
い
う
。

ニ
、
嘱
託
研
究
員
の
任
用
は
、
前
条
第
二
項
の
規
程
を
準

用
す
る
。

第
二
二
条
仏
文
研
は
、
受
託
研
究
員
を
受
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
。

ニ
、
受
託
研
究
員
の
受
入
れ
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
。

第
六
章
補

則

第
二
三
条
仏
文
研
に
、
仏
文
研
の
事
務
を
処
理
す
る
た

め
仏
文
研
事
務
室
を
置
く
。

ニ
、
仏
文
研
事
務
室
に
、
必
要
な
事
務
職
員
を
置
く
。

第
二
四
条
こ
の
規
程
の
改
正
又
は
廃
止
は
、
運
営
会
議

の
発
議
に
ょ
り
大
学
評
議
会
に
お
い
て
決
定
す
る
。

一
、
こ
の
規
程
は
、
昭
和
六
三
年
三
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

ニ
、
こ
の
規
程
の
施
行
に
伴
い
、
従
前
の
仏
教
文
化
研
究

所
規
程
(
昭
和
六
三
年
四
月
一
日
施
行
)
は
、
廃
止

す
る
。

三
、
こ
の
規
程
施
行
当
初
の
所
長
は
、
第
二
条
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
従
前
の
規
定
に
ょ
る
所
長
が
あ
た
る

も
の
と
し
、
運
営
会
議
は
、
第
六
条
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
従
前
の
規
定
に
ょ
る
協
議
委
員
を
以
て
構
成

す
る
も
の
と
す
る
。

則
(
平
成
四
年
一
月
一
六
日
題
名
、
第
一
条
改
正

こ
の
規
程
は
、
平
成
四
年
一
月
一
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

(
平
成
六
年
六
月
九
日
第
六
条
改
正

則

こ
の
規
程
は
、
平
成
六
年
六
月
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

則
(
平
成
三
年
三
月
二
五
日
第
二
条
改
正

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
亙
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(
抄
)
(
平
成
工
二
年
九
月
二
七
日
第
六
条
改

則

一
、
こ
の
規
程
は
、
平
成
工
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
0

(
平
成
一
四
年
五
月
一
六
日
第
六
条
改
正

則

こ
の
規
程
は
、
平
成
一
四
年
四
月
一
日
か
ら
葹
行
す
る
。

(
平
成
一
五
年
五
月
一
五
日
第
一
五
条
改
正

則

一
、
こ
の
規
程
は
、
平
成
一
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

ニ
、
こ
の
規
程
の
施
行
に
伴
い
、
現
に
、
仏
教
文
化
研
究

所
事
務
室
事
務
長
に
あ
る
者
は
、
こ
の
規
程
に
ょ
る

課
長
と
み
な
す
。

(
平
成
一
九
年
七
月
五
日
第
一
一
条
新
設
、
第

則
三
一
条
以
下
繰
下
、
第
一
六
条
改
正

こ
の
規
程
は
、
平
成
一
九
年
七
月
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

ニ
、
所
長
は
、
仏
文
研
の
業
務
を
統
括
し
、
仏
文
研
を
代

表
す
る
。

三
、
副
所
長
は
、
所
長
を
補
佐
し
、
所
長
事
故
あ
る
時
は

そ
の
職
務
を
代
理
す
る

0

四
所
長
及
び
副
所
長
は
、
運
営
会
議
の
推
薦
す
る
者
に

対
し
て
、
学
長
が
任
命
す
る
。

五
所
長
及
ぴ
副
所
長
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。
た
だ

し
再
任
を
妨
げ
な
い
。

第
一
四
条
第
九
条
に
定
め
る
部
に
、
主
任
一
名
を
置
く
。

ニ
、
主
任
は
、
各
部
の
業
務
を
調
整
処
理
す
る
。

三
、
主
任
は
、
本
学
(
短
期
大
学
部
を
含
む
。
以
下
、
同

じ
。
)
の
専
任
教
育
職
員
の
内
か
ら
、
運
営
会
議
に
お

い
て
選
任
す
る
。

第
一
五
条
第
三
条
に
定
め
る
研
究
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
主
査
一
名
を
置
く
。

ニ
、
主
査
は
、
当
該
研
究
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
を
主
宰
し
、
そ

の
活
動
を
調
整
推
進
す
る
。

三
、
主
査
は
、
本
学
専
任
教
育
職
員
の
内
か
ら
、
運
営
会

議
に
お
い
て
選
任
す
る
。

第
一
六
条
運
営
会
議
の
決
定
事
項
の
執
行
及
び
委
任
事

項
の
処
理
並
ぴ
に
日
常
業
務
の
連
絡
・
調
整
を
図
る

た
め
、
所
長
の
も
と
に
常
任
委
員
会
を
置
く
。

ニ
、
常
任
委
員
会
は
、
次
の
各
号
の
者
で
構
成
す
る
。

所
長
及
ぴ
副
所
長

一
四
条
に
定
め
る
主
任

運
営
会
議
が
選
任
す
る
者
若
干
名

仏
文
研
課
長

⑭
三
、
常
任
委
員
会
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
主
査
を
加
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

第
五
章
研
究
員

第
一
七
条
仏
文
研
に
、
次
に
掲
げ
る
研
究
員
を
置
く
。

専
任
研
究
員

兼
任
研
究
員

2

客
員
研
究
員

嘱
託
研
究
員

第
一
八
条
専
任
研
究
員
は
、
仏
文
研
に
所
属
す
る
専
任

教
育
職
員
で
、
専
ら
研
究
・
調
査
に
従
事
す
る
者
を

V
、
つ

ニ
、
専
任
研
究
員
の
任
用
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
。

第
一
九
条
兼
任
研
究
員
は
仏
文
研
の
活
動
に
参
加
す

る
本
学
の
専
任
教
職
員
を
い
う
。

ニ
、
兼
任
研
究
員
は
、
所
長
が
候
補
者
を
推
薦
し
、
学
長

が
委
嘱
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
候
補
者
が
専
任
教
育

職
員
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
候
補
者
の
所
属
す
る
教

授
会
の
承
認
を
得
る
も
の
と
す
る
。

三
、
専
任
教
職
員
は
所
長
に
対
し
て
、
兼
任
研
究
貝
と
な

る
こ
と
を
願
出
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

四
兼
任
研
究
員
の
任
期
は
、
一
年
間
又
は
二
年
間
と
す

る
。

た
だ
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

CC

一

一制設設
部
改
正定立立
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3
.
図
害
費
に
つ
い
て

4
.
仏
教
文
化
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て

十
月
二
十
日
(
木
)
午
後
六
時
三
十
分
S
午

後
八
時

第
六
回
研
究
談
話
会
(
赤
松
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
本
館
二
階
会
議
室

講
題
覚
如
の
親
鸞
像

講
師
斎
藤
信
行
氏
(
本
学
非
常
勤
講
包

十
月
二
十
六
日
(
水
)
午
後
十
二
時
三
十
分

第
六
回
運
営
会
議
開
催

ー
.
第
十
回
仏
教
文
化
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て

2
.
二
0
三
蛋
専
任
研
究
員
に
つ
い
て

3
.
二
0
 
三
年
度
出
版
助
成
(
善
本
叢

書
・
研
究
叢
害
)
の
予
算
案
に
つ
い
て

4
.
仏
教
文
化
研
究
所
規
程
の
改
正
に
つ
い

て
5
.
二
0
 
三
年
度
研
究
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
採

用
審
査
に
つ
い
て

十
一
月
二
十
四
日
(
木
)
午
後
四
時
四
十
五

分
S
午
後
六
時
十
五
分

第
十
回
仏
教
文
化
セ
ミ
ナ
ー

会
場
大
宮
学
舎
西
饗
大
会
議
室

講
題
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
中
世
貴
重
歌

書
五
点
の
特
長
と
問
題
点

講
師
大
取
一
馬
氏
(
本
学
文
学
部
教
授
)

十
二
月
五
日
(
月
)
午
前
十
時
四
十
五
分
S

午
後
十
二
時
三
十
分

第
七
十
七
回
仏
教
文
化
講
演
会

会
場
ア
バ
ン
テ
ィ
響
都
ホ
ー
ル

講
題
日
本
人
の
死
生
観
と
超
越

講
師
力
ー
ル
・
ベ
ッ
カ
ー
氏
(
京
都
大

学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー

教
遥

十
二
月
九
日
(
金
)
午
後
四
時
S
午
後
六
時

第
七
回
研
究
談
話
会
(
桂
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
清
風
館
二
階
二
0
五
情

報
実
習
室

講
題
龍
谷
大
学
に
お
け
る
梵
語
仏
典
写

本
研
究
の
現
状

講
師
桂
紹
隆
氏
(
本
学
文
学
部
教
授
)

講
師
藤
田
祥
道
氏
(
本
学
客
員
研
究
旦

講
師
李
学
竹
氏
(
本
学
客
員
研
究
旦

十
二
月
九
日
(
金
)
午
後
三
時
S
午
後
五
時

第
八
回
研
究
談
話
会
(
ビ
ロ
タ
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
本
館
一
階
応
接
室

講
題
無
量
寿
経
と
如
来
会

講
師
大
田
利
生
氏
(
本
学
名
誉
教
授
)

十
二
月
十
五
日
(
木
)
午
後
五
時
S
午
後
六

時第
九
回
研
究
談
話
会
(
吉
川
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
西
饗
別
館
五
階
カ
ン
フ

ア
レ
ン
ス
ル
ー
ム

講
題
仏
教
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
理
論

と
実
践
1
仏
の
教
え
と
心
の
癒
し

友
久
久
雄
氏
(
本
学
文
学
部
教
授
)

赤
田
太
郎
氏
(
本
学
短
期
大
学
部

講
師
)

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
六
日
発
行

龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所

修

代
表
者
中

川

〒
六
0
0
ー
ハ
ニ
六
八

京
都
市
下
京
区
七
条
通
大
宮
東
入

大
工
町
一
一
孟
1
一

電
話
0
七
五
錫
三
三
三
(
代
)

内
線
5
4
0
0

す
な
わ
ち
、
倭
国
王
が
仏
教
信
仰
の
受
容
を
拒
否
し
た
の
は
、
倭
国
王

と
倭
国
王
権
に
原
因
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
前
は
こ
れ
を
執
政

官
氏
族
の
権
力
闘
争
や
神
祗
対
仏
教
と
い
う
視
点
か
ら
解
さ
れ
て
き
た

が
、
倭
国
王
と
倭
国
王
権
の
本
質
を
探
ら
な
け
れ
ぱ
そ
の
こ
と
の
真
の
姿

は
見
え
て
こ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
視
点
に
基
づ
き
、
本
研
究
で
は
、
仏
教
信
仰
の
受
容
を
拒
否

し
た
倭
国
王
と
そ
の
王
権
の
特
質
を
解
明
す
る
こ
と
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
仏

教
公
伝
を
め
ぐ
る
歴
史
情
況
に
つ
い
て
新
た
な
解
釈
を
試
み
て
み
た
い
。

研
究
史
の
整
理
を
進
め
る
と
と
も
に
、
と
く
に
仏
教
公
伝
以
前
の
倭
国

王
と
倭
国
王
権
の
特
質
、
そ
れ
ら
に
お
け
る
宗
教
的
要
素
の
在
り
様
に
つ

い
て
考
察
を
進
め
る
。

そ
れ
に
ょ
っ
て
、
倭
国
に
お
け
る
国
家
形
成
上
の
宗
教
の
働
き
、
倭
国

王
が
仏
教
信
仰
を
拒
否
し
た
事
憤
さ
ら
に
は
倭
国
王
の
仏
教
信
仰
受
容

の
歴
史
的
意
義
な
ど
が
明
ら
か
に
な
る
と
考
え
る
。

(
研
究
計
画
)

◇
平
成
二
十
三
年
度
兼
任
・
客
員
研
究
員
<
新
規
>
◇
(
順
不
同
)

平
田
班

上
野
大
輔
(
本
学
非
常
勤
講
師
)

大
取
班

内
田
美
由
紀
(
今
宮
工
科
高
校
教
諭
)

吉
田
唯
(
大
阪
大
谷
大
学
非
常
勤
講
師
)

加
美
甲
多
(
同
志
社
女
子
高
校
非
常
勤
講
師

斎
藤
美
津
子
(
元
京
都
市
役
所
嘱
託
)

桂
班

デ
ィ
ワ
カ
ル
ア
ー
チ
ャ
ー
ル
ヤ
(
京
都
大
学

文
学
研
究
科
准
教
授
)

ド
ラ
ム
ド
ゥ
ル
(
中
国
蔵
学
研
究
中
心
副
所
長
)

吉
川
班

吉
川
悟
(
本
学
文
学
部
教
授
)

友
久
久
雄
(
本
学
文
学
部
教
授
)

倉
本
尚
徳
(
本
学
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
セ
ン
タ

1
P
D
)

栗
三
直
隆
(
光
明
寺
住
職
・
富
山
県
日
中
友

好
協
会
副
会
長
)

西
村
信
也
(
西
法
寺
住
職
)

藤
井
麻
由
子
倉
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
旦

林
班

井
上
見
淳
(
本
学
文
学
部
講
師
)

岩
田
真
美
(
本
学
文
学
部
講
師
)

芳
村
班

長
谷
川
岳
史
(
本
学
経
営
学
部
准
教
授
)

後
藤
康
夫
(
本
学
非
常
勤
講
師
)

新
倉
和
文
天
阪
桐
陰
中
学
高
等
学
校
客
員

教
諭
)

林
徳
立
企
眼
短
期
大
学
非
常
勤
講
師
)

赤
松
班

中
西
直
樹
(
本
学
文
学
部
准
教
授
)

斎
藤
信
行
(
本
学
非
常
勤
講
師
)

入
澤
班

山
本
孝
子
(
京
都
大
学
非
常
勤
講
師
)

王
振
芬
(
旅
順
博
物
館
副
館
邑

荻
原
裕
敏
(
中
国
人
民
大
学
国
学
院
西
域
語

言
歴
史
研
究
所
講
師

那
須
良
彦
(
本
学
非
常
勤
講
師
)

房
学
恵
(
旅
順
博
物
館
副
館
長
)

淺
田
班

亀
山
隆
彦
(
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
生

鍵
和
田
聖
子
(
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
生

日
種
信
隆
(
興
隆
学
林
講
師
・
本
学
大
学
院

修
士
課
程
修
了
)

ヒ
ロ
タ
班

溪
英
俊
(
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
生

林
智
康

滋
野
井
一
博

吾
勝
常
行

赤
田
太
郎

小
正
浩
徳

1
)

児
玉
龍
治

李
光
溶

伊
東
秀
章

講
師
)

佐
藤
班

佐
藤
智
水

市
川
良
文

北
村
一
仁

(
本
学
文
学
部
教
遥

(
本
学
文
学
部
教
授
)

(
本
学
文
学
部
教
授
)

(
本
学
短
期
大
学
部
講
師
)

(
臨
床
心
理
相
談
室
カ
ウ
ン
セ
ラ

冨
異
=
 
n
m
芽
m
ゆ
§
旦
一
ず
巴
一
建
(
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
大
学
教
授
)

個
人
研
究

平
林
章
仁
(
本
学
文
学
部
教
授
)

付
属
研
究
セ
ン
タ
ー

児
玉
龍
治
(
本
学
文
学
部
准
教
遥

伊
東
秀
章
(
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究

生
・
非
常
勤
講
師
)

二
0
二
年
度
龍
谷
大
学
沼
田
奨
学
金
研
究
奨

学
金
受
給
者
及
び
外
国
人
客
員
研
究
員

氏
名
ロ
ナ
ル
ド
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
ソ
ン

氏
(
ア
メ
リ
カ
フ
エ
ア
フ
ィ
ー

ル
ド
大
学
宗
教
学
科
教
授
)

研
究
課
題
日
本
に
お
け
る
陀
羅
尼
研
究

指
導
教
授
桂
紹
隆
文
学
部
教
授

研
究
期
間
二
0
 
三
年
四
月
一
日
S
二
0
-

一
年
四
月
三
十
日

氏
名
ニ
ル
シ
ャ
ム
ス
ン
ナ
ハ
ル
氏

(
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ユ
国
立
愽
物

館
公
教
育
局
副
局
遅

研
究
課
題
古
代
べ
ン
ガ
ル
と
日
本
の
仏
教
装

飾
美
術
1
比
較
研
究
1

指
導
教
授
若
原
雄
昭
理
工
学
部
教
授

研
究
期
間
二
0
 
三
年
四
月
二
十
五
日
S
二

0
一
一
年
六
河
二
十
五
日

氏
名
姚
治
華
氏
(
中
国
香
港
中
文

大
学
准
教
遥

研
究
課
題
非
存
在
の
認
識

指
導
教
授
桂
紹
隆
文
学
部
教
授

研
究
期
間
二
0
 
三
年
七
月
一
日
S
二
0
 
-

一
年
八
月
三
十
一
日

氏
名
林
韻
柔
氏
(
台
湾
中
興
大
学

(
本
学
文
学
部
准
教
授
)

(
車
丙
心
理
学
研
究
所
所
長
)

(
本
学
大
学
院
研
究
生
・
非
常
勤

(
本
学
文
学
部
教
授
)

(
本
学
文
学
部
准
教
遥

(
本
学
非
常
勤
講
師
)

■C
講講

師師
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人
文
与
社
会
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー

ポ
ス
ト
ド
ク
タ
ー
研
究
員
、
東
海

大
学
歴
史
学
系
兼
任
助
理
教
授
)

研
究
課
題
中
日
仏
教
聖
山
信
仰
と
巡
礼
活
動

指
導
教
授
木
田
知
生
文
学
部
教
授

研
究
期
間
二
0
一
一
年
七
月
十
日
S
二
0
-

二
年
三
月
九
日

氏
名
李
学
竹
氏
(
中
国
中
国
蔵
学

研
究
中
心
宗
教
研
究
所
副
研
究

員
)

研
究
課
題
チ
ャ
ン
ド
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
著
『
入

中
論
』
侶
頌
の
梵
漢
藏
対
照
研
究

指
導
教
授
桂
紹
隆
文
学
部
教
授

研
究
期
間
二
0
二
年
九
月
一
日
S
二
0
 
-

一
年
十
月
三
十
一
日

氏
名
黄
維
忠
氏
(
中
国
中
国
蔵
学

研
究
忠
『
中
国
蔵
学
』
編
集
部

副
研
究
旦

研
究
課
題
吐
蕃
社
会
風
習
に
対
す
る
仏
教
の

影
響

指
導
教
授
三
谷
真
澄
国
際
文
化
学
部
准
教
授

研
究
期
間
二
0
 
三
年
九
月
一
日
S
二
0
 
-

一
年
十
月
三
十
一
日

氏
名
ハ
ル
オ
ヤ
マ
オ
カ
氏

(
ア
メ
リ
カ
米
国
仏
教
大
学
院

准
教
授
、
元
浄
土
真
宗
本
願
寺
派

北
米
開
教
区
総
長

研
究
課
題
浄
土
真
宗
の
国
際
的
伝
道
の
場
に

お
け
る
実
践
真
宗
学
の
可
能
性

指
導
教
授
川
添
泰
信
文
学
部
教
授

期
間
二
0
一
一
年
十
月
十
日
S
二
0
-

一
年
十
一
月
十
日

二
0
二
年
度
龍
谷
大
学
外
国
人
客
員
研
究
員

氏
名
ジ
エ
イ
ソ
ン
ア
ヴ
ィ
プ
ロ
タ

ス
氏

(
ア
メ
リ
カ
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド

大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
非

常
勤
講
師
)

研
究
課
題
東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究

指
導
教
授
木
田
知
生
文
学
部
教
授

研
究
期
間
二
0
一
一
年
五
月
一
日
S
二
0
 
-

二
年
四
月
三
十
日

◇
研
究
所
日
誌
◇

1
平
成
二
十
二
年
度
(
後
期
)

十
二
月
九
日
(
木
)
午
後
四
時
四
十
五
分
S

午
後
六
時
十
五
分

第
十
一
回
研
究
談
話
会
父
澤
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
西
饗
二
階
大
会
議
室

講
題
モ
ン
ゴ
ル
国
最
古
の
チ
ベ
ッ
ト
仏

教
寺
院
エ
ル
デ
ニ
ゾ
ー
研
究
の
現

状
と
そ
の
意
義

講
師
村
岡
倫
氏
(
本
学
文
学
部
教
授
)

十
二
月
十
七
日
(
金
)
午
後
三
時
S
午
後
四

時
三
十
分

第
十
二
回
研
究
談
話
会
(
ヒ
ロ
タ
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
西
饗
二
階
大
会
議
室

講
題
如
来
会
の
諸
問
題

講
師
大
田
利
生
氏
(
本
学
文
学
部
教
授
)

十
二
月
二
十
日
(
月
)
午
後
五
時
S

第
十
三
回
研
究
談
話
会
(
赤
松
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
西
饗
三
階
小
会
議
室

講
題
吉
祥
寺
の
不
動
明
王
及
び
二
童
子

像
1
新
出
・
異
形
の
神
仏
習
合
像

講
師
大
河
内
智
之
氏
(
和
歌
山
県
立
博

物
館
学
芸
旦

十
二
月
二
十
一
日
(
火
)
午
後
一
時
十
五
分

S
午
後
四
時
三
十
分

第
十
四
回
研
究
談
話
会
父
澤
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
清
和
館
三
階
ホ
ー
ル

講
題
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
文
化
財

講
師
オ
マ
ラ
・
ハ
ー
ン
・
マ
ス
ー
デ
ィ

氏
(
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
国
立
博
物

館
館
遅

講
題
敦
煌
の
文
化
財

講
師
焚
錦
詩
氏
(
中
国
敦
煌
研
究
院
院

長
)

講
題
科
学
技
術
で
匙
る
仏
教
世
界

講
師
岡
田
至
弘
氏
(
本
学
理
工
学
部
教

遥

十
二
月
二
十
三
日
(
木
)
午
後
三
時
S
午
後

六
時

第
八
回
仏
教
文
化
セ
ミ
ナ
ー

会
場
大
宮
学
舎
清
風
館
二
0
五
教
室

講
題
中
国
蔵
学
研
究
中
心
訪
問
報
告

講
師
桂
紹
隆
氏
(
本
学
文
学
部
教
授
)

若
原
雄
昭
氏
(
本
学
理
工
学
部
教

遥

講
題
五
百
頌
般
若
写
本
解
読
の
問
題
点

講
師
藤
田
祥
道
氏
(
本
研
究
所
客
員
研

究
員
)

李
学
竹
氏
(
本
研
究
所
客
員
研
究

旦

一
月
十
三
日
(
木
)
午
後
四
時
四
十
五
分
1

午
後
六
時
十
五
分

第
九
回
仏
教
文
化
セ
ミ
ナ
ー

会
場
大
宮
学
舎
北
讐
一
0
三
教
室

講
題
真
宗
寺
院
の
一
枚
摺
に
つ
い
て

講
師
万
波
寿
子
氏
(
本
学
非
常
勤
講
師
)

一
月
二
十
六
日
(
水
)
午
後
十
二
時
三
十
分

S
午
後
一
時
十
分

第
十
回
運
営
会
議
開
催

二
0
-
0
年
度
兼
任
研
究
員
の
減
員
に

1

つ
い
て

2
.
二
0
一
一
年
度
沼
田
奨
学
金
(
研
究
奨

学
金
)
受
給
お
よ
び
外
国
人
客
員
研
究
員

任
用
予
定
者
の
期
間
変
更
に
つ
い
て

3
.
二
0
一
一
年
度
外
国
人
客
員
研
究
員
任

用
予
定
者
の
辞
退
に
つ
い
て

4
.
二
0
 
三
年
度
仏
教
文
化
講
演
会
に
つ

い
て

5
.
五
十
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

二
月
十
七
日
(
木
)
午
後
四
時
S
午
後
五
時

第
十
五
回
研
究
談
話
会
(
個
人
研
九
九
)

会
場
大
宮
学
舎
北
饗
一
0
一
教
室

講
題
寺
院
活
動
に
お
け
る
新
た
な
「
心

理
的
援
助
」
 
1
相
談
窓
口
機
能
の

可
能
性
1

講
師
吉
川
悟
氏
(
本
学
文
学
部
教
授
)

三
月
十
五
日
(
火
)
午
後
十
二
時
S
午
後
十

二
時
四
十
五
分

第
十
一
回
運
営
会
議
開
催

ー
.
二
0
 
一
一
年
度
沼
田
奨
学
金
(
研
究
奨

学
金
)
受
給
お
よ
ぴ
外
国
人
客
員
研
究
員

任
用
予
定
者
の
期
間
変
更
に
つ
い
て

2
.
二
0
一
一
年
度
外
国
人
客
員
研
究
員
任

用
予
定
者
の
期
間
変
更
に
つ
い
て

3
.
二
0
一
一
年
度
外
国
人
客
員
研
究
員
の

任
用
に
つ
い
て

4
.
二
0
一
一
年
度
運
営
体
制
・
運
営
会
議

構
成
員
に
つ
い
て

5
.
二
0
一
一
年
度
兼
任
研
究
員
・
客
員
研

究
員
に
つ
い
て

6
.
五
十
周
年
記
念
講
演
会
に
つ
い
て
)

1
平
成
二
十
三
年
度
(
前
期
)

四
月
二
十
七
日
(
水
)
午
後
十
二
時
三
十
分

S
午
後
二
時

第
一
回
運
営
会
議
開
催

ー
.
二
0
 
二
年
度
研
究
体
制
・
役
員
に
つ

い
て

2
.
二
0
一
一
年
度
兼
任
・
客
員
研
究
員
等

の
追
加
・
変
更
に
つ
い
て

3
.
二
0
三
飯
研
究
所
予
算
に
つ
い
て

4
.
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
五
十
集
・
所

報
第
三
十
五
号
の
執
筆
予
定
者
に
つ
い
て

5
.
二
0
 
三
年
度
仏
教
文
化
講
演
会
・
仏

教
文
化
セ
ミ
ナ
ー
・
研
究
談
話
会
の
開
催

に
つ
い
て

6
.
二
0
 
三
年
度
外
国
人
客
員
研
究
員
の

来
日
延
期
に
つ
い
て

フ
.
二
0
 
-
 
0
年
度
研
究
P
J
研
究
年
次
経

過
報
告
書
の
審
査
に
つ
い
て

8
.
創
設
五
十
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

六
月
一
日
(
水
)
午
後
十
二
時
五
十
分
S
午

後
一
時
十
分

第
二
回
運
営
会
議
開
催

二
0
-
0
年
度
研
究
P
ι
次
経
過
報

1

告
書
の
審
査
に
つ
い
て

C0
2
.
」
一
0
 
-
 
0
年
度
研
究
P
ι
次
経
過
報

告
書
に
関
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て

3
.
二
0
 
三
年
度
沼
田
奨
学
金
(
研
究
奨

学
全
受
給
お
よ
び
外
国
人
客
員
研
究
員

任
用
予
定
者
の
期
間
変
更
に
つ
い
て

4
.
図
書
の
購
入
に
つ
い
て

5
.
創
設
五
十
周
年
記
念
講
演
会
・
懇
親
会

に
つ
い
て

六
月
二
十
二
日
(
水
)
午
後
十
二
時
四
十
五

分
1
午
後
一
時
四
十
分

第
三
回
運
営
会
議
開
催

中
国
蔵
学
研
究
中
心
と
の
学
術
研
究
交

1

流
促
進
に
関
す
る
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

2
.
五
十
周
年
記
念
講
演
会
・
懇
親
会
に
つ

い
て

六
月
二
十
五
日
(
土
)
午
後
三
時
S

第
一
回
研
究
談
話
会
(
個
人
研
究
)

会
場
大
宮
学
舎
北
饗
一
0
二
教
室

講
題
倭
国
王
矣
皇
)
の
宗
教
的
権
威

の
由
平
天
皇
は
日
の
御
子
か
ー

講
師
平
林
章
仁
氏
(
本
学
文
学
部
教
授
)

七
月
八
日
(
金
)
午
前
十
時
四
十
五
分
S
午

後
四
時
三
十
分

龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
創
設
五
十
周
年

記
念
講
演
会
「
仏
教
の
未
来
」

会
場
大
宮
学
舎
清
和
館
三
階
ホ
ー
ル

講
題
未
来
に
お
け
る
仏
教
の
所
在
を
問

、
?
地
方
仏
教
と
グ
ロ
ー
バ
ル
仏

教
と
の
間
主
観
性
1

講
師
マ
ー
ク
・
ブ
ラ
ム
氏
(
ニ
ユ
ー
ヨ

ー
ク
州
立
大
学
ア
ル
バ
ニ
ー
校
東

ア
ジ
ア
研
究
学
部
教
授
)

講
題
中
世
知
識
人
の
文
〒
一
海
道
記
』

の
一
端
1

講
師
三
角
洋
一
氏
(
東
京
大
学
大
学
院

総
合
文
化
研
究
科
教
授
)

講
題
現
代
と
の
つ
な
が
1
心
を
見
つ

め
、
心
を
み
が
く
ー

講
師
蓑
輪
顕
量
氏
乗
京
大
学
大
学
院

人
文
社
会
系
研
究
科
教
授
)

七
月
十
二
日
(
火
)
午
後
六
時
S
午
後
七
時

三
十
分

第
二
回
研
究
談
話
会
(
林
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
西
饗
三
階
小
会
議
室

講
題
証
果
論
の
解
釈
を
め
ぐ
つ
て

講
師
井
上
善
幸
氏
(
本
学
法
学
部
准
教

遥

七
月
二
十
日
(
水
)
午
後
十
二
時
三
十
分
S

午
後
一
時
五
分

第
四
回
運
営
会
議
開
催

二
0
 
三
年
度
研
究
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
募

1

集
に
つ
い
て

2
.
二
0
 
三
年
度
専
任
研
究
員
の
募
集
に

つ
い
て

3
.
二
0
 
三
年
度
善
本
叢
書
・
仏
教
文
化

研
究
所
叢
書
の
出
版
助
成
募
集
に
つ
い
て

4
.
二
0
 
三
年
度
沼
田
奨
学
金
(
研
究
奨

学
金
)
及
び
外
国
人
客
員
研
究
員
の
辞
退

に
つ
い
て

八
月
二
日
(
火
)
午
後
四
時
三
十
分
S
午
後

六
時

第
三
回
研
究
談
話
会
(
林
研
究
竃

会
場
大
宮
学
舎
清
風
館
三
0
-
・
三
0

二
共
同
研
究
室

C

講
題
現
代
に
お
け
る
真
宗
伝
道
の
課
題

講
師
葛
野
洋
明
氏
(
本
学
文
学
部
教
遥

講
題
須
弥
山
説
と
現
代

講
師
高
田
文
英
氏
(
本
学
文
学
部
講
亜

八
月
二
十
九
日
(
月
)
午
後
三
時
S
午
後
四

時
三
十
分

第
四
回
研
究
談
話
会
罧
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
西
讐
三
階
小
会
議
室

講
題
真
宗
文
献
学
の
一
視
点
1
普
遍
性

と
個
別
性
1

講
師
殿
内
恒
氏
(
本
学
社
会
学
部
教
授
)

講
題
親
鸞
思
想
に
お
け
る
大
行
・
大
信

の
思
想

講
師
玉
木
興
慈
氏
(
本
学
短
期
大
学
部

准
教
遥

九
月
二
十
九
日
(
木
)
午
後
五
時
三
十
分
S

午
後
七
時

第
五
回
研
究
談
話
会
(
平
田
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
清
風
館
共
同
研
究
室
一

講
題
神
祗
礼
拝
論
争
と
近
世
真
宗
の
異

端
性
禽
岐
国
に
お
け
る
了
空

教
乗
論
争
の
検
討
を
通
じ
て
ー

講
師
小
林
准
士
氏
(
島
根
大
学
法
文
学

部
准
教
授
)

十
月
十
二
日
(
水
)
午
後
十
二
時
三
十
分
S

午
後
一
時
十
五
分

第
五
回
運
営
会
議
開
催

二
0
三
年
度
沼
田
奨
学
金
(
研
究
奨

1

学
全
受
給
者
の
推
薦
審
査
お
よ
び
外
国

人
客
員
研
究
員
の
任
用
に
つ
い
て

2
.
第
七
十
七
回
仏
教
文
化
講
演
会
に
つ
い

て

■■
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人
文
与
社
会
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー

ポ
ス
ト
ド
ク
タ
ー
研
究
員
、
東
海

大
学
歴
史
学
系
兼
任
助
理
教
授
)

研
究
課
題
中
日
仏
教
聖
山
信
仰
と
巡
礼
活
動

指
導
教
授
木
田
知
生
文
学
部
教
授

研
究
期
間
二
0
一
一
年
七
月
十
日
S
二
0
-

二
年
三
月
九
日

氏
名
李
学
竹
氏
(
中
国
中
国
蔵
学

研
究
中
心
宗
教
研
究
所
副
研
究

員
)

研
究
課
題
チ
ャ
ン
ド
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
著
『
入

中
論
』
侶
頌
の
梵
漢
藏
対
照
研
究

指
導
教
授
桂
紹
隆
文
学
部
教
授

研
究
期
間
二
0
二
年
九
月
一
日
S
二
0
 
-

一
年
十
月
三
十
一
日

氏
名
黄
維
忠
氏
(
中
国
中
国
蔵
学

研
究
忠
『
中
国
蔵
学
』
編
集
部

副
研
究
旦

研
究
課
題
吐
蕃
社
会
風
習
に
対
す
る
仏
教
の

影
響

指
導
教
授
三
谷
真
澄
国
際
文
化
学
部
准
教
授

研
究
期
間
二
0
 
三
年
九
月
一
日
S
二
0
 
-

一
年
十
月
三
十
一
日

氏
名
ハ
ル
オ
ヤ
マ
オ
カ
氏

(
ア
メ
リ
カ
米
国
仏
教
大
学
院

准
教
授
、
元
浄
土
真
宗
本
願
寺
派

北
米
開
教
区
総
長

研
究
課
題
浄
土
真
宗
の
国
際
的
伝
道
の
場
に

お
け
る
実
践
真
宗
学
の
可
能
性

指
導
教
授
川
添
泰
信
文
学
部
教
授

期
間
二
0
一
一
年
十
月
十
日
S
二
0
-

一
年
十
一
月
十
日

二
0
二
年
度
龍
谷
大
学
外
国
人
客
員
研
究
員

氏
名
ジ
エ
イ
ソ
ン
ア
ヴ
ィ
プ
ロ
タ

ス
氏

(
ア
メ
リ
カ
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド

大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
非

常
勤
講
師
)

研
究
課
題
東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究

指
導
教
授
木
田
知
生
文
学
部
教
授

研
究
期
間
二
0
一
一
年
五
月
一
日
S
二
0
 
-

二
年
四
月
三
十
日

◇
研
究
所
日
誌
◇

1
平
成
二
十
二
年
度
(
後
期
)

十
二
月
九
日
(
木
)
午
後
四
時
四
十
五
分
S

午
後
六
時
十
五
分

第
十
一
回
研
究
談
話
会
父
澤
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
西
饗
二
階
大
会
議
室

講
題
モ
ン
ゴ
ル
国
最
古
の
チ
ベ
ッ
ト
仏

教
寺
院
エ
ル
デ
ニ
ゾ
ー
研
究
の
現

状
と
そ
の
意
義

講
師
村
岡
倫
氏
(
本
学
文
学
部
教
授
)

十
二
月
十
七
日
(
金
)
午
後
三
時
S
午
後
四

時
三
十
分

第
十
二
回
研
究
談
話
会
(
ヒ
ロ
タ
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
西
饗
二
階
大
会
議
室

講
題
如
来
会
の
諸
問
題

講
師
大
田
利
生
氏
(
本
学
文
学
部
教
授
)

十
二
月
二
十
日
(
月
)
午
後
五
時
S

第
十
三
回
研
究
談
話
会
(
赤
松
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
西
饗
三
階
小
会
議
室

講
題
吉
祥
寺
の
不
動
明
王
及
び
二
童
子

像
1
新
出
・
異
形
の
神
仏
習
合
像

講
師
大
河
内
智
之
氏
(
和
歌
山
県
立
博

物
館
学
芸
旦

十
二
月
二
十
一
日
(
火
)
午
後
一
時
十
五
分

S
午
後
四
時
三
十
分

第
十
四
回
研
究
談
話
会
父
澤
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
清
和
館
三
階
ホ
ー
ル

講
題
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
文
化
財

講
師
オ
マ
ラ
・
ハ
ー
ン
・
マ
ス
ー
デ
ィ

氏
(
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
国
立
博
物

館
館
遅

講
題
敦
煌
の
文
化
財

講
師
焚
錦
詩
氏
(
中
国
敦
煌
研
究
院
院

長
)

講
題
科
学
技
術
で
匙
る
仏
教
世
界

講
師
岡
田
至
弘
氏
(
本
学
理
工
学
部
教

遥

十
二
月
二
十
三
日
(
木
)
午
後
三
時
S
午
後

六
時

第
八
回
仏
教
文
化
セ
ミ
ナ
ー

会
場
大
宮
学
舎
清
風
館
二
0
五
教
室

講
題
中
国
蔵
学
研
究
中
心
訪
問
報
告

講
師
桂
紹
隆
氏
(
本
学
文
学
部
教
授
)

若
原
雄
昭
氏
(
本
学
理
工
学
部
教

遥

講
題
五
百
頌
般
若
写
本
解
読
の
問
題
点

講
師
藤
田
祥
道
氏
(
本
研
究
所
客
員
研

究
員
)

李
学
竹
氏
(
本
研
究
所
客
員
研
究

旦

一
月
十
三
日
(
木
)
午
後
四
時
四
十
五
分
1

午
後
六
時
十
五
分

第
九
回
仏
教
文
化
セ
ミ
ナ
ー

会
場
大
宮
学
舎
北
讐
一
0
三
教
室

講
題
真
宗
寺
院
の
一
枚
摺
に
つ
い
て

講
師
万
波
寿
子
氏
(
本
学
非
常
勤
講
師
)

一
月
二
十
六
日
(
水
)
午
後
十
二
時
三
十
分

S
午
後
一
時
十
分

第
十
回
運
営
会
議
開
催

二
0
-
0
年
度
兼
任
研
究
員
の
減
員
に

1

つ
い
て

2
.
二
0
一
一
年
度
沼
田
奨
学
金
(
研
究
奨

学
金
)
受
給
お
よ
び
外
国
人
客
員
研
究
員

任
用
予
定
者
の
期
間
変
更
に
つ
い
て

3
.
二
0
一
一
年
度
外
国
人
客
員
研
究
員
任

用
予
定
者
の
辞
退
に
つ
い
て

4
.
二
0
 
三
年
度
仏
教
文
化
講
演
会
に
つ

い
て

5
.
五
十
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

二
月
十
七
日
(
木
)
午
後
四
時
S
午
後
五
時

第
十
五
回
研
究
談
話
会
(
個
人
研
九
九
)

会
場
大
宮
学
舎
北
饗
一
0
一
教
室

講
題
寺
院
活
動
に
お
け
る
新
た
な
「
心

理
的
援
助
」
 
1
相
談
窓
口
機
能
の

可
能
性
1

講
師
吉
川
悟
氏
(
本
学
文
学
部
教
授
)

三
月
十
五
日
(
火
)
午
後
十
二
時
S
午
後
十

二
時
四
十
五
分

第
十
一
回
運
営
会
議
開
催

ー
.
二
0
 
一
一
年
度
沼
田
奨
学
金
(
研
究
奨

学
金
)
受
給
お
よ
ぴ
外
国
人
客
員
研
究
員

任
用
予
定
者
の
期
間
変
更
に
つ
い
て

2
.
二
0
一
一
年
度
外
国
人
客
員
研
究
員
任

用
予
定
者
の
期
間
変
更
に
つ
い
て

3
.
二
0
一
一
年
度
外
国
人
客
員
研
究
員
の

任
用
に
つ
い
て

4
.
二
0
一
一
年
度
運
営
体
制
・
運
営
会
議

構
成
員
に
つ
い
て

5
.
二
0
一
一
年
度
兼
任
研
究
員
・
客
員
研

究
員
に
つ
い
て

6
.
五
十
周
年
記
念
講
演
会
に
つ
い
て
)

1
平
成
二
十
三
年
度
(
前
期
)

四
月
二
十
七
日
(
水
)
午
後
十
二
時
三
十
分

S
午
後
二
時

第
一
回
運
営
会
議
開
催

ー
.
二
0
 
二
年
度
研
究
体
制
・
役
員
に
つ

い
て

2
.
二
0
一
一
年
度
兼
任
・
客
員
研
究
員
等

の
追
加
・
変
更
に
つ
い
て

3
.
二
0
三
飯
研
究
所
予
算
に
つ
い
て

4
.
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
五
十
集
・
所

報
第
三
十
五
号
の
執
筆
予
定
者
に
つ
い
て

5
.
二
0
 
三
年
度
仏
教
文
化
講
演
会
・
仏

教
文
化
セ
ミ
ナ
ー
・
研
究
談
話
会
の
開
催

に
つ
い
て

6
.
二
0
 
三
年
度
外
国
人
客
員
研
究
員
の

来
日
延
期
に
つ
い
て

フ
.
二
0
 
-
 
0
年
度
研
究
P
J
研
究
年
次
経

過
報
告
書
の
審
査
に
つ
い
て

8
.
創
設
五
十
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

六
月
一
日
(
水
)
午
後
十
二
時
五
十
分
S
午

後
一
時
十
分

第
二
回
運
営
会
議
開
催

二
0
-
0
年
度
研
究
P
ι
次
経
過
報

1

告
書
の
審
査
に
つ
い
て

C0
2
.
」
一
0
 
-
 
0
年
度
研
究
P
ι
次
経
過
報

告
書
に
関
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て

3
.
二
0
 
三
年
度
沼
田
奨
学
金
(
研
究
奨

学
全
受
給
お
よ
び
外
国
人
客
員
研
究
員

任
用
予
定
者
の
期
間
変
更
に
つ
い
て

4
.
図
書
の
購
入
に
つ
い
て

5
.
創
設
五
十
周
年
記
念
講
演
会
・
懇
親
会

に
つ
い
て

六
月
二
十
二
日
(
水
)
午
後
十
二
時
四
十
五

分
1
午
後
一
時
四
十
分

第
三
回
運
営
会
議
開
催

中
国
蔵
学
研
究
中
心
と
の
学
術
研
究
交

1

流
促
進
に
関
す
る
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

2
.
五
十
周
年
記
念
講
演
会
・
懇
親
会
に
つ

い
て

六
月
二
十
五
日
(
土
)
午
後
三
時
S

第
一
回
研
究
談
話
会
(
個
人
研
究
)

会
場
大
宮
学
舎
北
饗
一
0
二
教
室

講
題
倭
国
王
矣
皇
)
の
宗
教
的
権
威

の
由
平
天
皇
は
日
の
御
子
か
ー

講
師
平
林
章
仁
氏
(
本
学
文
学
部
教
授
)

七
月
八
日
(
金
)
午
前
十
時
四
十
五
分
S
午

後
四
時
三
十
分

龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
創
設
五
十
周
年

記
念
講
演
会
「
仏
教
の
未
来
」

会
場
大
宮
学
舎
清
和
館
三
階
ホ
ー
ル

講
題
未
来
に
お
け
る
仏
教
の
所
在
を
問

、
?
地
方
仏
教
と
グ
ロ
ー
バ
ル
仏

教
と
の
間
主
観
性
1

講
師
マ
ー
ク
・
ブ
ラ
ム
氏
(
ニ
ユ
ー
ヨ

ー
ク
州
立
大
学
ア
ル
バ
ニ
ー
校
東

ア
ジ
ア
研
究
学
部
教
授
)

講
題
中
世
知
識
人
の
文
〒
一
海
道
記
』

の
一
端
1

講
師
三
角
洋
一
氏
(
東
京
大
学
大
学
院

総
合
文
化
研
究
科
教
授
)

講
題
現
代
と
の
つ
な
が
1
心
を
見
つ

め
、
心
を
み
が
く
ー

講
師
蓑
輪
顕
量
氏
乗
京
大
学
大
学
院

人
文
社
会
系
研
究
科
教
授
)

七
月
十
二
日
(
火
)
午
後
六
時
S
午
後
七
時

三
十
分

第
二
回
研
究
談
話
会
(
林
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
西
饗
三
階
小
会
議
室

講
題
証
果
論
の
解
釈
を
め
ぐ
つ
て

講
師
井
上
善
幸
氏
(
本
学
法
学
部
准
教

遥

七
月
二
十
日
(
水
)
午
後
十
二
時
三
十
分
S

午
後
一
時
五
分

第
四
回
運
営
会
議
開
催

二
0
 
三
年
度
研
究
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
募

1

集
に
つ
い
て

2
.
二
0
 
三
年
度
専
任
研
究
員
の
募
集
に

つ
い
て

3
.
二
0
 
三
年
度
善
本
叢
書
・
仏
教
文
化

研
究
所
叢
書
の
出
版
助
成
募
集
に
つ
い
て

4
.
二
0
 
三
年
度
沼
田
奨
学
金
(
研
究
奨

学
金
)
及
び
外
国
人
客
員
研
究
員
の
辞
退

に
つ
い
て

八
月
二
日
(
火
)
午
後
四
時
三
十
分
S
午
後

六
時

第
三
回
研
究
談
話
会
(
林
研
究
竃

会
場
大
宮
学
舎
清
風
館
三
0
-
・
三
0

二
共
同
研
究
室

C

講
題
現
代
に
お
け
る
真
宗
伝
道
の
課
題

講
師
葛
野
洋
明
氏
(
本
学
文
学
部
教
遥

講
題
須
弥
山
説
と
現
代

講
師
高
田
文
英
氏
(
本
学
文
学
部
講
亜

八
月
二
十
九
日
(
月
)
午
後
三
時
S
午
後
四

時
三
十
分

第
四
回
研
究
談
話
会
罧
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
西
讐
三
階
小
会
議
室

講
題
真
宗
文
献
学
の
一
視
点
1
普
遍
性

と
個
別
性
1

講
師
殿
内
恒
氏
(
本
学
社
会
学
部
教
授
)

講
題
親
鸞
思
想
に
お
け
る
大
行
・
大
信

の
思
想

講
師
玉
木
興
慈
氏
(
本
学
短
期
大
学
部

准
教
遥

九
月
二
十
九
日
(
木
)
午
後
五
時
三
十
分
S

午
後
七
時

第
五
回
研
究
談
話
会
(
平
田
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
清
風
館
共
同
研
究
室
一

講
題
神
祗
礼
拝
論
争
と
近
世
真
宗
の
異

端
性
禽
岐
国
に
お
け
る
了
空

教
乗
論
争
の
検
討
を
通
じ
て
ー

講
師
小
林
准
士
氏
(
島
根
大
学
法
文
学

部
准
教
授
)

十
月
十
二
日
(
水
)
午
後
十
二
時
三
十
分
S

午
後
一
時
十
五
分

第
五
回
運
営
会
議
開
催

二
0
三
年
度
沼
田
奨
学
金
(
研
究
奨

1

学
全
受
給
者
の
推
薦
審
査
お
よ
び
外
国

人
客
員
研
究
員
の
任
用
に
つ
い
て

2
.
第
七
十
七
回
仏
教
文
化
講
演
会
に
つ
い

て

■■
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3
.
図
害
費
に
つ
い
て

4
.
仏
教
文
化
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て

十
月
二
十
日
(
木
)
午
後
六
時
三
十
分
S
午

後
八
時

第
六
回
研
究
談
話
会
(
赤
松
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
本
館
二
階
会
議
室

講
題
覚
如
の
親
鸞
像

講
師
斎
藤
信
行
氏
(
本
学
非
常
勤
講
包

十
月
二
十
六
日
(
水
)
午
後
十
二
時
三
十
分

第
六
回
運
営
会
議
開
催

ー
.
第
十
回
仏
教
文
化
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て

2
.
二
0
三
蛋
専
任
研
究
員
に
つ
い
て

3
.
二
0
 
三
年
度
出
版
助
成
(
善
本
叢

書
・
研
究
叢
害
)
の
予
算
案
に
つ
い
て

4
.
仏
教
文
化
研
究
所
規
程
の
改
正
に
つ
い

て
5
.
二
0
 
三
年
度
研
究
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
採

用
審
査
に
つ
い
て

十
一
月
二
十
四
日
(
木
)
午
後
四
時
四
十
五

分
S
午
後
六
時
十
五
分

第
十
回
仏
教
文
化
セ
ミ
ナ
ー

会
場
大
宮
学
舎
西
饗
大
会
議
室

講
題
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
中
世
貴
重
歌

書
五
点
の
特
長
と
問
題
点

講
師
大
取
一
馬
氏
(
本
学
文
学
部
教
授
)

十
二
月
五
日
(
月
)
午
前
十
時
四
十
五
分
S

午
後
十
二
時
三
十
分

第
七
十
七
回
仏
教
文
化
講
演
会

会
場
ア
バ
ン
テ
ィ
響
都
ホ
ー
ル

講
題
日
本
人
の
死
生
観
と
超
越

講
師
力
ー
ル
・
ベ
ッ
カ
ー
氏
(
京
都
大

学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー

教
遥

十
二
月
九
日
(
金
)
午
後
四
時
S
午
後
六
時

第
七
回
研
究
談
話
会
(
桂
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
清
風
館
二
階
二
0
五
情

報
実
習
室

講
題
龍
谷
大
学
に
お
け
る
梵
語
仏
典
写

本
研
究
の
現
状

講
師
桂
紹
隆
氏
(
本
学
文
学
部
教
授
)

講
師
藤
田
祥
道
氏
(
本
学
客
員
研
究
旦

講
師
李
学
竹
氏
(
本
学
客
員
研
究
旦

十
二
月
九
日
(
金
)
午
後
三
時
S
午
後
五
時

第
八
回
研
究
談
話
会
(
ビ
ロ
タ
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
本
館
一
階
応
接
室

講
題
無
量
寿
経
と
如
来
会

講
師
大
田
利
生
氏
(
本
学
名
誉
教
授
)

十
二
月
十
五
日
(
木
)
午
後
五
時
S
午
後
六

時第
九
回
研
究
談
話
会
(
吉
川
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
西
饗
別
館
五
階
カ
ン
フ

ア
レ
ン
ス
ル
ー
ム

講
題
仏
教
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
理
論

と
実
践
1
仏
の
教
え
と
心
の
癒
し

友
久
久
雄
氏
(
本
学
文
学
部
教
授
)

赤
田
太
郎
氏
(
本
学
短
期
大
学
部

講
師
)

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
六
日
発
行

龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所

修

代
表
者
中

川

〒
六
0
0
ー
ハ
ニ
六
八

京
都
市
下
京
区
七
条
通
大
宮
東
入

大
工
町
一
一
孟
1
一

電
話
0
七
五
錫
三
三
三
(
代
)

内
線
5
4
0
0

す
な
わ
ち
、
倭
国
王
が
仏
教
信
仰
の
受
容
を
拒
否
し
た
の
は
、
倭
国
王

と
倭
国
王
権
に
原
因
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
前
は
こ
れ
を
執
政

官
氏
族
の
権
力
闘
争
や
神
祗
対
仏
教
と
い
う
視
点
か
ら
解
さ
れ
て
き
た

が
、
倭
国
王
と
倭
国
王
権
の
本
質
を
探
ら
な
け
れ
ぱ
そ
の
こ
と
の
真
の
姿

は
見
え
て
こ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
視
点
に
基
づ
き
、
本
研
究
で
は
、
仏
教
信
仰
の
受
容
を
拒
否

し
た
倭
国
王
と
そ
の
王
権
の
特
質
を
解
明
す
る
こ
と
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
仏

教
公
伝
を
め
ぐ
る
歴
史
情
況
に
つ
い
て
新
た
な
解
釈
を
試
み
て
み
た
い
。

研
究
史
の
整
理
を
進
め
る
と
と
も
に
、
と
く
に
仏
教
公
伝
以
前
の
倭
国

王
と
倭
国
王
権
の
特
質
、
そ
れ
ら
に
お
け
る
宗
教
的
要
素
の
在
り
様
に
つ

い
て
考
察
を
進
め
る
。

そ
れ
に
ょ
っ
て
、
倭
国
に
お
け
る
国
家
形
成
上
の
宗
教
の
働
き
、
倭
国

王
が
仏
教
信
仰
を
拒
否
し
た
事
憤
さ
ら
に
は
倭
国
王
の
仏
教
信
仰
受
容

の
歴
史
的
意
義
な
ど
が
明
ら
か
に
な
る
と
考
え
る
。

(
研
究
計
画
)

◇
平
成
二
十
三
年
度
兼
任
・
客
員
研
究
員
<
新
規
>
◇
(
順
不
同
)

平
田
班

上
野
大
輔
(
本
学
非
常
勤
講
師
)

大
取
班

内
田
美
由
紀
(
今
宮
工
科
高
校
教
諭
)

吉
田
唯
(
大
阪
大
谷
大
学
非
常
勤
講
師
)

加
美
甲
多
(
同
志
社
女
子
高
校
非
常
勤
講
師

斎
藤
美
津
子
(
元
京
都
市
役
所
嘱
託
)

桂
班

デ
ィ
ワ
カ
ル
ア
ー
チ
ャ
ー
ル
ヤ
(
京
都
大
学

文
学
研
究
科
准
教
授
)

ド
ラ
ム
ド
ゥ
ル
(
中
国
蔵
学
研
究
中
心
副
所
長
)

吉
川
班

吉
川
悟
(
本
学
文
学
部
教
授
)

友
久
久
雄
(
本
学
文
学
部
教
授
)

倉
本
尚
徳
(
本
学
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
セ
ン
タ

1
P
D
)

栗
三
直
隆
(
光
明
寺
住
職
・
富
山
県
日
中
友

好
協
会
副
会
長
)

西
村
信
也
(
西
法
寺
住
職
)

藤
井
麻
由
子
倉
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
旦

林
班

井
上
見
淳
(
本
学
文
学
部
講
師
)

岩
田
真
美
(
本
学
文
学
部
講
師
)

芳
村
班

長
谷
川
岳
史
(
本
学
経
営
学
部
准
教
授
)

後
藤
康
夫
(
本
学
非
常
勤
講
師
)

新
倉
和
文
天
阪
桐
陰
中
学
高
等
学
校
客
員

教
諭
)

林
徳
立
企
眼
短
期
大
学
非
常
勤
講
師
)

赤
松
班

中
西
直
樹
(
本
学
文
学
部
准
教
授
)

斎
藤
信
行
(
本
学
非
常
勤
講
師
)

入
澤
班

山
本
孝
子
(
京
都
大
学
非
常
勤
講
師
)

王
振
芬
(
旅
順
博
物
館
副
館
邑

荻
原
裕
敏
(
中
国
人
民
大
学
国
学
院
西
域
語

言
歴
史
研
究
所
講
師

那
須
良
彦
(
本
学
非
常
勤
講
師
)

房
学
恵
(
旅
順
博
物
館
副
館
長
)

淺
田
班

亀
山
隆
彦
(
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
生

鍵
和
田
聖
子
(
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
生

日
種
信
隆
(
興
隆
学
林
講
師
・
本
学
大
学
院

修
士
課
程
修
了
)

ヒ
ロ
タ
班

溪
英
俊
(
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
生

林
智
康

滋
野
井
一
博

吾
勝
常
行

赤
田
太
郎

小
正
浩
徳

1
)

児
玉
龍
治

李
光
溶

伊
東
秀
章

講
師
)

佐
藤
班

佐
藤
智
水

市
川
良
文

北
村
一
仁

(
本
学
文
学
部
教
遥

(
本
学
文
学
部
教
授
)

(
本
学
文
学
部
教
授
)

(
本
学
短
期
大
学
部
講
師
)

(
臨
床
心
理
相
談
室
カ
ウ
ン
セ
ラ

冨
異
=
 
n
m
芽
m
ゆ
§
旦
一
ず
巴
一
建
(
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
大
学
教
授
)

個
人
研
究

平
林
章
仁
(
本
学
文
学
部
教
授
)

付
属
研
究
セ
ン
タ
ー

児
玉
龍
治
(
本
学
文
学
部
准
教
遥

伊
東
秀
章
(
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究

生
・
非
常
勤
講
師
)

二
0
二
年
度
龍
谷
大
学
沼
田
奨
学
金
研
究
奨

学
金
受
給
者
及
び
外
国
人
客
員
研
究
員

氏
名
ロ
ナ
ル
ド
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
ソ
ン

氏
(
ア
メ
リ
カ
フ
エ
ア
フ
ィ
ー

ル
ド
大
学
宗
教
学
科
教
授
)

研
究
課
題
日
本
に
お
け
る
陀
羅
尼
研
究

指
導
教
授
桂
紹
隆
文
学
部
教
授

研
究
期
間
二
0
 
三
年
四
月
一
日
S
二
0
-

一
年
四
月
三
十
日

氏
名
ニ
ル
シ
ャ
ム
ス
ン
ナ
ハ
ル
氏

(
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ユ
国
立
愽
物

館
公
教
育
局
副
局
遅

研
究
課
題
古
代
べ
ン
ガ
ル
と
日
本
の
仏
教
装

飾
美
術
1
比
較
研
究
1

指
導
教
授
若
原
雄
昭
理
工
学
部
教
授

研
究
期
間
二
0
 
三
年
四
月
二
十
五
日
S
二

0
一
一
年
六
河
二
十
五
日

氏
名
姚
治
華
氏
(
中
国
香
港
中
文

大
学
准
教
遥

研
究
課
題
非
存
在
の
認
識

指
導
教
授
桂
紹
隆
文
学
部
教
授

研
究
期
間
二
0
 
三
年
七
月
一
日
S
二
0
 
-

一
年
八
月
三
十
一
日

氏
名
林
韻
柔
氏
(
台
湾
中
興
大
学

(
本
学
文
学
部
准
教
授
)

(
車
丙
心
理
学
研
究
所
所
長
)

(
本
学
大
学
院
研
究
生
・
非
常
勤

(
本
学
文
学
部
教
授
)

(
本
学
文
学
部
准
教
遥

(
本
学
非
常
勤
講
師
)

■C
講講

師師
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3
、

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

仏
教
経
典
の
翻
訳
と
研
究

主
任
・
デ
ニ
ス
ヒ
ロ
タ
研
究
員
四
四
名

(
研
究
の
目
的
)
司
仁
邑
0
切
ゆ
0
{
9
ゆ
δ
雪
一
円

1
一
0
 
含
8
仁
益
如
ゆ
 
N
=
ユ
功
仁
罵
0
二
一
=
ゆ
§
易
一
N
一
言
曾
住
＼
0
-

で
仁
ケ
=
n
N
は
0
=
0
{
乏
鳳
昔
如
功
昔
昇
乏
三
昔
仔
円
昔
ゆ
言
住
ゆ
誘
一
N
昌
ル
ヨ
四
0
{

如
E
ゆ
↑
当
含
則
=
ル
ル
亘
m
二
=
0
仁
⑩
三
曾
住
一
ゆ
N
0
ず
一
=
価
切
一
=
ケ
§
ル

一
昇
曾
昆
一
一
0
旦
勺
ゆ
誘
で
ゅ
6
一
一
ぐ
ル
功
.
 
m
暑
け
言
一
一
一
出
伽
切
、
乏
ず
岑
ず
乏
一
=
ず
ゆ

や
仁
ケ
=
功
ず
ゆ
ユ
旨
0
品
=
牙
ゆ
n
ゆ
具
曾
N
m
δ
ゆ
昇
円
で
仁
ず
野
N
は
0
昆
昔
n
-
=
ル
典

又
一
ヨ
N
選
如
=
ル
住
=
一
昇
冨
X
甜
(
m
仁
一
益
m
,
一
門
ゆ
N
牙
ゆ
m
.
一
昆
ル
=
-
0
=
N
-

8
ヨ
ヨ
曾
曾
一
吊
.
曾
臂
一
助
容
具
ぽ
m
-
0
二
6
巴
審
二
住
=
⑩
巳
一

ヨ
0
ル
血
言
 
m
売
§
含
貰
て
一
=
ゆ
岳
一
兵
ゆ
 
0
=
勺
兵
ゆ
一
N
=
ル
則
=
ル
五
=
-
m
-

芽
0
=
如
巨
倉
含
§
丑
出
甥
冒
0
三
巳
=
如
ず
0
芽
曽
=
0
一
巽
マ
谷
住
勺
0
で
仁
一
曾
与

又
一
ゆ
具
ゆ
含
N
で
又
O
N
0
げ
ゆ
切
一

8
ヨ
固
貰
N
牙
ゆ
倉
ル
ヨ
言
井
ゆ
=
鴨
0
仁
功
井
旦
ヨ
曾
一
m
0
{
如
兵
ゆ
一
習
ル

如
且
含
ミ
m
一
昔
0
=
如
=
曾
住
§
0
=
晨
m
.

如
§
仁
功
ゆ
 
N
6
N
ル
ゆ
昌
片
ヰ
ゆ
昇
ヨ
ゆ
ヨ
功
 
0
一
「
氏
ゆ
一
谷
含
如
仁
住
含
ず
一
切
一

§
島
口
含
言
住
ゆ
二
N
=
ゆ
=
昔
 
0
-
=
巽
で
讐
誘
 
0
一
昔
ゆ
乏
0
ユ
ル
曾
ゆ
昇

又
ゆ
m
ゆ
昇
冒
ヨ
貰
=
一
巨
功
§
片
巴
曾
巨
仂
0
含
0
-
0
四
0
巴
ヨ
ヨ
ゆ
芽
0
ル
0
-
0
等

曾
住
=
N
ぐ
ゆ
 
N
ル
ゆ
ρ
=
N
一
ゆ
ぐ
含
仁
ゆ
m
{
又
で
且
=
n
N
は
0
=
ゆ
一
m
ゆ
喜
典
Φ
、
昔
ゆ

δ
ゆ
昇
ゆ
門
{
ゆ
ゆ
一
m
N
で
碑
牙
巨
貰
 
8
ヨ
旦
旦
ゆ
具
 
8
 
N
暑
§
今
ゆ
m
 
井
ゆ
N
は
出
⑩

〕
N
冒
=
ゆ
%
勺
賃
ゆ
一
曾
住
則
仁
ル
ル
=
m
一
一
ず
0
=
如
ず
二
昌
 
8
三
ゆ
ヨ
勺
0
岳
選

巨
ゆ
一
又
ゆ
含
ぐ
ゆ
、
 
g
ヨ
勺
讐
N
一
一
ぐ
ゆ
.
昔
ゆ
0
-
0
如
一
n
N
-
、
 
N
昌
住
喜
=
o
m
0
ヤ
=
片
N
-

で
ゅ
誘
で
ゅ
0
武
ぐ
ゆ
.

ン
δ
=
S
ヰ
易
0
{
哥
ゆ
6
ゆ
具
曾

ー
ヨ
ゆ
ヨ
N
一
又
 
N
&
ぐ
一
q
 
0
一
昔
ゆ
δ
含
一
典
一
m
 
昔
ゆ
又
ゆ
で
N
岳
住
0
=
曾
巨

容
ぐ
一
ゆ
乏
 
0
{
§
易
一
N
は
0
易
 
0
{
旦
ヨ
理
イ
如
仁
含
ル
=
m
一
曾
甜
 
9
丹
才
斗
=
円

一
ず
ゆ
言
ル
ゆ
誘
g
=
巳
=
如
 
0
{
則
氏
ゆ
一
曾
住
則
仁
住
巨
ず
一
m
一
§
巨
三
0
=
.

ヤ
曾
牙
三
曾
マ
牙
ゆ
]
N
で
曾
ゆ
m
ゆ
件
N
巳
は
0
昌
.

1
芽
ゆ
δ
含
一
円
巴
功
0
 
ゆ
月
0
民
N
如
ゆ
m
 
芽
ゆ
又
ゆ
勺
§
辻
0
=
 
0
{
で
仁
冨
g
は
0
=

N
m
 
δ
含
一
円
で
仁
ず
=
n
N
一
一
0
易
一
曾
m
-
N
は
0
=
m
 
N
=
巨
 
0
二
如
一
旦
 
m
ゆ
§
住
段
イ

m
言
色
ゆ
仂
昔
昇
N
住
ぐ
曾
容
=
m
ず
N
m
片
巴
ヨ
功
.

く

1
昔
ゆ
 
6
含
一
曾
乏
三
 
m
で
0
易
0
門
や
=
ず
一
片
一
ゆ
δ
一
=
一
ゆ
功
.
乏
又
片
功
=
0
で
功
、
曾
住

m
イ
ヨ
で
0
切
一
N
一
亘
 
N
ル
ぐ
N
暑
ゆ
二
功
ず
N
m
片
曾
昆
 
m
暑
=
又
血
功
含
冨
辻
0
易
乏
陛

ず
ゆ
で
仁
豆
m
ケ
ゆ
ル
N
m
 
a
o
=
0
鴎
N
冒
m
N
出
ル
ゆ
島
一
ゆ
住
ぐ
0
一
仁
ヨ
ゆ
m
 
昔
各
仁
如
=
 
9
ゆ

δ
ゆ
昇
巽
 
N
m
 
δ
ゆ
=
一
円
で
=
ず
ぽ
n
N
ヰ
0
易
.

ン
&
S
牙
功
又
昔
ゆ
δ
ゆ
具
円
ル
仁
ヨ
鵬
讐
0
・
N
O
=

口
仁
昌
鵬
一
ミ
m
で
ゅ
鳳
0
住
,
牙
0
 
井
当
m
-
N
ば
0
=
功
冬
庄
ず
ゆ
ネ
S
売
乏
ゆ
住
昇
仔
ゆ

乏
ゆ
ゆ
区
イ
鵬
曾
円
巴
ヨ
ゆ
ゆ
武
=
如
m
一
ミ
=
ミ
、
に
是
R
蝕
売
豊
ル
鴎
山
誘
け
島
恩
§
.

ン
乏
0
門
吋
m
ず
0
勺
門
ゆ
一
昇
ゆ
ル
ぢ
一
ず
ゆ
巳
胃
=
m
曾
合
 
0
{
m
巨
=
如
仁
住
住
ケ
一
m
-

昔
0
仁
的
=
ニ
=
 
N
 
§
一
売
ヨ
で
0
益
選
.
δ
0
ヨ
で
N
旦
一
ぐ
ゆ
§
一
ゆ
X
一
乏
三
ず
ゆ

や
一
N
言
ゆ
ル
.
乏
=
=
牙
売
門
ゆ
功
三
岳
 
0
一
昔
ゆ
又
ゆ
m
ゆ
昆
N
住
0
出
m
ヤ
仁
ず
=
m
=
ゆ
ル
才
0
ヨ

一
=
ゆ
δ
ゆ
=
一
ゆ
門
.

冨
N
言
仂
R
昔
詰
三
一
一
ず
ゆ
 
m
0
仁
如
ず
一
、
や
讐
牙
三
習
一
て
才
o
a
 
m
亘
=

如
仁
ル
含
豆
m
一
ヨ
亘
m
一
ゆ
誘
 
N
ケ
琴
N
住
、
 
8
 
§
一
ヨ
=
ゆ
牙
血
寸
ず
豊
ヨ
N
 
↓
巴
岬

m
ゆ
ユ
ゆ
m
 
曾
ヨ
ゆ
ル
昇
 
N
勺
0
勺
三
理
 
N
=
巳
ゆ
=
兄
.

m
ゆ
一
曾
一
ゆ
ル
勺
=
ず
=
g
=
0
易
才
0
ヨ
一
ず
Φ
δ
ゆ
昇
ゆ
一
乏
三
ず
ゆ
ヨ
N
A
ゆ

N
R
吊
m
子
一
ゆ
 
0
巨
冒
ゆ
.
↓
=
一
功
切
ず
0
仁
区
 
N
合
=
曾
昇
§
ル
n
誘
輿
0
=
=
巨
昔
ゆ

乏
又
一
住
三
昔
昔
ゆ
δ
Φ
=
一
ゆ
門
 
N
=
ル
一
ミ
門
ゆ
N
m
ゆ
功
N
一
Φ
仂
 
0
-
 
6
ゆ
三
曾

で
仁
ず
=
n
N
は
0
=
m
.

塁
又
詰
乏
一
一
一
ず
ゆ
昌
N
ル
ゆ
言
旨
9
ゆ
N
切
ゆ
切
巴
売
m
 
0
{
で
=
ず
一
片
N
=
0
易

一
可
0
=
如
ず
m
底
出
一
ゆ
ヨ
で
一
ゆ
m
倉
住
一
ゆ
ヨ
旦
ゆ
ず
0
0
片
功
§
ゆ
m
N
ず
一
O
N
ル
.

仏
教
文
化
研
究
所
規
程

昭
和
三
六
年

昭
和
三
六
年

昭
和
六
三
年
一

平
成

年

四

平
成

年

六

六

平
成
三
年
工

平
成
三
一
年
九

平
成
一
四
年
五

平
成
一
五
年
五

平
成
一
九
年
七

宜1

個
人
研
究

古
代
倭
国
王
の
宗
教
的
葛
藤
に
つ
い
て
の
研
究

平
林
章
仁

(
研
究
の
目
的
)
六
世
紀
前
葉
に
百
済
国
王
か
ら
倭
国
に
仏
教
が
変
さ
れ
た
際
、
倭
国
王

は
そ
の
信
仰
の
受
容
を
め
ぐ
り
、
臣
下
に
諮
問
し
て
自
ら
決
す
る
こ
と
は

出
来
な
か
っ
た
と
『
日
本
書
紀
』
は
伝
え
て
い
る
。
結
果
、
強
硬
な
反
対

意
見
に
従
っ
て
、
倭
国
王
は
そ
の
雲
合
を
拒
ん
だ
と
い
う
。
そ
う
し
た
状

況
は
ほ
ぼ
一
世
紀
近
く
も
存
続
し
、
倭
国
王
の
仏
教
信
仰
受
容
に
は
長
い

時
間
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
誤
解
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
仏
教

は
百
済
・
倭
国
の
国
家
間
交
渉
の
一
環
と
し
て
わ
が
国
に
寳
さ
れ
、
国
家

と
し
て
は
受
容
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

、

C

第
一
章
総

則

第
一
条
こ
の
規
程
は
、
龍
谷
大
学
学
則
第
七
0
条
に
定

め
る
仏
教
文
化
研
究
所
(
以
下
「
仏
文
研
」
と
い
う
。
)

に
つ
い
て
、
そ
の
組
織
及
ぴ
運
営
等
必
要
な
事
項
を

定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
二
条
仏
文
研
は
、
龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
内
に
置
く
。

第
三
条
仏
文
研
は
、
仏
教
文
化
及
ぴ
そ
の
関
連
領
域
に

関
す
る
総
合
的
学
術
研
究
並
び
に
国
際
的
研
究
交
流

を
行
い
、
も
つ
て
学
術
研
究
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

第
四
条
仏
文
研
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に

次
の
事
業
を
行
う
。

仏
教
文
化
及
ぴ
そ
の
関
連
領
域
に
関
す
る
研
究
・

1

調
査

2
 
研
究
・
調
査
に
必
要
な
図
書
・
資
料
及
ぴ
情
報
の

収
集
、
管
理

紀
要
叢
書
、
所
報
等
研
究
成
果
の
刊
行

研
究
会
、
公
開
講
座
講
演
会
等
の
開
催

4

国
内
外
の
大
学
及
ぴ
研
究
機
関
と
の
研
究
交
流

5

そ
の
他
前
条
の
目
的
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
な

事
業第

二
章
運
営
会
議

第
五
条
仏
文
研
に
、
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
審
議
・
決

定
す
る
た
め
、
仏
教
文
化
研
究
所
運
営
会
議
(
以
下

「
運
営
会
議
」
と
い
う
J
 
を
置
く
。

ニ
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
は
、
運
営
会
議
に
お
い
て

決
定
す
る
。

事
業
計
画
に
関
す
る
こ
と
。

研
究
所
予
算
に
関
す
る
こ
と
。

指
定
研
究
、
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
研
究
の
設
置
・
廃
止

に
関
す
る
こ
と
。

4
 
研
究
員
及
び
委
託
研
究
員
の
受
入
れ
に
関
す
る
こ

と

そ
の
他
仏
文
研
に
お
け
る
重
要
な
事
項

第
六
条
運
営
会
議
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
で
構

成
す
る
。

一
日

月

一
日

月
二
月
一
日

月
一
六
日

月
九
日

月
二
五
日

月
二
七
日

月
一
六
日

月
一
五
日

月
五
日

C
所
長
及
ぴ
副
所
長

文
学
部
教
授
会
が
選
任
す
る
者

短
期
大
学
部
教
授
会
が
選
任
す
る
者

学
長
が
指
名
す
る
老

専
任
研
究
員

研
究
部
事
務
部
長

ニ
、
前
号
第
二
号
、
第
三
号
、
第
四
号
及
び
第
五
号
に
ょ

る
者
の
任
期
は
、
一
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
再
任
を

妨
げ
な
い
。

第
七
条
運
営
会
議
は
、
所
長
が
必
要
と
認
め
る
都
度
招

集
し
、
所
長
は
会
議
の
議
長
と
な
る
。

第
八
条
運
営
会
議
は
、
構
成
員
の
過
半
数
の
出
席
に
ょ

り
成
立
し
、
議
事
は
出
席
者
の
過
半
数
の
同
意
に
ょ

り
決
定
す
る
。

第
三
章
組
織

第
九
条
仏
文
研
に
研
究
調
査
部
及
ぴ
素
部
を
設
け
る
。

ニ
、
研
究
調
査
部
は
、
第
四
条
に
規
定
す
る
事
業
の
う
ち

研
究
及
ぴ
調
査
並
ぴ
に
各
指
定
研
究
及
び
各
プ
ロ

、

ジ
エ
ク
ト
研
究
の
推
進
・
調
整
に
関
す
る
事
業
を
分

担
す
る
。

三
、
事
業
部
は
、
第
四
条
に
規
定
す
る
事
業
の
う
ち
、
資

料
の
収
集
・
整
理
及
び
研
究
成
果
の
公
刊
並
ぴ
に
研

究
交
流
等
に
関
す
る
事
業
を
分
担
す
る
。

第
一
0
条
仏
文
研
に
、
特
定
の
課
題
を
研
究
す
る
指
定

研
究
を
置
く
。

第
二
条
仏
文
研
に
、
常
設
研
究
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
・
特

別
指
定
研
究
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
及
ぴ
時
限
研
究
プ
ロ
ジ

エ
ク
ト
を
置
く
0

ニ
、
常
設
研
究
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

真
宗
学
研
究
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト

仏
教
学
研
究
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト

仏
教
史
学
研
究
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト

三
、
特
別
指
定
研
究
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
は
、
次
の
と
お
り
と

す
る
。西

域
文
化
研
究
会

仏
典
翻
訳
研
究
会

大
蔵
経
学
術
用
語
研
究
会

四
時
限
研
究
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
は
、
必
要
の
都
度
設
置
す

る
。

第
一
一
系
仏
文
研
に
設
置
す
る
指
定
研
究
及
び
プ
ロ
ジ

エ
ク
ト
研
究
は
、
研
究
の
活
性
化
・
高
度
化
を
推
進

す
る
た
め
に
運
営
会
議
が
必
要
と
認
め
る
場
合
「
付

属
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
呼
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ニ
、
付
属
研
究
セ
ン
タ
ー
の
運
営
等
に
つ
い
て
は
別
途
に

定
め
る
。第

四
章
職
員
組
織

第
一
三
条
仏
文
研
に
、
所
長
及
ぴ
副
所
長
各
一
名
を
置

ナ
名

一
名

若
干
名

第
二
0
条
客
員
研
究
員
は
、
学
外
の
研
究
者
で
そ
の
身

分
の
ま
ま
一
定
期
間
仏
文
研
に
所
属
し
て
、
研
究
・

調
査
活
動
に
従
事
す
る
者
を
い
う
。

ニ
、
客
員
研
究
員
は
、
所
長
が
候
補
者
を
推
薦
し
、
運
営

会
議
の
承
認
を
経
て
、
学
長
が
委
嘱
す
る
。

第
二
条
嘱
託
研
究
員
は
、
前
三
条
に
規
定
す
る
以
外

の
者
で
仏
文
研
の
活
動
に
参
加
す
る
者
を
い
う
。

ニ
、
嘱
託
研
究
員
の
任
用
は
、
前
条
第
二
項
の
規
程
を
準

用
す
る
。

第
二
二
条
仏
文
研
は
、
受
託
研
究
員
を
受
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
。

ニ
、
受
託
研
究
員
の
受
入
れ
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
。

第
六
章
補

則

第
二
三
条
仏
文
研
に
、
仏
文
研
の
事
務
を
処
理
す
る
た

め
仏
文
研
事
務
室
を
置
く
。

ニ
、
仏
文
研
事
務
室
に
、
必
要
な
事
務
職
員
を
置
く
。

第
二
四
条
こ
の
規
程
の
改
正
又
は
廃
止
は
、
運
営
会
議

の
発
議
に
ょ
り
大
学
評
議
会
に
お
い
て
決
定
す
る
。

一
、
こ
の
規
程
は
、
昭
和
六
三
年
三
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

ニ
、
こ
の
規
程
の
施
行
に
伴
い
、
従
前
の
仏
教
文
化
研
究

所
規
程
(
昭
和
六
三
年
四
月
一
日
施
行
)
は
、
廃
止

す
る
。

三
、
こ
の
規
程
施
行
当
初
の
所
長
は
、
第
二
条
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
従
前
の
規
定
に
ょ
る
所
長
が
あ
た
る

も
の
と
し
、
運
営
会
議
は
、
第
六
条
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
従
前
の
規
定
に
ょ
る
協
議
委
員
を
以
て
構
成

す
る
も
の
と
す
る
。

則
(
平
成
四
年
一
月
一
六
日
題
名
、
第
一
条
改
正

こ
の
規
程
は
、
平
成
四
年
一
月
一
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

(
平
成
六
年
六
月
九
日
第
六
条
改
正

則

こ
の
規
程
は
、
平
成
六
年
六
月
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

則
(
平
成
三
年
三
月
二
五
日
第
二
条
改
正

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
亙
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(
抄
)
(
平
成
工
二
年
九
月
二
七
日
第
六
条
改

則

一
、
こ
の
規
程
は
、
平
成
工
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
0

(
平
成
一
四
年
五
月
一
六
日
第
六
条
改
正

則

こ
の
規
程
は
、
平
成
一
四
年
四
月
一
日
か
ら
葹
行
す
る
。

(
平
成
一
五
年
五
月
一
五
日
第
一
五
条
改
正

則

一
、
こ
の
規
程
は
、
平
成
一
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

ニ
、
こ
の
規
程
の
施
行
に
伴
い
、
現
に
、
仏
教
文
化
研
究

所
事
務
室
事
務
長
に
あ
る
者
は
、
こ
の
規
程
に
ょ
る

課
長
と
み
な
す
。

(
平
成
一
九
年
七
月
五
日
第
一
一
条
新
設
、
第

則
三
一
条
以
下
繰
下
、
第
一
六
条
改
正

こ
の
規
程
は
、
平
成
一
九
年
七
月
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

ニ
、
所
長
は
、
仏
文
研
の
業
務
を
統
括
し
、
仏
文
研
を
代

表
す
る
。

三
、
副
所
長
は
、
所
長
を
補
佐
し
、
所
長
事
故
あ
る
時
は

そ
の
職
務
を
代
理
す
る

0

四
所
長
及
び
副
所
長
は
、
運
営
会
議
の
推
薦
す
る
者
に

対
し
て
、
学
長
が
任
命
す
る
。

五
所
長
及
ぴ
副
所
長
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。
た
だ

し
再
任
を
妨
げ
な
い
。

第
一
四
条
第
九
条
に
定
め
る
部
に
、
主
任
一
名
を
置
く
。

ニ
、
主
任
は
、
各
部
の
業
務
を
調
整
処
理
す
る
。

三
、
主
任
は
、
本
学
(
短
期
大
学
部
を
含
む
。
以
下
、
同

じ
。
)
の
専
任
教
育
職
員
の
内
か
ら
、
運
営
会
議
に
お

い
て
選
任
す
る
。

第
一
五
条
第
三
条
に
定
め
る
研
究
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
主
査
一
名
を
置
く
。

ニ
、
主
査
は
、
当
該
研
究
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
を
主
宰
し
、
そ

の
活
動
を
調
整
推
進
す
る
。

三
、
主
査
は
、
本
学
専
任
教
育
職
員
の
内
か
ら
、
運
営
会

議
に
お
い
て
選
任
す
る
。

第
一
六
条
運
営
会
議
の
決
定
事
項
の
執
行
及
び
委
任
事

項
の
処
理
並
ぴ
に
日
常
業
務
の
連
絡
・
調
整
を
図
る

た
め
、
所
長
の
も
と
に
常
任
委
員
会
を
置
く
。

ニ
、
常
任
委
員
会
は
、
次
の
各
号
の
者
で
構
成
す
る
。

所
長
及
ぴ
副
所
長

一
四
条
に
定
め
る
主
任

運
営
会
議
が
選
任
す
る
者
若
干
名

仏
文
研
課
長

⑭
三
、
常
任
委
員
会
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
主
査
を
加
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

第
五
章
研
究
員

第
一
七
条
仏
文
研
に
、
次
に
掲
げ
る
研
究
員
を
置
く
。

専
任
研
究
員

兼
任
研
究
員

2

客
員
研
究
員

嘱
託
研
究
員

第
一
八
条
専
任
研
究
員
は
、
仏
文
研
に
所
属
す
る
専
任

教
育
職
員
で
、
専
ら
研
究
・
調
査
に
従
事
す
る
者
を

V
、
つ

ニ
、
専
任
研
究
員
の
任
用
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
。

第
一
九
条
兼
任
研
究
員
は
仏
文
研
の
活
動
に
参
加
す

る
本
学
の
専
任
教
職
員
を
い
う
。

ニ
、
兼
任
研
究
員
は
、
所
長
が
候
補
者
を
推
薦
し
、
学
長

が
委
嘱
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
候
補
者
が
専
任
教
育

職
員
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
候
補
者
の
所
属
す
る
教

授
会
の
承
認
を
得
る
も
の
と
す
る
。

三
、
専
任
教
職
員
は
所
長
に
対
し
て
、
兼
任
研
究
貝
と
な

る
こ
と
を
願
出
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

四
兼
任
研
究
員
の
任
期
は
、
一
年
間
又
は
二
年
間
と
す

る
。

た
だ
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。
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(
研
究
計
画
)

に
ょ
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
成
果
を
基
盤
と
し
つ
つ
、
よ
り
包
括
的
な
研
究
へ

と
進
展
さ
せ
る
べ
く
新
た
に
共
同
研
究
を
始
め
て
お
り
、
二
0
 
三
年
度

も
そ
の
継
続
を
申
請
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
遂
行
し
て
い
る
研
究
と
、
今
後
予
定
さ
れ
る
研
究
計
画
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

二
0
0
八
年
度
共
同
研
究
一
「
近
世
仏
教
に
お
け
る
教
学
論
争
と
書
籍
の

刊
行
1
三
業
惑
乱
を
中
心
に
1
」

・
『
願
生
帰
命
弁
』
の
翻
刻
な
ら
び
に
註
釈
的
研
究

・
『
願
生
帰
命
弁
』
へ
の
第
一
次
批
判
書
の
翻
刻
な
ら
ぴ
に
註
釈
的
研

究

二
0
0
九
年
度
個
人
研
究
一
殿
内
恒
「
三
業
惑
乱
関
連
書
籍
の
翻
刻
と
注

釈
」

・
『
願
生
帰
命
弁
』
翻
刻
デ
】
タ
に
基
づ
く
本
文
・
註
釈
作
成

・
第
一
次
批
判
書
翻
刻
デ
ー
タ
の
作
成
、
本
文
・
註
釈
の
検
討

・
学
林
側
か
ら
の
第
一
次
批
判
書
へ
の
論
駁
書
の
調
査
・
収
集

二
0
0
九
年
度
個
人
研
究
一
井
上
善
幸
「
大
瀛
『
浄
土
真
宗
金
剛
鉾
』

と
『
横
超
直
道
金
剛
鉾
』
の
対
照
翻
刻
」

・
「
金
剛
鉾
』
諸
本
の
収
集

・
『
浄
土
真
宗
金
剛
鉾
』
の
本
文
デ
ー
タ
の
入
力
及
び
校
正

・
『
横
超
直
道
金
剛
鉾
』
の
本
文
デ
ー
タ
の
入
力
及
び
校
正

・
『
浄
士
真
宗
金
剛
錬
』
か
ら
『
横
超
直
道
金
剛
鉾
』
に
至
る
諸
本
の

比
較
検
討

二
0
-
0
年
度
共
同
研
究
一
「
三
業
惑
乱
関
連
書
籍
の
翻
刻
と
註
釈
」

・
第
二
次
批
判
書
群
の
調
査
・
収
集
翻
刻
な
ら
び
に
註
釈
的
研
究

・
第
二
次
批
判
書
群
に
対
す
る
学
林
側
の
論
駁
書
の
調
査
・
収
集

二
0
 
三
年
度
共
同
研
究
一
「
三
業
惑
乱
関
連
書
籍
の
翻
刻
と
註
釈
」

傘
筵・

第
二
次
批
判
書
群
に
対
す
る
学
林
側
の
論
駁
書
の
翻
刻
な
ら
び
に
註

釈
的
研
究

・
論
争
に
関
す
る
諸
文
献
の
内
容
研
究
に
向
け
た
基
盤
形
成
研
究

教
育
学
悩
み
に
対
す
る
宗
教
的
・
心
理
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
関
す
る
研
究
(
一
年
次
)

主
任
・
吉
川
悟
研
究
員
一
 
0
名

.

、
(

(
研
究
の
目
的
)
人
間
は
悩
み
を
持
つ
動
物
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
悩
み
を
解
決
す
る

こ
と
で
精
神
的
に
進
化
し
て
き
た
と
い
ぇ
る
。
そ
の
人
間
の
持
つ
悩
み
は

大
き
く
分
け
て
二
種
類
あ
る
。
一
つ
は
宗
教
的
な
悩
み
で
あ
り
、
も
う
一

つ
は
心
理
的
な
悩
み
で
あ
る
。
こ
の
宗
教
的
な
悩
み
は
、
仏
教
で
い
う
四

苦
八
苦
す
な
わ
ち
生
苦
、
老
苦
、
病
苦
、
死
苦
、
愛
別
雜
苦
、
怨
憎
会
苦

求
不
得
苦
、
五
蓮
盛
苦
な
ど
で
あ
り
、
特
に
死
に
対
す
る
悩
み
が
中
心
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
心
理
的
な
悩
み
は
、
日
常
生
活
に
お
け
る
個
々
の

悩
み
で
あ
り
、
こ
の
世
を
如
何
に
生
き
て
い
く
の
か
が
中
心
と
な
る
0

ま
た
従
来
の
日
本
で
は
、
人
々
の
悩
み
に
つ
い
て
の
解
決
方
法
と
し
て
、

各
々
の
檀
家
寺
の
住
職
に
相
談
す
る
と
い
う
伝
統
が
あ
っ
た
。
し
か
し
近

年
、
社
会
が
近
代
化
さ
れ
、
そ
の
構
造
が
複
雑
に
な
る
に
従
い
、
人
々
の

悩
み
も
多
様
化
し
、
単
な
る
人
間
性
や
経
験
だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
な
く

な
っ
て
き
た
。
こ
の
た
め
、
人
々
の
悩
み
に
対
応
す
る
に
は
、
一
定
の
知

識
と
技
術
が
要
求
さ
れ
、
今
日
、
多
種
多
様
な
臨
床
心
理
学
的
ア
プ
ロ
ー

チ
(
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
)
と
い
う
概
念
が
で
き
あ
が
り
発
展
し
た
。

そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
生
死
を
中
心
と
し
た
宗
教
的
な
悩
み
に
対
す
る

ア
プ
ロ
ー
チ
(
関
り
)
と
日
常
生
活
を
忠
と
し
た
、
心
理
的
悩
み
に
対
す

る
ア
プ
ロ
】
チ
の
接
点
お
よ
び
相
違
点
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
宗

教
活
動
と
悩
み
の
相
談
活
動
の
統
合
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

(
研
究
計
画
)
<
初
年
度
>

宗
教
的
悩
み
と
心
理
学
的
悩
み
の
研
究

人
と
し
て
生
れ
た
こ
と
に
ょ
り
、
全
人
類
共
通
の
課
題
で
あ
り
誰
し
も

が
も
つ
生
死
の
問
題
を
宗
教
的
悩
み
の
中
心
と
考
え
、
そ
の
悩
み
に
対
す

る
解
決
方
法
の
あ
り
方
を
、
仏
教
特
に
浄
士
真
宗
の
教
義
の
観
点
か
ら
分

析
す
る
。
ま
た
、
日
常
生
活
に
起
因
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
人
に
ょ
っ
て
異
な

る
心
理
的
な
悩
み
に
対
す
る
解
決
方
法
の
あ
り
方
を
、
非
指
示
的
療
法
の

観
点
か
ら
分
析
す
る
。

<
次
年
度
>

宗
教
的
悩
み
の
解
決
過
程
と
心
理
学
的
悩
み
の
解
決
過
程
を
、
具
体
的

な
事
例
を
と
お
し
検
証
し
、
そ
の
接
点
と
相
違
点
に
つ
い
て
考
察
を
加
え

る
。

4
 
仏
教
史
学
晴
代
に
お
け
る
造
塔
・
造
像
銘
文
の
調
査
・
研
究
二
年
次
)

3
、

7

Aus der schule det sarV互StiV互dins. rext, obetsetzun召', Anmetkun召'en und
Indたes.[unpublished habilitation thesis].

SHT 需 Sanskrithandschri1Ξ'en aus den Tur1号n五lnden. Tei1 1-4, wiesbaden; Tei1 5-10,

Stutt名art: Franz steiner,1965-2008.

SIMSON, Geor名Von

Pt互訂hlok紹Satta der saN巨StiVえ'dms. Tei11ι' Kiitische rextauS召'abe, obetsetzun今,2000

Wor訂hdex.(sanskrittexte aus den Turfanfunden,×1). Gδttin名en: vandenhoeck

δι Ruprecht.
W丘LE, Klaus

Survey of the sanskrit manuscripts in the Turfan c0Ⅱection. Lecture held at the2005

Conference P1召'it証isierung der chmesiゞchen, tibetischen, sytbchen und sansktit-

Texte derBerlmer Tur1をnsammlung,June 2,2005, Berlin. see

http://WWW.bbaw.de/bbaw/Forschung/Forschungsprojekte/turfanforschung/de/
IDPBerlin.

C C

<平成二二年度登録図書一覧>

08νRYU/26 仏教とカウンセリング/友久久雄編

414.6/KOY/高野山壇上伽藍整備事業(中門再建事

業)に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

/高野町教育委員会,元興寺文化財研

究所編

0Ⅱ2/GAN/金剛寺の版木:財大和文化財保存会援

助事業による/元興寺文化財研究所

[編][正篇]

俄羅斯國立艾爾米塔什博物館藏黒水城023/1161/101

藝術品/俄羅斯國立艾爾米塔什博物

館,西北民族大學,上海古籍出版社編

纂

081/KON/104 「痛みの情報処理過程における鉞鎮痛

の作用機序上多チャンネル脳波計に

よる責任部位の同定

081/KON/105 バルク敏感光電子分光による 1次元構

造を持つホーランダイト型バナジウム

酸化物に見られる金属絶縁体転移の起

源解明

488.2/OKA/八色の姓と古代氏族/岡森福彦著

208/ STM/25 Crossfire : shingon・Tendai strife as

Seen in tw'o twe出h・cen加ry pole111ics,

With special references to their

backgound in Ta11g china / Jinhua

Chen

208/ STM/26 The theory of karman in the

Abhidharmasamuccaya / Achim

Bayer

()

-22 -

◇研究所収書目録◇

422.m4/ TON /11

422.035/ TO K /15

0112/ GAN /

敦煌吐魯番研究第Ⅱ卷/香港中華文

化促進中心等合辧

唐研究第15卷/榮新江主編

金剛寺の版木:財大和文化財保存会援

助事業によるノ元興寺文化財研究所

[編]摺写物篇

智山の真言:常用経典における真言の

解説

List of publications received /

[1nternational c011ege for Advanced

Budd11ist S加価es Libraryl no.12

敦煌學國際聯絡委員會通訊 2008=

Newsletter of lnternational Liaison

Committee for Dunhuang studies /

都春文主編;周尚兵副主編

高野山麓の六斎念仏/紀伊山地の霊場

と参詣道関連地域伝統文化伝承事業実

行委員会編集

君牡翊谷弓却却/[肝国斗司包

田委ヱ祖曽〒企剰]1

晋牡翊秀弓却初/[人1国斗可翹

田雪ヱ祖包〒全弔]2

雪牡翊君弓引却/[人1国叫卦剖

凪委ヱ祖包〒全迴]3

雪牡翊君弓却創/[肝国斗司翹

処委ヱ祖就〒企剰]4

雪牡翊谷弓却却/[人1国斗卦剖

田雪ヱ祖包〒企項]5

妥牡翊秀弓司利/[凡国叫司翹

266.8/ C H I /15

0173/ 1 NT /12

4222/ KAK /

574/ K 1 1 /

241/ HA C /1

24ν HAC /2

24ν HAC /3

24ν HAC /4

241/ HAC /5

24ν HAC /6



主
任
・
佐
藤

(
研
究
の
目
的
)

智
水
研
究
員
七
名

本
研
究
は
、
三
百
年
に
わ
た
る
分
裂
状
況
を
統
一
し
た
隣
王
朝
が
、
南

北
に
分
か
れ
て
展
開
し
た
南
北
朝
仏
教
を
統
合
す
る
と
共
に
新
た
な
展
開

を
み
せ
る
そ
の
あ
り
さ
ま
を
、
文
献
資
料
に
加
え
て
、
造
寺
・
造
塔
・
造

像
銘
文
の
収
集
整
理
に
ょ
っ
て
、
晴
代
仏
教
の
研
究
を
一
歩
進
め
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
0

南
北
朝
S
晴
と
い
う
時
代
は
、
仏
教
が
中
国
全
士
に
広
ま
っ
て
、
寺
院

の
ほ
か
石
仏
・
石
塔
や
石
窟
が
無
数
に
造
ら
れ
(
唐
の
法
琳
『
弁
正
論
』

に
ょ
れ
ば
晴
後
期
ま
で
に
百
五
十
万
体
以
上
と
い
、
つ
)
、
そ
れ
ら
に
刻
ま

れ
た
銘
文
史
料
は
飛
躍
的
に
豊
富
と
な
る
時
代
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
銘
文

史
料
は
、
地
域
状
況
と
密
接
に
か
か
わ
る
仏
教
の
あ
り
方
、
そ
し
て
人
間

関
係
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
情
報
の
流
れ
・
支
配
構
造
な
ど
地
域
に
展
開
す

る
社
会
像
を
模
索
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
本
研
究
の
基

本
的
視
座
で
あ
る
。

ま
た
、
晴
代
は
遣
晴
使
を
通
し
て
我
が
国
と
の
関
係
が
緊
密
化
す
る
時

代
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
も
中
国
に
展
開
し
た
仏
教
と
日
本
仏
教
と
の
関

係
を
知
る
手
掛
か
り
と
も
な
り
、
つ
る
も
の
で
あ
る
。

到
達
目
標
は
、
陪
代
に
お
け
る
造
寺
・
造
塔
・
造
像
銘
文
の
目
録
作
成
、

及
び
新
史
料
に
基
づ
く
考
察
で
あ
る
。

初
年
度
は
、
主
と
し
て
旧
北
斉
領
域
に
あ
た
る
河
北
省
・
山
東
省
・
山

西
省
・
河
南
省
地
域
の
現
地
調
査
を
行
い
、
未
紹
介
の
石
窟
や
遺
跡
、
仏

教
文
物
の
史
料
を
収
集
す
る
。

ま
た
、
従
来
紹
介
さ
れ
て
い
る
遺
跡
・
文
物
の
所
在
確
認
と
写
真
撮

影
・
移
録
・
拓
本
収
集
を
行
う
。

次
年
度
は
、
主
と
し
て
旧
北
周
領
域
に
あ
た
る
峽
西
省
・
甘
粛
省
・
四

川
省
地
域
の
現
地
調
査
を
行
い
、
未
紹
介
の
石
窟
や
遺
跡
、
仏
教
文
物
の

史
料
を
収
集
す
る
。

(
研
究
計
画
)

C1

常
設
研
究

真
宗
学
現
代
社
会
と
浄
土
真
宗
倉
一
年
次
)

主
任
・
林
智
康
研
究
員
二
二
名

(
研
究
の
目
的
)
混
迷
す
る
現
代
社
会
に
お
い
て
、
浄
士
真
宗
の
教
え
は
ど
の
よ
う
に
対

、

応
で
き
る
の
か
、
ま
た
、
苦
悩
す
る
現
代
の
人
々
を
真
宗
の
教
学
者
は
、

い
か
に
教
え
導
く
こ
と
が
出
来
る
の
か
。
浄
士
真
宗
の
教
え
の
伝
統
を
踏

ま
え
て
、
現
代
社
会
の
諸
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
各
専
門
の
領
域

の
分
野
か
ら
の
研
究
を
進
め
、
現
代
教
学
の
樹
立
を
試
み
た
い
。

現
代
社
会
の
諸
問
題
と
し
て
具
体
的
に
は
、
生
命
・
環
境
・
人
権
・
家

族
・
倫
理
・
科
学
・
平
和
・
諸
宗
教
等
、
様
々
な
内
容
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
諸
問
題
は
、
現
代
社
会
を
生
き
る
人
間
に
と
っ
て
、
直
接
・
問

接
と
も
に
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
避
け
て
通
れ
な
い
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
各
研
究
員
の
専
門
分
野
か
ら
問
題
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
、

研
究
を
進
め
て
い
く
。

平
成
二
十
一
年
度
四
月
に
、
大
学
院
に
お
い
て
従
来
の
文
学
研
究
科
真

宗
学
専
攻
に
加
え
て
、
実
践
真
宗
学
研
究
科
実
践
真
宗
学
専
攻
が
開
設
さ

れ
た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
真
宗
学
科
に
所
属
す
る
専
任
教
員
・
特
任
教
員

と
、
実
践
真
宗
学
研
究
科
に
所
属
す
る
教
員
が
、
直
接
的
あ
る
い
は
間
接

的
に
連
携
し
、
相
互
に
協
力
し
て
、
研
究
の
成
果
を
教
育
に
還
元
す
べ
く

プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
を
遂
行
し
て
い
く
0

そ
れ
ら
の
研
究
成
果
を
統
合
し
、
現
代
社
会
が
抱
え
る
様
々
な
問
題
に

対
し
て
、
真
宗
の
立
場
か
ら
提
言
を
な
す
こ
と
が
最
終
的
な
到
達
目
標
で

あ
る
。研

究
員
の
専
門
分
野
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
研
究
員
が
、
そ
れ
ぞ

れ
関
心
の
あ
る
問
題
を
忠
に
研
究
テ
ー
マ
を
決
め
、
研
究
会
を
定
期
的

に
開
催
す
る
こ
と
で
、
相
互
に
研
究
内
容
を
深
め
て
い
く
。

・
浄
士
教
理
史
一
川
添
泰
信
・
殿
内
恒
・
井
上
善
幸
・
高
田
文
英
・
井
上

見
淳

・
真
宗
教
義
学
一
内
藤
知
康
・
那
須
英
勝
・
杉
岡
孝
紀
・
武
田
晋
・
玉
木

興
慈

・
真
宗
教
学
史
一
林
智
康
・
龍
溪
章
雄
・
藤
能
成
・
岩
田
真
美

・
真
宗
伝
道
学
一
深
川
宣
暢
・
デ
ニ
ス
ヒ
ロ
タ
・
嵩
満
也
・
鍋
島
直
樹
・

清
岡
隆
文
・
田
畑
正
久
・
吾
勝
常
行
・
葛
野
洋
明

初
年
度
(
二
0
0
九
年
度
)
は
、
基
礎
的
研
究
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の

研
究
成
果
・
資
料
を
網
羅
的
に
収
集
し
、
先
行
研
究
を
批
判
的
に
考
察
す

る
。
具
体
的
に
は
、
研
究
員
個
々
の
専
門
領
域
(
時
代
・
分
野
)
に
お
け

(
研
究
計
画
)

CC

゛

.
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(C

241/ HAC /フ

241/ HAC 侶

241/ HAC /9

里碧ヱ祖曽〒生里]6

宥牡瑚谷弓司創/[人1国斗卦翹

目委ヱ祖督〒全剰]フ

妥牡翊谷祖却司/[人1國叫可翹

田雪ヱ祖里〒企項]8

晋牡翊谷弓引却/[人1国斗卦翹

里善ヱ翌里〒全剰]9

雪牡瑚谷弓駅却/[人1国叫司翹

田委ヱ祖包〒全項]10

雪牡翊君弓却却/[肝訓叫卦剖

田善ヱ祖曽〒全項]Ⅱ

宥牡翊君弓司却/[人}国斗卦翹

田委ヱ祖包〒企追]12

晋牡翊君弓却利/[人}司叫目翹

里雪ヱ祖翹〒企項]13

暑牡翊弓弓司却/[人1国叫卦翹

田弄ヱ祖包〒企項]14

雪牡翊祉弓司利/[人1司叫司翹

凹雪ヱ祖包〒企雫]15

法華経関係雑誌論文データベース:立

正大学法華経文化研究所蒐集/[立正

大学法華経文化研究所制作]1900年

・1%9年

山西通志,184卷/(清)王軒等纂修

第1朋:序言目録

山西通志,184卷/(清)王軒等纂修

第2冊:巻1至巻3

山西通志,184卷/(清)王軒等纂修

第3冊:巻4至巻8

山西通志,184卷/(清)王軒等纂修

第4冊:巻9至巻13

山西通志,184卷/(清)王軒等纂修

第5朋:巻14至巻22

山西通志,184卷/(清)王軒等纂修

第6朋:巻23至巻30

山西通志,184卷/(清)王軒等纂修

第7朋:巻31至巻39

山西通志,184卷/(清)王軒等纂修

第8珊:巻40至巻49

山西通志,184卷/(清)王軒等纂修

第9冊:巻50至巻57

山西通志,184卷/(清)王軒等纂修

第10朋:巻58至巻69

山西通志,184卷/(清)王軒等纂修

第11朋:巻70至巻80

山西通志,184卷/(清)王軒等纂修

第12冊:巻81至巻88

山西通志,184卷/(清)王軒等纂修

第13朋:巻89至巻 100

山西通志,184卷/(清)王軒等纂修

第 14冊:巻 101至巻 107

241/ HA C /10

241/ HA C /11

241/ HA C /12

241/ HAC /13

241/ HAC /14

24V HAC /15

4222/SAN/15

023.476/15/

4222/SAN/16

C22/SAN/17

山西通志,184卷/(清)王軒等纂修

第 15冊:巻 108至巻 115

山西通志,184卷/(清)王軒等纂修

第 16冊:巻 116至巻 125

山西通志,184卷/(清)王軒等纂修

第 17冊:巻 126至巻 135

山西通志,184卷/(清)王軒等纂修

第18冊:巻136至巻IC

山西通志,184卷/(清)王軒等纂修

第 19冊:巻 143至巻 152

山西通志,184卷/(清)王軒等纂修

第20朋:巻 153至巻 161

山西通志,184卷/(清)王軒等纂修

第21冊:巻 162至巻 173

山西通志,184卷/(清)王軒等纂修

第22冊:巻174至巻184

軍事援護の世界:軍隊と地域社会/郡

司淳著

今、ここに生きる仏教/大谷光真,上

田紀行著

誰も書かなかった親鸞:「伝絵の真実」

/同朋大学仏教文化研究所編

西本願寺御影堂「平成の大修復」全記

録:一九九九、二00九/講談社編

発達障害とその周辺の子どもたち:発

達促進の基礎知識/尾崎洋一郎,尾崎

誠子著;草野和子イラスト

現代語訳妙法蓮華経/藤井教公訳

暴力・いじめと教育/山口治著

発達障害の教育相談:理解深化への手

ぴき/久我利孝著

通じ合うことの心理臨床:保育・教育

のための臨床コミュニケーション論/

肥後功一著

旧石器時代の地域編年的研究/安斎正

人,佐藤宏之編

ことばを生きる力に:心身障害学級・

養護学校詩文集第1集/江口季好編

知的障害者の青年期への自立をめざし

て/江口季好編

コミュニケーション障害の心理/大石

益男編著

子どものりハビリテーション/石田三

郎著

志士の行方:斎藤壬生雄の生涯/丑木

幸男著

学童疎開/内藤幾次著

理想の村を求めて:地方改良の世界/

郡司美枝著

日本の朝鮮・韓国人/樋口雄一著

青年の世紀/多仁照廣著

C22/SAN/1

4222/SAN/18

C22/SAN/2

C22/SAN/19

4222/SAN/3

4222/SAN/20

C22/SAN/4

4222/SAN/21

C22/SAN/5

4222/SAN/22

4222/SAN/6

410.08ΦOS/フ

4222/SAN/フ

1052/OTA/'

C22/SAN/8

196.1ΦOH/

4222/SAN/9

712.61/KOD/

4222/SAN/10

567/OZA/

4222/SAN/11

2413/FUJ/
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る
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
今
後
の
課
題
を
明
確
に
す
る
。

次
年
度
(
二
0
 
-
 
0
年
度
)
は
、
引
き
続
き
研
究
成
果
・
資
料
の
収
集

を
継
続
し
つ
つ
、
前
年
度
ま
で
の
成
果
を
基
礎
と
し
て
、
過
年
度
ま
で
の

真
宗
学
科
常
設
研
究
「
真
宗
伝
道
学
の
研
究
」
「
教
理
史
に
お
け
る
実
践

学
の
研
究
」
「
浄
土
教
に
お
け
る
救
済
思
想
の
展
開
」
の
成
果
を
援
用
し
、

各
部
門
の
研
究
グ
ル
ー
プ
に
於
い
て
発
表
を
お
こ
な
う
こ
と
を
通
し
て
、

研
究
員
相
互
が
問
題
意
識
を
共
有
し
、
現
代
社
会
の
か
か
え
る
諸
問
題
を

包
み
な
が
ら
、
浄
土
教
に
お
け
る
救
済
思
想
の
意
義
を
研
究
す
る
。

最
終
年
度
(
二
0
三
年
度
)
は
、
各
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
研
究
談
話
会

の
継
続
と
と
も
に
、
印
度
学
佛
教
学
会
で
の
パ
ネ
ル
発
表
・
各
種
学
会
で

の
研
究
発
表
・
論
文
執
筆
を
行
い
、
研
究
成
果
を
ま
と
め
る
。
ま
た
、
資

料
収
集
の
整
理
を
行
う
。

仏
教
学
唯
識
思
想
の
研
究
(
三
年
次
)

主
任
・
芳
村
博
実
研
究
員
二
八
名

(
研
究
の
目
的
)
唯
賢
想
は
、
中
観
思
想
と
並
ん
で
イ
ン
ド
大
乗
仏
教
の
根
幹
を
成
す

思
想
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
真
諦
や
玄
奘
に
ょ
っ
て
中
国
の
地
に
紹
介
さ
れ
、

玄
奘
の
弟
子
窺
基
に
ょ
っ
て
法
相
宗
と
し
て
確
立
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
道

昭
ら
の
入
唐
僧
に
ょ
っ
て
日
本
に
伝
え
ら
れ
、
南
都
六
宗
の
一
つ
と
し
て

法
相
唯
識
の
思
想
は
興
福
寺
を
中
心
に
隆
盛
を
極
め
た
。

本
研
究
の
最
終
的
な
目
的
は
、
イ
ン
ド
に
発
し
、
中
国
を
経
て
、
日
本

に
伝
わ
っ
た
唯
識
思
想
を
歴
史
的
・
総
合
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ

る
。
期
間
内
の
具
体
的
な
到
達
目
標
は
、
「
研
究
計
画
・
方
法
」
の
項
で

述
べ
る
よ
う
に
、
既
に
進
行
中
の
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
の
文
献
学
的
研
究

に
ょ
っ
て
イ
ン
ド
に
お
け
る
初
期
唯
識
思
想
の
本
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
と
並
行
し
て
、
中
期
お
よ
ぴ
後
期
の
イ
ン
ド
唯

識
思
想
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
者
が
独
自
の
研
究
を
進
め
て

行
く
。
中
国
唯
識
思
想
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
長
谷
川
岳
史
が
担
当
す

る
。
日
本
唯
識
思
想
に
つ
い
て
は
、
楠
淳
證
が
現
在
進
行
中
の
研
究
を
続

行
す
る
。
ま
た
、
本
研
究
組
織
に
加
わ
っ
た
、
中
国
・
日
本
唯
識
研
究
者

ザ
イ
レ
・
フ
ロ
リ
ア
ン
氏
、
新
羅
唯
識
研
九
九
者
ジ
ョ
ン
・
ビ
ョ
ン
ジ
オ
氏

ら
に
期
待
し
て
い
る
。

具
体
的
な
成
果
と
し
て
は
、
既
に
昨
年
七
月
に
『
大
乗
荘
厳
経
塾
巴
第

2
、

一
章
な
ら
び
に
第
九
章
の
翻
訳
研
究
(
能
仁
正
顕
編
=
大
乗
荘
厳
経
論
」

第
1
章
の
和
訳
と
注
解
1
大
乗
の
確
立
1
一
丙
藤
昭
文
一
「
大
乗
荘
厳

経
論
」
「
菩
提
品
」
の
講
読
1
和
訳
と
註
解
1
』
)
を
出
版
し
た
が
、
来
年

度
も
第
十
七
章
の
翻
訳
研
究
の
公
表
に
向
け
、
現
在
の
校
正
作
業
を
続
行

す
る
。
ま
た
、
最
終
章
等
の
重
要
章
の
翻
訳
研
究
を
完
成
さ
せ
る
。
さ
ら

『
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
一
に
研
究
参
加
者
が
学
術
論
文
を
寄
稿
す

こ

(
研
究
計
画
)

る
0

一
大
乗
荘
厳
経
論
』
の
翻
訳
研
究
は
、
学
期
中
の
毎
週
木
曜
夕
方
に
三

時
間
程
度
大
宮
学
舎
に
て
行
っ
て
い
る
。
参
加
メ
ン
バ
ー
は
、
研
究
組
織

を
構
成
す
る
芳
村
博
実
、
桂
紹
隆
若
原
雄
昭
、
能
仁
正
顕
、
岡
本
健
資

の
ほ
か
、
荒
牧
典
俊
教
授
(
京
都
大
学
名
誉
教
授
・
本
学
非
常
勤
講
師
)
、

早
島
理
教
授
(
滋
賀
医
科
大
学
)
、
加
納
和
雄
助
教
(
高
野
山
大
学
)
、
さ

ら
に
、
本
学
非
常
勤
講
師
で
あ
る
内
藤
昭
文
、
乗
山
悟
、
那
須
良
彦
、
元

非
常
勤
講
師
で
あ
る
藤
田
祥
道
の
諸
氏
が
常
時
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、

毛
利
俊
英
(
筑
紫
女
学
園
大
学
非
常
勤
講
師
)
、
大
西
薫
(
関
西
大
学
非

常
勤
講
師
)
、
岩
本
明
美
(
南
山
宗
教
文
化
研
究
所
非
常
勤
研
究
員
)
、
五

島
清
隆
(
仏
教
大
学
・
同
志
社
大
学
非
常
勤
講
師
)
、
神
子
上
惠
生
(
本

学
名
誉
教
授
)
、
那
須
円
照
(
本
学
元
非
常
勤
講
師
)
な
ど
が
随
時
参
加

し
て
い
る
。
来
年
度
も
、
こ
れ
ら
諸
氏
に
は
研
究
協
力
者
と
し
て
本
プ
ロ

ジ
エ
ク
ト
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
あ
る
。

翻
訳
研
究
は
、
来
年
度
も
、
故
長
尾
雅
人
先
生
が
遺
さ
れ
た
一
大
乗
荘

厳
経
塾
睡
の
研
究
ノ
ー
ト
を
出
発
点
と
し
、
荒
牧
教
授
が
独
自
に
提
案
し

た
翻
訳
を
全
参
加
者
が
検
討
し
、
毎
回
最
も
適
切
と
思
わ
れ
る
翻
訳
を
作

成
す
る
。
同
時
に
、
主
と
し
て
若
原
と
藤
田
が
常
に
諸
写
本
と
の
照
△
口
を

行
い
、
テ
キ
ス
ト
校
訂
を
行
う
。
具
体
的
研
究
内
六
合
に
関
し
て
は
、
初
期

唯
識
思
想
の
本
質
と
言
い
得
る
「
大
悲
」
を
説
く
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
第

十
七
章
の
翻
訳
研
究
の
出
版
に
向
け
た
校
正
作
業
な
ら
び
に
、
同
テ
キ
ス

ト
の
集
大
成
で
あ
る
最
終
章
の
翻
訳
研
究
を
行
う
。
こ
れ
と
平
行
し
て
、

芳
村
博
実
、
桂
紹
隆
、
長
谷
川
岳
史
楠
淳
證
は
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
ン
ド
中

期
唯
識
思
想
、
イ
ン
ド
後
期
唯
識
思
想
中
国
唯
識
思
想
日
本
唯
識
思

想
の
研
究
を
独
自
に
続
行
す
る
。
以
上
の
研
究
の
成
果
は
、
『
仏
教
文
化

研
究
所
紀
要
』
・
『
仏
教
学
研
究
』
・
「
龍
谷
大
学
論
集
』
等
の
各
種
学
会
誌



に
各
自
が
発
表
し
て
い
く
。
ま
た
、
芳
村
博
実
は
、
研
究
代
表
者
と
し
て

常
に
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
全
体
の
進
捗
状
況
を
点
検
し
、
研
究
談
話
会
を
開
催

し
研
究
成
果
を
公
開
す
る
。

仏
教
史
学
親
鸞
像
の
歴
史
的
変
遷
に
関
す
る
研
究
(
一
年
次
)

主
任
・
赤
松
徹
眞
研
究
員
三
名

(
研
究
の
目
的
)
本
研
究
は
、
親
鸞
像
の
歴
史
的
変
遷
を
文
献
・
図
像
・
木
像
な
ど
の
史

料
を
精
緻
に
分
析
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
、
そ
の
変
遷
の
な
か
に
親
鸞
像
の

社
会
的
定
着
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
と
り
わ
け
、
中
世

で
の
親
鸞
の
実
像
を
起
点
に
、
そ
の
後
の
親
鸞
像
は
同
時
に
教
団
形
成
と

関
わ
っ
て
親
鸞
像
が
描
か
れ
、
記
録
さ
れ
、
語
ら
れ
、
社
会
的
に
定
着
し

て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
教
団
形
成
に
関
わ
っ
て
形
成
さ
れ
た
親
鸞
像

は
、
近
代
以
降
の
歴
史
観
の
多
様
性
に
と
も
な
っ
て
、
教
団
が
形
成
し
て

き
た
親
鸞
像
と
は
相
違
す
る
親
鸞
像
が
描
か
れ
、
論
じ
ら
れ
て
き
た
。

そ
の
よ
う
な
動
向
の
な
か
で
、
本
研
究
は
、
親
鸞
像
の
歴
史
的
変
遷
を

文
献
・
図
像
・
木
像
な
ど
の
検
討
か
ら
、
歴
史
的
過
程
・
背
景
と
と
も
に

親
鸞
像
の
歴
史
的
変
遷
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
親
鸞
像
の
宗
教

的
立
場
と
歴
史
社
会
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
知
見
を
提
起
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

初
年
度
は
、
長
年
培
わ
れ
た
親
鸞
像
を
整
理
す
る
た
め
、
必
要
な
史
料

を
広
く
収
集
し
、
文
献
・
図
像
・
木
像
な
ど
の
研
究
史
を
分
析
・
検
討
す

る
0

二
年
度
は
、
親
鸞
像
の
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
研
究
史
の

分
析
・
検
討
を
加
え
る
。

三
年
度
は
、
親
鸞
像
の
歴
史
的
変
遷
を
整
理
し
て
、
本
研
究
目
的
を
達

成
す
る
。

本
研
究
は
、
親
鸞
像
の
実
像
を
起
点
に
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

(
研
究
計
画
)

し
た
が
っ
て
、
十
三
世
紀
前
後
の
歴
史
社
会
お
よ
ぴ
親
鸞
を
取
り
巻
く
仏

教
的
環
境
を
踏
ま
え
て
、
専
修
念
仏
に
帰
依
し
て
生
涯
を
歩
ん
だ
親
鸞
の

実
像
を
明
確
に
す
る
。
そ
の
実
像
を
起
点
に
親
鸞
像
の
歴
史
的
変
遷
を
分

析
す
る
に
は
、
諸
本
が
あ
る
「
親
鸞
伝
絵
』
の
親
鸞
像
を
分
析
・
検
討
す

る
こ
と
を
は
じ
め
、
「
鏡
御
影
」
な
ど
の
影
像
や
木
像
な
ど
の
検
討
が
欠

か
せ
な
い
。
そ
の
後
の
教
団
形
成
の
な
か
で
、
一
定
の
親
鸞
像
が
形
成
さ

3
、

C
れ
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
研
究
を
推
進
す
る
に
は
、
文
献
・
記
録
・

図
像
な
ど
の
収
集
に
ょ
る
親
鸞
像
の
整
理
が
必
要
と
な
る
た
め
、
組
織
的

な
研
究
の
取
り
組
み
が
欠
か
せ
な
い
と
考
え
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
親
鸞
像

に
は
、
親
鸞
の
宗
教
的
立
場
と
社
会
と
の
関
係
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

つ
た
の
か
と
い
う
方
法
意
識
を
も
っ
て
整
理
す
る
。

さ
ら
に
、
近
代
の
歴
史
社
会
は
、
歴
史
像
の
多
様
性
を
生
み
だ
し
、
教

団
の
描
い
た
親
鸞
像
を
相
対
化
す
る
親
鸞
像
が
語
ら
れ
、
記
録
さ
れ
た
が
、

そ
れ
ら
は
多
様
な
親
鸞
像
を
生
み
出
す
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
文
献
・
記

録
な
ど
の
収
集
整
理
・
検
討
が
必
要
と
な
る
。

本
研
究
に
文
献
・
図
像
・
木
像
な
ど
の
整
理
が
欠
か
せ
な
い
た
め
、
史

料
調
査
を
ふ
く
め
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

特
別
指
定
研
究

大
谷
探
検
隊
将
来
資
料
の
総
合
的
研
究

主
任
・
入
澤
崇
研
究
員
五
九
名

(
研
究
の
目
的
計
画
本
研
究
は
大
谷
探
検
隊
が
中
央
ア
ジ
ア
で
収
集
し
た
資
料
の
全
容
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
半
世
紀
の
歴
史
を
有
す
る
本
研
究
会

が
か
つ
て
出
版
し
た
『
西
域
文
化
研
究
一
全
六
巻
は
わ
が
国
に
お
け
る
西

域
研
究
の
基
盤
を
作
り
上
げ
た
ば
か
り
か
、
国
際
的
に
も
評
価
の
高
い
、

ま
さ
に
西
域
学
の
一
大
金
字
塔
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
の
内
外
に
お

け
る
西
域
学
の
進
展
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
、
『
西
域
文
化
研
究
』

は
そ
ろ
そ
ろ
過
去
の
も
の
と
な
り
つ
つ
ぁ
る
。
そ
こ
で
本
研
究
会
は
長
期

計
画
全
0
 
一
一
年
度
S
二
9
三
年
度
)
の
到
達
目
標
と
し
て
、
近
年

の
研
究
成
果
を
盛
り
込
ん
だ
新
た
な
る
『
西
域
文
化
研
九
九
』
の
刊
行
を
掲

げ
る
。
そ
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
、
以
下
の
四
つ
の
班
を
編
成
し
準

備
に
あ
た
る
。

①
大
谷
探
検
隊
将
来
文
字
資
料
の
調
査
研
究
(
代
表
三
一
ハ
合
真
澄
)

本
研
究
会
の
伝
統
で
あ
る
写
本
研
究
を
継
続
し
て
行
い
、
「
ト
ル
フ

ア
ン
写
本
」
「
敦
煌
写
本
」
の
研
究
を
主
に
な
す
。
二
0
0
二
年
よ
り

旅
順
博
物
館
と
の
共
同
研
究
が
開
始
さ
れ
、
旅
順
博
物
館
所
蔵
の
大
谷

探
検
隊
将
来
資
料
の
調
査
研
究
が
本
格
化
し
て
き
た
。
同
館
所
蔵
の
二

六
0
0
0
点
に
も
及
ぶ
漢
文
仏
典
写
本
の
同
定
作
業
は
日
中
双
方
で
遂

、

CC

゛
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行
さ
れ
た
。

二
0
 
三
年
度
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
同
館
所
蔵
の
非
漢
字
資
料
の

調
査
研
究
に
あ
た
る
。

②
西
域
仏
教
美
術
の
調
査
研
究
(
代
表
言
治
昭
)

大
谷
探
検
隊
が
収
集
し
た
美
術
資
料
の
研
究
を
主
と
し
つ
つ
、
西
域

仏
教
美
術
の
総
合
的
研
究
を
目
指
す
。
大
谷
探
検
隊
が
も
た
ら
し
た
美

術
資
料
は
主
に
東
京
国
立
博
物
館
と
韓
国
中
央
国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ

れ
て
い
る
が
、
中
国
の
旅
順
博
物
館
に
も
第
一
次
大
谷
探
検
隊
が
収
集

し
た
イ
ン
ド
・
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
彫
刻
及
び
西
域
の
壁
画
が
所
蔵
さ
れ
て

お
り
、
二
0
 
三
年
度
は
そ
れ
ら
の
資
料
を
研
究
対
象
と
す
る
。

③
モ
ン
ゴ
ル
仏
教
寺
院
址
の
調
査
研
究
(
代
ぎ
村
岡
倫
)

第
二
次
大
谷
探
検
隊
の
行
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
調
査
の
検
証
を
な
す
。
第

二
次
大
谷
探
検
谷
に
ょ
る
モ
ン
ゴ
ル
調
査
は
モ
ン
ゴ
ル
研
究
の
先
駆
を

な
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
検
証
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
近

年
、
大
谷
大
学
の
チ
ー
ム
(
代
表
一
松
川
節
)
が
現
地
調
査
を
敢
行
し
、

研
究
の
先
鞭
を
つ
け
た
。
大
谷
大
学
と
も
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
二
0

三
年
度
は
第
二
次
大
谷
探
検
隊
の
エ
ル
デ
ニ
ゾ
ー
寺
院
の
調
査
を
検

証
し
て
い
く
0

④
西
域
仏
教
遺
跡
と
大
谷
探
検
隊
の
調
査
研
究
(
代
表
一
入
澤
崇
)

大
谷
探
検
隊
が
目
指
し
た
仏
教
の
広
が
り
を
探
求
す
る
精
神
を
継
承

し
、
西
域
仏
教
遺
跡
の
総
合
的
研
究
を
な
す
。
同
時
に
、
近
代
史
に
お

け
る
大
谷
探
検
隊
及
び
大
谷
光
瑞
の
意
義
を
深
く
探
っ
て
い
く
。
二
0

一
一
年
度
は
イ
ル
ハ
ン
朝
下
の
仏
教
の
動
向
を
探
る
べ
く
ト
ル
コ
東
部

ア
フ
ラ
ツ
ト
周
辺
の
遺
跡
調
査
及
び
門
主
辞
任
後
の
大
谷
光
瑞
が
ト

ル
コ
に
お
い
て
産
業
を
育
成
し
よ
う
と
し
た
ト
ル
コ
支
援
の
実
態
を
検

証
し
て
い
く
。

大
正
新
脩
大
蔵
経
の
学
術
用
語
に
関
す
る
研
究

主
任
・
淺
田
正
博
研
究
員
一
七
名

(
研
究
の
目
的
計
哩
本
研
究
を
推
進
す
る
大
蔵
経
学
術
用
語
研
究
会
の
目
的
は
、
大
正
新
脩

大
蔵
経
を
中
心
と
す
る
漢
文
仏
典
中
の
重
要
語
を
抽
出
・
整
理
し
、
分

析
・
研
究
を
加
え
る
こ
と
に
あ
る
。
漢
文
仏
典
中
の
重
要
語
と
は
「
仏
教

要
語
」
と
ほ
ぼ
同
義
で
あ
る
が
、
本
研
究
会
で
は
、
辞
書
的
説
明
に
依
存

ぐ
、

ぐ
、

2
、

・
(

せ
ず
、
文
献
そ
の
も
の
か
ら
そ
の
要
語
の
意
味
を
抽
出
し
、
使
用
法
等
を

分
析
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
、
そ
の
要
語
の
意
味
す
る
内
容
が
地
域
や
時
代

に
応
じ
て
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
た
ど
っ
た
の
か
研
究
す
る
。
二
0
 
二
年

度
も
前
年
度
に
引
き
続
き
、
二
種
類
の
テ
ー
マ
を
求
め
て
そ
れ
を
追
求
し

た
い
。
そ
の
一
は
、
二
0
0
九
年
よ
り
進
め
て
い
る
戒
律
関
係
用
語
の
研

究
で
、
『
戒
律
事
典
』
(
仮
称
)
の
出
版
を
目
指
し
た
い
。
そ
し
て
他
の
一

つ
は
二
0
-
0
年
よ
り
開
始
し
た
「
仏
教
に
お
け
る
生
死
観
に
関
す
る
学

術
用
語
の
研
究
」
で
あ
る
。

第
一
の
戒
律
関
係
用
語
の
研
究
で
は
、
こ
こ
数
年
、
本
研
究
会
の
主
た

る
事
業
で
あ
っ
た
『
戒
律
事
典
』
の
出
版
事
業
を
進
め
て
い
く
。
今
現
在
、

士
橋
先
生
の
原
稿
を
整
理
し
終
え
、
出
典
の
調
査
や
意
味
内
容
の
検
討
な

ど
の
修
正
・
加
筆
を
加
え
て
い
る
。
二
0
 
三
年
度
は
、
前
年
度
と
同
様

に
、
月
に
一
度
の
研
究
会
を
設
け
、
各
研
究
員
が
十
項
目
ほ
ど
修
正
と
加

筆
を
加
え
て
き
た
も
の
を
全
体
で
討
議
し
て
い
き
、
『
戒
律
事
典
』
の
準

備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

第
二
の
「
仏
教
に
お
け
る
生
死
観
に
関
す
る
学
術
用
語
の
研
九
九
」
で
は
、

戒
律
事
典
出
版
後
の
研
究
の
基
礎
的
準
備
で
あ
る
。
こ
れ
は
現
在
社
会
問

題
と
も
な
っ
て
い
る
「
自
殺
」
や
「
安
楽
死
」
な
ど
の
問
題
を
含
め
た

「
生
死
」
に
関
す
る
仏
教
用
語
に
焦
点
を
あ
て
て
考
察
し
、
経
典
の
原
意

と
註
疏
類
の
解
釈
を
求
め
る
中
に
お
い
て
こ
の
「
生
死
」
の
問
題
を
仏
教

は
如
何
に
理
解
す
る
か
を
種
々
に
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
研
究
の

進
め
方
と
し
て
は
、
本
研
究
会
の
構
成
員
を
中
心
と
し
、
特
に
漢
文
仏
教

要
語
に
関
心
を
持
つ
研
究
者
や
院
生
を
加
え
た
研
究
会
を
、
月
一
回
程
度

開
催
し
、
テ
ー
マ
で
あ
る
「
仏
教
に
お
け
る
生
死
観
に
関
す
る
学
術
用
語

の
研
究
」
に
関
す
る
発
表
を
行
う
(
公
開
可
)
。
手
法
と
し
て
は
、
原
則

と
し
て
、
経
典
の
原
意
・
註
釈
書
の
解
釈
を
並
記
し
、
そ
の
他
の
特
徴
的

な
要
素
も
加
え
な
が
ら
発
表
を
行
い
、
参
加
者
同
士
の
議
論
を
通
し
て
、

さ
ら
に
洗
練
さ
れ
た
内
容
に
し
て
い
く
。
年
次
研
究
に
お
い
て
「
生
死
」

の
要
語
に
関
す
る
研
究
成
果
に
つ
い
て
は
、
『
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
』

に
発
表
し
た
い
。
こ
の
作
業
を
継
続
的
に
行
う
こ
と
に
ょ
り
、
い
ず
れ
は

「
仏
教
に
お
け
る
生
死
観
の
研
究
」
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
も
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
漢
文
仏
典
や
仏
教
要
語
に
関
す
る
テ
ー
マ
で
「
仏
教
文
化
セ

054,、508/
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